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特集にあたって

今自の 阪神 ・ 淡路大震 災 は ， 死者 5 千人余， 兵

庫県下 の全半壊 し た建物は 15万戸余 り と ， 未曾有

の被害 を も た ら し た 。 震災発生 に よ る 廃棄物処理

施設の被害状況， 全国関係市町村 に 対 す る 支援活

動， 関係市町村の復興がすすむ に つ れ， 増加す る

災害廃棄物の処理 ・ 処分等， いず れ を 取 っ て も 予

想 を 越 え る も の ばか り で， すべ て が新た な 経験分

野であ っ た 。

そ こ で， こ の よ う な特殊な環境での清掃事業の

あ り 方 は ， 第130号 (82年10月 ) で洪水 ・ 地震 ・ 火

災 ・ 豪雪等の体験 に ついて特集 し てい る が， こ の

度の貴重な経験の数々 に ついて 各方面か ら リ ポー

ト 願い， 会員 各位の参考 と し て戴 き た く ， 特集 と

し て 企画 し た 。 特集の要旨は以下の と お り であ る 。

1 . 阪神 ・ 淡路大震災 に おけ る 国 の 対応 に ついて

こ れ ま での国の 取 り 組み内容 と 災害廃棄物処理を

迅速 に 進め る 上で必要 と す る シ ス テ ム 等 に ついて

示 し た 。

2. 阪神・淡路大震災 に お け る 環境汚染に ついて
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一次 ・ 二次の環境モ ニ タ リ ン グ調査結果に つい

て 示 し た。

3 . 廃棄物処理施設の被害及 び処理状況に ついて

兵庫県下の被害状況 と 処理計画及び神 戸 市 の 廃

棄物処理施設の被害及 び廃棄物の処理状況に つい

て 示 し た 。

4 . 施設関係 の被害状況

( 1 )  中 間処理施設の被害状況 と 復 旧 対策 に つい

て 示 し た 。

(2) 最終処分場の被害状況 と 震災廃棄物の処理

処分状況に ついて示 し た 。

5 . 今後の施設計画上の留意点 に ついて ， ごみ焼

却施設の今後の耐震 を 考慮 し た 設計留意点 と ， 最

終処分場の被害状況及 び こ れ を 踏 ま え た 施設計画

上の留意点 を 示 し た 。

6 . 廃棄物処理に 関す る 応援活動に ついて ， 救援

活動の概要 と ， そ の体験に よ る 廃棄物処理の課題

に ついて示 し た 。 (松野)
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阪神・淡路大震災における国の対応、について

1 . は じ め に

1 月 17 日 に 発生 し た 阪神 ・ 淡路大震災 に お い て

は， 水道 ・ 電気 ・ カ。 ス な ど の ラ イ フ ラ イ ン 施設，

鉄道 ・ 道路 ・ 港湾の交通施設， 個 人 ・ 民間事業所 ・

公共の建物 (全半壊 ・ 一部損壊 を 含め約40 万 棟。

6 月 19 日 現在) な ど に 極め て 甚大 な被害 を 受 け ，

都市機能は麻:康状態 と な っ た。

こ の た め， 厚生省 と し て ， 被災市町が， こ の震

災 に よ り 発生 し た がれ き な ど の 災害廃棄物 を 迅速

かつ計画 的 に 処理す る と と も に ， 被災 し た一般廃

棄物処理施設 を 早期 に 復旧 す る こ とが で き る よ う

に ， 関係省庁 と 連絡 ・ 調整 を 図 り な が ら 緊急、の対

策や支援 を 行 っ て き た と こ ろ であ る 。

がれ き の処理事業に つ い て は ， そ の完了 ま でに

引 き 続 き 時間 を 要す る が， こ れ ま での 国 の取組内

容 と 災害廃棄物処理 を 円滑かっ迅速に 進め る 上で

必要 と 考 え ら れ る シ ス テ ム 等 に 関 し 報告 を 行 う 。

2 . 廃棄物処理対策の概要

( 1 )  災害廃棄物

今 回 の 震災 に 伴 う 災害廃棄物の処理に 係 る 被害

状況に つ い て は ，

① 避難所では 断水等 に よ り 水洗 ト イ レ が使用

不可能で、あ っ た こ と か ら ， 緊急対策 と し て の仮設

ト イ レ の 設置 と し 尿の収集処理の実施

② 一時的 に 大量 の 生 活 ご み ( 食品や飲料の容

器が意外 と 多 い。 震災 に よ り 粗大 ごみ等が破損 し

た も の。 ) が発生 し た こ と か ら ， 応急対 策 と し て の

キ 厚生省生活衛生局水道環境音1\環境整備課課長補佐
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岩 佐 恵 治*
Keiji 日VASA

表 1 災 害廃棄物に係 る 処理対策の概要

区 分 | 処 担 対 策

し 尿 | ・ 全国の自治体等が仮設トイレを供給

- 廃棄物関係団体等のI，L:仮によリ仮設トイレ約

3900棋の設置とし尿の似!長処理

生前ごみ | ・全国の自治体から以集金Ii耐と人員を応t左派iiJi

- 近|峰山町村による焼却処朋の 剖;受入

がれき | 市町か特例的にjJ!Jii処物の解体 ・撤去

かれき分別等のため(位置場 結出j.�地のmí:保

j�k fL!t� 焼却l地設のð)t;丘

あ:-l処店lや リ サイ ク Fレも含めた広域処理

-災者廃棄物処f'll推進協議会を設置( F�.'4!県}

収集処理の実施

③ 建物の損壊に よ り ， 要解体家屋数約13 . 5万

棟， がれ き 処理量約 1 ， 400万 t ( 3 月 31 日 現在。 兵

庫 県 ・ 大 阪府集計) の解体 ・ 処理の 実施

で、あ る 。

こ う し た被害に つ い て ， 被災市町が， 全国の 自

治体や廃棄物関係団体等の協力 ・ 応援 を 得て ， 災

害廃棄物に 係 る 処理対 策 を 実地 し て き て お り ， そ

の概要は表 1 の と お り であ る 。

(2) 一般廃棄物処理施設

被災 を受け た 一般廃棄物処理施設の施設数や被

害内容は 表 2 の と お り であ り ， 煙突倒壊 ・ 大破損

( 2 施設) ， EP故障 ( 1 施設) があ っ た が， そ の他

は 大 き な被害 を 受 け な か っ た。 大半の施設が概ね

10 日 間 ま でに (残 り の施設 も 2 月中に ) 応急復旧

を 完了 し た こ と や近隣市町 に よ る 焼却受入が行わ

れた こ と に よ り ， 生活 ごみや し 尿の 緊急処理 は 対

応 で き た。

被災施設の復旧事業費の総額は 約46 億円であ る

(本格復旧工事は 7 年度 も 継続) 。

都 市 消掛



阪神 ・ 淡路大震災 におけ る 国の対応に つ い て

表 2 一般廃棄物処理施設の被害状況

(兵庫県 ・ 大阪府以外も含む)

了血 目 ドl f十
被災施設 I 32施設(主主ものはこみ焼却地設であり. 25 

}jÚi設が被災)

被宮内科 | 煙突倒波大被H!i 2地誌上 EP故障( 1施設)

があったが. その他は大きな被害を受けなかっ

た，\なお， 長JUII断水が1施設あった，)

。ごみ関係施設 連屋一部以壊、 煙突の倒壊

似iW. クレ ン故障， 炉

内レンガI�Hi1. E P自主位;t，

ご来液タンク般的. )也下浸水，

J也住沈下 等

同問んJ《十円アロ7
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符口配

等

川山
単純用処尿iレ。

3 . 国に お け る取組と 支援策

(1) 政府組織 と 取組概要

阪神 ・ 淡路大震災後， 政府 と し て は ， 激甚災害

の指定や 災害救助 法 を 25市町に適用 す る と と も に ，

被害の 甚 大 さ に 鑑み， 被災者の生活 の確保や被災

地の早期復 旧 対 策 を 促進す る た め，-①非常災害対

策本部， ③緊急対策本部， ④兵庫 県南部地震対策

担 当 大臣 と 「特命室J. 現地対 策本部 ( 4月 1 日 廃

止) J を 設置 し ， 厚生省に お い て も 「②災害対策本

部」 を 設置す る こ と に よ り ， 各種施設の復旧に 関

し て の 国 庫補助率の特例措置や予算の確保 など，

総力 を 挙げて被災地の応急復旧対策 に 取 り 組ん で

き た と こ ろ であ る 。

ま た ， 被災地が震災か ら 立 ち 直 り ， 本格的 な復

興対 策 に 取 り 組 む 必要があ る こ と か ら ，-⑥阪神 ・

淡路復興対 策本部」 を 設置す る と と も に ， 復興に

つ い て 大所高所か ら の 意見 ・ 提 言 を 求め る た め に ，

ま ちづ く り や経済に 詳 し い学識経験者 などか ら 成

る 「⑤阪神 ・ 淡路復興委員会」 を 設置 し て い る 。

復興委員会に お い て は， 2 月 28日に 「 がれ き 等

の処理」 に係 る 提言 (参考資料 1 ) を 行 う と と も

に ， 阪神 ・ 淡路復興対 策本部に お い て は 4 月 28

日 に 策定 し た 「 阪神 ・ 淡路地域の復 旧 ・ 復興に 向

け て の考 え 方 と 当 面講ずべ き 施策」 の 中 で， がれ

き 処理 の促進策 (参考資料 2 ) を 示 し て お り ， 被

災地の早急な復 旧 を 推進す る た め迅速かつ計画的

第48巻 第207号 ( 平成 7年8 月 )

に がれ き の処理 を 促進す る こ と と し て い る 。

こ う し た組織 と 取組の概要は表 3 の と お り であ

る 。

(2) 法律 ・ 財政面の支援策 (廃棄物関係)

ア . 法律面の措置

阪神 ・ 淡路大震 災 で は ， 多 く の被災者が住居や

職場 を 失 い， 生活基盤が大 き く 損 な わ れ て お り ，

国 で は ， 今後の様々 な 問題 に 対 処す る た め， 社会・

経済的 な 支援， 財政上の補正等 に つ い て 特別措置

を 講 じ る こ と と し ， 新 た な 16 の 法律 を 制定 し た が，

そ の主 な も の は 以下の と お り であ る 。

廃棄物に 直接関係す る も の と し て ，-阪神 ・ 淡路

大震災 に 対 処す る た め の特別 の 財政援助 及 び助成

に 関す る 法律 」に お い て ， 今 回 限 り の特別 の措置

と し て ， 地方公共団体等に 対す る 特別 の財政援助

と し て 市町が行 う 一般廃棄物処理施設の 災害復 旧

に つ い て ， 補助率の嵩上げ ( 8 /10←従前 1 / 2 )  

を 行 っ た 。

① 被 災市街地復興特別措置法 ( 2 月 26 日 施行)

② 阪神 ・ 淡路大震災に 対処す る た め の特別 の

財政援助及 び助成 に 関 す る 法律 ( 3 月 1 日 施行)

③ 平成6 年度分の地方交付税の総額の特例 等

に 関す る 法律 ( 3 月 1 日 施行)

④ 阪神 ・ 淡路大震 災 に 対 処す る た め の平成 6

年度 に お け る 公債の 発行 の 特例 等 に 関 す る 法律

( 3 月 1 日 施行)

⑤ 阪神 ・ 淡路大震災 に 伴 う 許可等の有効期聞

の延長等 に 関す る 緊急措置法 ( 3 月 1 日 施行)

@ 阪神 ・ 淡路大震災復興の基本方針及 び組織

に 関す る 法律 ( 2 月 24 日 施行)

イ . 財 政面の措置

被 災市町の被害が甚大で、あ り ， 復旧の た め に は

がれ き 等の処理の促進が必要であ る こ と に 鑑み，

市町が円 滑かつ計画的 に 廃棄物の処理を 行 う こ と

がで き る よ う 以下の と お り 財政支援 を 図 っ て い る 。

① 災害廃棄物処理事業 に おけ る 特例措置 ( 1 

月 28 日 措置公表)

被災市町が災害 に 伴 い 発生 し た 廃棄物 を 処理す

る 事業に つ い て は ， 災害廃棄物処理事業 と し て ，

収集， 運搬， 処分に 係 る 事業が従来の 国庫補助対

象 であ っ た が， 被災地の被害が極め て甚大であ り ，

早期 に 復旧を 図 る 必要があ る こ と か ら ， 特例 的 に ，

( 327 ) 9 
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表 3 政府が設置した主な組織と取組の概要

キ且 織 内 。�士マ

①非常災害対策本音1\ 本 剖i 長 小型国務大臣 | 副本部長 | 久野国土政務次官 l 本音問等 | 各省庁職員

\ 1月17日設置) 目 自ワ 具体的な災害応急対策の実地及び調務
災害対策基本法

第1凶\ 1月17日1 行方不明者の技tlo， JilWI応急復旧の実地を決定

1月17-18t1 政府調査団(団長 国JI'r'長'白， 15省庁)を現地派遣

-第3回(1月23日) 分野別の非常災害対策の推進

②厚生省災害対策本部 本部長 厚生大臣

\ 1月17日設置) 目 自ヲ 厚生省としての具体的な災害応急対策の実地及び調整
基本法に基っく厚生

省防災業務計画 -避難所の仮設|イレの設置や生活二みの緊急応急対策の促進

， 1月28日 偵壊，建物の解体 ・撤去に係る特別措置

， 3月1日 一般廃棄物処理施設の復旧に係る特別の財政抜肋

③緊急対策本部 本音1\長 内附用!大臣 | 百l( !月19日間)
本部員 全閣僚

4 �128日廃止

閣議決定 H 的 緊急対策のうちl弘l僚レヘルで収リ組むことが適当な重要事墳の検';1

第1 -10回開催 1月21日 現地対策本部の設置( 4月1日廃止)

. 1月26日 トイレ. ごみ処理対策の推進

. 2月17日 阪神・ 淡路大震災に対処するための村日Jjの財政緩肋及び助成に関する法律案の作成

④兵庫県南部地炭対策相当大臣{小型大臣)の任命( 1月20 [1 ) 小里大[;1特命室(国土1"]'1付)の設置( 1月23日)

⑤阪神・ 淡路復興委員
r五、

( 2月15日設置)

|回議決定
※設置期間は， 8年2

月14日までの1年間

⑥阪神・ 淡路復興対策

本部

( 2月24日設置l

阪神・ 淡路大渓災復

興の基本方針及び組織

にl刻する法件I

委 員長 卜河辺淳前総合研究開発機構理事長

万ιA三J 長回{ 兵庫県知事， 神戸市長含め6名

特別顧問 後藤凶正晴元副総理， ギ岩外四経|当述名誉会長

目 日ヲ 内i羽総理大臣の諸問に凡、じ. 復興のための施策に関し総命誌l笠を要する事項を調査審議

. 2月16日から第1回会合を開始( 6月15日までに91副の会合を開催)

第3回(2月28日) ，がれき処埋」に係る提言l参考資料1 ) 

→ 4月17日 「がれき処理提言」に対する取組状況の報許

-第6凶( 4月24日) がれき処明提言を受けての処理対策に係る意見

本部長

本 部員

目 白百

内閣総理大臣 | 吊|

全 Itl 与 l 的場元国土事務次官

復興のための施策に関する総合調主主

. 4月28 tI 阪神・ 淡路地域の復l[j， 復興に向けての考え方と当而講じるべきぬ策」を策定(本音1\決定)

くがれき処理の基本h01っ

がれきが復興の支障とならないよう早期lにがれき処理を進める必要力、あることから促進策を実

施する。(参考資料2 ) 

個 人 や 中 小事業者が所有す る 損壊建物の解体 ・ 撤

去 に つい て も ， 所有者の承諾の下に 被災市町が行

う 事業 も 含め て ， 国庫補助対象 と す る こ と と し た 。

表 4 災害廃棄物処理事業 に係 る特例措置の概要

rTI 目 内 容
こ の事業に 係 る 特例措置 の概要 は 表 4 の と お り

であ る 。

② 廃棄物処理施設災害復 旧事業に お け る 補助

率の嵩上げ

被災市町が被災 を受け た 一般廃棄物処理焔設の

災害復 旧 に 要す る 費 用 に つ い て I阪神 ・ 淡路大震

災 に 対処す る た め の特別 の 財政援助 及 び助成に 関

10 ( 328)  

m壊した建物の解体 撤去を含める(←従両íJ・
事業対象範囲 1

収集， 逮捕1. 処分の事業)

建物 の 対 象| 個人えは中小事業者が所有するもの

| 災害救助法適用市町( 兵庫県内 : 20市岡J， 大阪
適 用 市 町 |l 府内 市 )

補 助 率I 1/2 (従前と同様)

〈参考〉 自治省の地方財政情置 起債充当率:補助裏100%

特別交付税 元利償還金95%

都 市 清 掃



阪神 ・ 淡路大震災 におけ る 国の対応に ついて

す る 法律」 に 基づ き 特別 の財政援助 を 行 う こ と と

し， そ の』既要は表 5 の と お り であ る 。

③ 補正予算
被災市町が行 う 廃棄物に 係 る 事業に 対 す る 補助

金 と し て ， 表 6 の と お り 予算確保 を 行 っ て い る 。

(3) そ の他の支援策等

① 緊急対策の ための応援体制 の確保

避難所の仮設 ト イ レ の設置・管理や大量発生 し

た生活 ご み の収集・処理 を 緊急対策 と し て 実施す

る ため， 以下の対応 を 行 っ た 。

- 仮設便所 の供給 を他の 自 治体， 廃棄物関係団体

等 に 要請

- し 尿及 び生 活 ごみ の収集・処理 ( し 尿 ・ ご み の

収集車両， 人員， 処理受入等) を 他の自治体， 廃

棄物関係団体に要請

② 広域的 な処理体制 の確保

大量 に 発生 し た がれ き の域内処理が困難であ る

こ と か ら ， 計画的かつ効率的 な 広域処理 を 確保す

る ため， 以下の対 応 を行 っ た 。

-仮置場確保の ため関係省庁等へ協 力 要請

. 破砕 ・ 焼却施設や積出 基地の整備促進

-木 く ず の焼却l受入 (施設の余力 を 活用) を 近隣

市町村 に 協 力 要請

・がれ き 収集 ・ 処理， 木 く ず チ ッ プ化 な ど廃棄物

処理業界に 対す る 協 力要請

③ ア スベ ス ト 適正処理， 野焼 き 防止等の指導

.建物解体に 伴 う ア ス ベ ス ト の適正処理の指導通

安日
-がれ き の 野焼 き 防止 と 適正処理 を 指導 (→破砕 ・

焼却施設の整備 )

4 . 災 害時 に お け る 廃棄物処理システム

今 回 の 大震災 に 伴 う 廃棄物処理の経験 を 踏 ま え ，

今後， 迅速かつ的確 に 廃棄物の処理 を 行 う ために

は， 以下 の よ う な シ ス テ ム を 確立す る こ と が必要

であ る と 考 え ら れ る 。

① 広域的 な 協 力体制の確立 (住民生活か ら の

廃棄物の緊急処理対応)

・他の都道府県， 市町村， 廃棄物関係 団体等の 協 力

. し尿や生活ごみ の収集運搬 ・ 処理 に 必要 な 車両

及 び人 員 の 派遣

第 48巻 第 207号 (平成 7 年 8 月 ) (329) 

表 5 廃棄物処理施設災害復旧事業 に係 る補助率の嵩上

げの概要

T血 目 111 干+
補助率日;上げI 8川(←従前1 12 ) 

法第2条に定める特定被災地方公共同体(J6ï!íl町)
Nr戸r/1， 尼崎市， 明石市， 西富市、 ，��7屋市，

適用i!i 111)" 1 伊丹市， 宝塚市， 川西市， 津名町. 淡路町，

北淡町、 一宮町， Ji色町， 東;í11Hrr ， 紋l町， fL1

中 市

く参考 ニl治省、の地方IÞI政措置 起fl'(允当W:Îllì助長100%
普通交付悦 元1'1)償還金95%

表 6 災害 に伴う廃棄物に係る予算確保の概要

4Ç 長 名 6年度第2次補正予算17年度補正予算

災害!苑楽物処�g\卒業費
廃茸物処理出訟民害担旧事革費

約3431.�円

f'�J22f古円

，(，';1，282IìY円
�'�J 9 I意fI)

② がれ き 処理に係 る 広域的 な処理体制 の確保

(大量がれ き の域内処理は困 難)

- 仮置場 と し て 利用可能なオー プ ン スペー ス の確

保

-他の都道府県 ・ 市町村や民間処理業者の廃棄物

処理施設の活用

-木 く ず チ ッ プ化 な ど再生事業者の活用

③ 仮設便所な ど必要 な 資機材 等の備蓄 ・ 確保

④ 廃棄物処理施設の耐震・防災対策の確保

・ 構造物等の耐震基準の 強化[建築基準法]

- 停電時の非常用発電等の安全・保安

・ 既存施設の耐震強度診断や耐震補強

⑤ 都道府県等の地域防災計画に お け る 災害廃

棄物処理対策の確立

⑥ 災害廃棄物 を 迅速かつ適正 に 処理で き る 設

備 ・ 機械等の開発

・運搬 ・ 敷設， 管理が容易 な仮設便所

・ がれ き を 木〈ず， 金属， コ ン ク リ ー ト 等に 分別

す る 破砕 ・ 選別 設備 ( リ サ イ ク ル と 適正処理)

- 木 く ず等の焼却設備

- 家屋， ビ ルの効率的 な解体機械

5 . ま と め

阪神・淡路大震災は， 被害が甚大で'あ り ， 都市

機能が麻療す る な ど， 社会的， 経済的影響が極め

て 大 き い も の であ り ， 被災地域の復 旧 ・ 復興 を 図

11 



特集/阪神 ・ 淡路大震 災 に お け る 災害廃棄物対策 災害の状況 と 緊急対応の実際

る 上で， 災害廃棄物の 迅速かつ計画的 な 処理の促

進が重要な課題 と な っ た 。

こ の た め， こ う し た教訓 を 生か し て ， 今後， 都

道府県 ・ 市町村 を中心に ， 他の都道府県， 廃棄物

関係団体 ・ 事業者や住民の協 力 も 含め て ， 予め広

域的 な 協 力体制や処理体制 の確保な ど 災 害廃棄物

の処理に 係 る シス テ ム の構築 を 講 じ る こ と が最 も

重要で、あ り ， 固 と し て も ， こ う し たシ ス テ ムつ。 く

り を 指導 ・ 支援す る 必要があ る 。

参 考 資 料
〈参考資料 1 > 阪神 ・ 淡 路復興委員会からの「がれき等の

処理」に 係 る 提言の概要
がれき等の処理は復興のための基礎的な事業であり， 総

合的機動的 に指揮され， 解体 ・ 収集 ・ 中間処理 ・ 運搬 ・ 処
分の全て の過程を総合的に管理す る ために提言す る 。 (③，
⑥省略)

① 緊急、 ・ 応急対策 と して当分の問， 解休から処分の全
て の過程 に おいて， 国 ・ 県 ・ 市町がthJ，カして進められて お
り， 作業は軌道に乗ってきてい る ので， 一層促進を図 る。

② 第 2 期を迎え， 復興のための住宅建設 ・ 都市計画 ・
港湾整備 ・ 市街 化整備 ・ 民間の復旧等の事業， 特に商店街 ・
中小企業の復興を促進す る ため， 計画的面的に除去を進め
るための措置を講じ る。

特に港湾の復興に おいて大規模ながれき等の処分のため
の措置を講じ る。

住民， 利用者等の関係者の理解 と 協力を得 る。
④ 第 2 J哲lでは発生 地及び仮置場 に おい て ， 鉄 ・ アル ミ

と 木村 と コ ン ク リ ー卜 と その他 に 分別す る 措置を講じ， ま
た危険物-有毒有害物質は別途安全で適正な処理を行う。

⑤ 第 2 期では上記①の事業に止まらず， 欽 ・ アル ミ に
ついて復興事業の建設資材 と して リ サイ クルす る 。 コ ン ク
リ ート等は， fi&砕処理した上で港湾整備事業 ・ 埋立事業に
資材 と して 活用す る。

木材は燃料 ・ 集成材等 に 活用を図 る。
⑦ 第 2 期では総合的計画的に 実施し， 関係者が適切に

対 応でき る よ う統一的指令の下に行う。
⑧ 第 2 期では， 国は復興に関連す る除去作業 (解体か

ら処分， 仮置場の設置， 積出基地の線保， 海面埋立) につ
いて引き続き特別の財政措置を講ず る。

く参考資料 2 >がれき処理の促進策 の概要
① 概ね 7 年度中 に 市街 地から仮置場 ・ 処分場等への搬

出を完了し， 遅く と も8年度中 に 焼却 ・ 埋立などの最終処
分を完了すべし 各般の対 策を推進。

② 仮置場， 積 出 基 地を確保す る と と もに ， 仮置場に破
砕 ・ 焼却施設を設置。

③ がれき処理にあたっては， リ サイ クルに努め る 。
④ 市町は「災害廃棄物処理計画」を作成し， 兵庫県は

全体処理計闘を作成。
⑤ 国， 県， 神戸市 及 び阪神 6 市からな る 倒壊家屋処理

推進部会を設置し， 計画の進行管理。
⑥ 国は， 助言， 指導のほか， 計画の円滑な実施に向け

て必要な支援。

1 1川11川1 1川11川11川川11川11川11川11川11川川11川1 1川|川川川11川1 1川|川川川11川11川11川11川1 1川11川1 1 川川|川川川1 1川川|川川川1 1川川|川川川1 1川|川川111川11川11川11川|川川11山1 1川|川川11川1 1川11川11川1 1川|川川川11川1 1川川|川川川1 1川|川川11川11川1 1川川1 1川11川川11川1 1川川|日川1 1川|川川11川1 1川11 川11川11川1 1 川川|川川川1 1川|川川11川11川11川川11川1 1川|川川川11川1 1川|川川川11川1 1川|川川川1 1川11川川11川1 1川|川川川11川l川川|川川川1 1川|川川川1 1川1 1川11 川11川11川11川11川川11川1 1川11 1川1 1川川11川1 1川|川川川11川l川川|川川川1 1川|川川11 1 川川11川11川11川11川1 1川川|川川1 1川川|川山1 1 1川川11川1 1川|川川11川11川川|川川川1 1川|川川川11川1 1川|川川川l川11山11川1 1川11川11川11川川11川1 1 川川11川1 1川川|川川川1 1川|川山川11川川11川川1 1川|川川川11川11川11川11川1 1川|川川川11川1 1川11川11川11川11山11川11 1川1 1川111 川|川川川11川11川11川11川11川川l川山1 1 川|川1 1川11川11川11川11川11川11川川11川11川|川川11 1川川11川1 1川川|川川川11川|川川川11川1 1川11 川11川川11川11川川11川1 1川|川l川11川11川11川l川1 1川川11川11川11川11川11川11 1川11川|川|川11川川11川11川川l川11 | 

ごみ処理施設構造指針解説

目 次
I 総論 ・ 基本計画
II 焼却施設構造指針

1 焼却施設に関す る 基本的事項
2 焼却施設の機能に関す る事項
3 連続燃焼式焼却施設指針
4 パッチ燃焼式焼却施設指針

III 組 大 ごみ処理施設構造指針

1 粗大 ごみ処理ー施設に関す る 基本的事項
2 粗大 ごみ処理施設の機能に関す る 事項
3 粗大 ごみ処理施設指針

監修/厚生省生活衛生局水道環境部
発行/社団法人 全国都市清掃会議

体 裁 B 5判 560頁 上製本

定 価 会 員 13，390円
(送料別 本体価格13，000円， 消費税390円)

一 般 16，480円
(本体価格1 6，000円， 消費税480円)

発 行 昭和62年8月

W 高速堆肥化処理施設

l 高速堆肥 化処理施設に関す る 基本的事項
2 高速堆肥 化処理施設の機能に関す る事項
3 高速堆肥 化処理施設指針

附属 用 語の定義

1 1川11川11川11川11川11川1 1川|川川11川11川11川11川|川11川1 1川11山11川|川川11 川1 1川11川11川1 1川11川11川|川川11川11川11川11川|川11川11川11川11川|川川11川11川|川川11川11 1川|川川11川1 1川11川1 1 川1 1 川11川11川11 川|川川11川11川1 1 川1 1 川1 1 川|川川11川11川|川|川1 1川11川11川11川11川11川11川|川川11川11川|川川1 1 川1 1川|川川11川|川川11川11川11川11川11川1 1 川1 1 川1 1 川|川川1 1川11川11川11川11川1 1川|川川11川1 1川|川川|川11川11川1 1川11川1 1川1 1川11川11川|川川11川11川11川1 1 1 1 1川11山1 1川1 1川11 川|川山11川11川11 川|川川11川1 1川|川川11川11川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1 1川|川川11川|川川1 1川|川川11川|川川11 川11川11川11川|川川11川11川|川川11川|川川1 1川1 1川|川川11川|川川11川11川|川川|川11川11川11川11川|川川1 1 1 川11川11川11川1 1川1 1 川1 1川11川11川11川11川11川|川川11川11川l川11川11 1川11川11川11川11川1 1 川1 1 川1 1 川1 1川11川11川11川11川11川1 1川|川川|川11川11川11川|川川11川11川11川|川11川1 1川11川11川1 1川11 | 
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.特 集E 阪神・淡路大震災における災害廃棄物対策一一災害の状況と緊急対応の実際一一→一一一一-

阪神・淡路大震災における環境汚染について

1 . 環境汚染状況

工場 ・ 事業場に お い ては， 地震に よ る 公害防止

施設等の 環境関係施設の損壊 に 伴 っ て， ア ン モ ニ

アや土伍酸の流出， 合成樹脂等の原料の入 っ た ド ラ

ム缶の港か ら の海 中 落下が報告 さ れて い る 。 な お

有害物質 の 漏 出 が懸念 さ れ た が， 現在被害は確認

さ れて い な い 。

下水処理場 に つ い ては， 神戸市 内 の 8 処理場の

う ち 7 処理場に つ い ては通常の処置が可能 と な

っ て い る が 1 か所 (東灘) に つ い ては下水処理

地設が大 き な被害 を 受 け， 汚水の高級処理が不可

能 と な り ， 下水処理 に 支 障 を き た す こ と と な っ た 。

こ の た め下水道部局 に お い て復旧工事 を すす め る

と と も に ， 当 面 の 応急対策 と し て 運河 に 仮 設沈殿

池 を 設置 し ， 沈殿処理及 び滅菌処理 を し て放流 し

て い る と こ ろ で、あ る 。

2 . アスベスト対策

被災地では震災 に よ り 大 き な被害 を 受 け た 建築

物の解体 ・ 撤去作業が進行中 で あ る が， こ れ ら の

建築物の 中 に は断熱材 等 と し て ア ス ベ ス ト を 使用

し て い る も の があ り ， 解体 ・ 処理に 伴 う ア ス ベ ス

ト の飛散が懸念 さ れて い る 。

ア ス ベ ス ト は繊維状 に 結晶 し た鉱石 であ り ， 絶

縁 ・ 断熱性能に優れて い る ため， 断熱材 ・ 自 動車

部品等 に 使用 さ れて い る 。 し か し な が ら ， 粉塵 と

な っ て 大気 中 に 浮遊 し た ア ス ベ ス ト は， 吸入す る

こ と に よ り 発がん 等の健康影響が懸念 さ れて い る
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た め， 大気 汚染防止法そ の他の 辞令に お い て， 工

場か ら の排出規制J， 専 門 の作業員 に よ る 除去作業

等が定め ら れ て い る 。

環境庁 に お い て も ， 震災発生以来， 関係省庁及

び関係 自 治体 と 連携 ・ 協力 し て， ア ス ベ ス ト の 飛

散防止対 策 の 実施 に つ い て 関係 団体等に 対す る 指

導等に努め る と と も に， 緊急に ア ス ベ ス ト の環境

濃度の測定 を 実施 し た ( 2 月 6 日 - 2月12 日 ) 。

そ の結果， ア ス ベ ス ト の 環境濃度 に つ い ては概

ね我が国の都市地域の環境濃度の変動の範囲 に 入

っ て い る が， 中 心市街地等の一部の地点 に お い て

やや濃度の 高 い 地点 がみ ら れ， ま た 特段の ア ス ベ

ス ト 飛散防止対 策 を 実施 し て い な い建築物解体現

場近傍に お い ては周 辺 よ り 一桁高い値 と な っ て い

る 。

こ の た め， な お 一層 の ア ス ベ ス ト 飛散防止対策

の 強化 を 図 る 観点か ら ， 関係 8 省庁か ら 構成 さ れ

る 石綿対 策 関係 省庁 連絡会議 に お い て， 事 前 除

去 ・ 固化 ・ 散水等， 当 面被災地に お い て 推進すべ

き ア スベ ス ト 飛散防止対策が と り ま と め ら れ， 現

在関係省庁が関係 自 治体 と 連携協 力 し て， そ の徹

底 に 努めて い る と こ ろ であ る 。

3 . 野焼き 関係

震災 に よ り 大量 に 発生 し た 廃材等のがれ き の処

理 に お い て 自 治体の 回収 ・ 処理能力 を 超 え た ため，

一時， 各地 で緊急、避難的 に 町'焼 き が行 わ れ た 。

野焼 き に つ い ては， 住民か ら 煙に よ る 眼やの ど

の痛み を訴 え る 苦情が報告 さ れ る 等， 環境への影

響が懸 念 さ れ る こ と か ら ， 環境庁 で野焼 き 現場周

辺地域に お い て有害大気汚染物質13項 目 に つ い て
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阪神 ・ 淡路大震災 におけ る 環境汚染につい て

調査 を 行 っ た ( 2 月 27 日 - 3 月 8 日 ) 。

そ の結果， 有害大気汚染物質の 変動 の環境濃度

に つ い ては概ね我が国 の都市地域の環境濃度の変

動の範囲に 入 っ て お り ， 直 ち に健康への影響が問

題に な る レ ベ ル と は な っ て い な い 。 し か し な が ら ，

環境への影響が認め ら れな い と はい え な い こ と か

ら ， 直 ち に 環境保全上の必要な配慮が な さ れ る と

と も に， 早期 に 適切 な 処理に移行す る よ う ， 関係

省庁 に 対 し働 き か け た と こ ろ であ る 。

な お 野焼 き に つ い ては， 厚生省及 び兵庫県の指

導に よ る 簡易焼却施設の設置 に よ り ， 全 て の 市町

に お い て 中 止 さ れ た と こ ろ であ る 。

4 . 第二次環境モニ タ リ ン グ調 査

( 1 )  大気環境モ ニ タ リ ン グ調査

3 月 9 日 - 16 日 に 兵庫県 内 の 17地点 に お い て塩

化水素 ・ ベンゼン等 6 項 目 に つ い て 測定。 そ の結

果， 有害物質 に 係 る 環境濃度 に つ い ては我が国 の

都市地域の環境濃度の変動の範囲に 入 っ て お り ，

第 1 次 ( 2 月 6 日 - 2 月 12 日 ) の調査結果 と 比べ

概ね低下 し て い る 。 し た が っ て ， 工場・事業場か

ら の有害物質 の 漏 出 等 に よ り 直 ち に 健康への影響

が問題に な る よ う な 二次汚染は現在 ま で生 じ て い

な い も の と 判 断 さ れ る 。

(2) ア ス ベ ス ト 追跡環境調査

3 月 9 日 - 16日に 実施。 そ の 結果， ア ス ベ ス ト

の環境濃度 に つ い ては概ね我が国 の都市地域の環

境濃度の変動の範囲 に 入 っ て お り ， 直 ち に健康へ

の影響が問題 と な る よ う な レ ベ ル では な い も の と

判 断 さ れ る が， 第 1 次 と 同様， 一部の地点 に お い

てやや濃度の高 い地点が見 ら れ た 。 一方， 建築物

解体現場周辺調査 に お け る ア ス ベ ス ト の環境濃度

に つ い ては一般環境濃度 に 比較 し て やや高い値 と

な っ て い る 。

(3) 廃棄物の 野焼 き に 係 る 大気環境モ ニ タ リ ン

グ調査

2 月 27 日 - 3 月 8 日 に ， 野焼 き に よ り 発生す る

恐れの あ る 塩化水素 ・ ダ イ オ キ シン ・ PCB等13項

目 に つ い て 実施。 測定結果 に つ い ては概ね我が国

の都市地域の環境濃度の範囲に 入 っ て お り ， 直 ち

に健康への影響が問題 と な る よ う な レ ベルでは な
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い も の と 判 断 さ れ る 。 な お一部 に お い て やや濃度

の 高 い 地点 がみ ら れ る が， 野焼 き に よ る 影響 を 受

け て い る も の と 考 え ら れ る 。

(4) 水質 モ ニ タ リ ン グ調査

3 月 8 日 - 30 日 に， 健康項目 (枇素， ト リ ク ロ

ロ エ チ レ ン等22項目) ， 生活環境項 目 (pH， COD 

等 7 項 目 ) 及 び そ の他有害化学物質 ( ト リ ブチ ル

ス ズ化合物等23項 目 ) に つ い て 実施。 そ の結果，

健康項 目 に つ い ては， 河)11 2 地点 で枇素 に つ い て

環境基準値 を 超 え る 測定値がみ ら れ た も の の， ほ

と ん ど全て の地点 で検出 さ れ な か っ た 。 生 活環境

項目に つ い て も ， CODに つ い て 一部の海域で近年

の 同 時期の値 と 比較 し て 高 い値がみ ら れ た 以 外は，

例年の測定結果 と 同程度の レ ベルであ っ た 。 ま た ，

そ の他有害イじ学物質 に つ い ては， 近年の環境調査

の結果 と 比べて 一部やや 高 い も の があ る が， 概ね

我が国 の都市地域の環境濃度の変動の範囲 に 入 っ

て お り ， 直 ち に 健康への影響が問題に な る レ ベ ル

に は な い も の と 判 断 さ れ る 。

(5) 廃棄物最終処分場緊急調査

3 月 13 日 - 23 日 に ， 兵庫県内 23箇所の廃棄物最

終処分場 (遮断型処分場 1 箇所， 管理型処分場22

箇所 ) の擁壁や遮水工等の被災状況 を 緊急 に 調査

し た 。 そ の結果， 周 辺環境の保全の ための緊急の

措 置 を 要す る 異常は認め ら れ な か っ た 。

都市清掃
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約127万戸断水
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着岸不能 約200パース

ご み 20施設 し尿 4施設

その他 5施設

電 気
ガ ス

水 道
J R 等 鉄 道
主 要 道 路

港 湾

廃棄物処理施設の被害

(2) 震災直後

J R を |徐〈交通機関は全線復旧 し て い な い。

ま た ， 古い 木造住宅が密集 し た 地域では， 地震

に よ る 倒壊， 火 災が発生 し ， 特に神戸市内 の兵庫

区， 長田区 で大火災が発生 し た 。

兵庫 県 では， 神 戸 市， 阪神 間， 東播磨及 び淡路

島の 10市10町が災害救助法の指定 を 受け た 。

地震の発生状況は表 1 の と お り であ る 。

ま た ， 被害状況は表'2 の と お り ， 想像 を 絶す る

も の であ り ， 関東大震災以来の大 き な被害 を も た

ら し た。

倒壊した民家

平成 7 年 1 月 17 日 午前 5 時46分，

水の大震災が発生 し た 。

こ の地震は， 兵庫県南部 に 震度 6 ， 場所に よ っ

ては震度 7 の激震 を も た ら し た も の で， 現在 で も

余震が断続的に 起 こ っ て い る 。

こ の地震の特徴は， 人 口 が密集す る 神戸市， 阪

神 間 及 び淡路 島 で発生 し た 内陸 ・ 都市直下型地震

であ り ， 比較的浅い部分で発生 し ， 断層 が横 に ず

れ る こ と に よ り 起 こ っ た も の であ る 。 大 き な エ ネ

ル ギ ー が一挙に開放 さ れ た た め， 地震の継続時間

が短か か っ た も の の 強 い揺れ を 観測 し た 。

被害の特徴 と し ては， 大都市 を 直撃 し た た め，

多 く の 建物が倒壊 し た ほ か， 電気， 水道， ガ ス 等

の被害が広範囲 に及び， 新幹線 を 初め各種交通機

関が損壊 し ， ラ イ フ ラ イ ン に 壊滅的 な打撃 を 与 え

た。 地震発生後 5 ヵ 月 を 経過 し た 本稿執筆時 で も

写真1
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特集/阪神・淡路大震災における災害廃棄物対策一一災害の状況と緊急対応の実際一一

2 . ごみ処理の状況 と対応策

(1) 施設の被害状況 と 復旧

震災直後の調査に よ る と ， ごみ処理施設で被害

を 受け た のは20施設であ っ た 。

被害状況は， 炉 内 レ ン カ、、脱落， 煙突の破損， ク

レ ー ン の故障等であ り ， 本体に 致命的 な 被害 を 受

け た施設はな か っ た。 ま た， 断水に よ り 再稼働で

き な い施設が 6 施設あ っ た 。

被災 1 週間後には， 神 戸 市 ほ か 7 施設 を 除 き 仮

復 旧 に よ り 稼働 を 開始 し， そ の後順次仮復旧が進

み 2 月 20 日 に 地下浸水 を し て い た神戸市 の 東 ク

リ ー ン セ ン タ ー を 最後 に 全て の施設が稼働 し た 。

(2) ごみ の収集運搬

震災直後の大混乱に よ り ， 各市 で ご み の収集が

始 ま っ た のは 1 月 19 日 か ら であ っ た が， 神 戸 市及

び阪神間では， 交通事情が非常 に悪 く ， 通常の50

%程度 し か収集がで き な か っ た。

家 庭 ご み に つ い ては 1 月 末に 通常の収集形態

に 復帰 し た が， 災 害に よ る ごみ発生量が 多 く ， 積

み残 し があ る た め， 一部の市では他市 の 応援 を 求

め， 緊急対応 し た 。

3 . し尿処理の状況 と 対応策

(1) 仮設 ト イ レ の 設置

被災地域で あ る 神戸市及 び阪神間は， 下水道が

整備 さ れ た 地域 で あ っ た が， 今 回 の 震 災 で下水道

も 大 き な被害 を 受 け た 。 ま た ， 多 く の地域 で断水

があ っ た た め， 既設の水洗 ト イ レ が使用 で き ず，

緊急的な仮設 ト イ レ の設置が求め ら れ た 。

し か し な が ら ， 水道， カ、、 ス 等の ラ イ フ ラ イ ン 及

び道路網の復旧が予想以上に 遅れ， ま た ， 下水道

に な れ た 地域であ る こ と も あ っ て， 仮 設 ト イ レ に

対す る 認識が甘 く ， 設置 に 時間 がか か っ た 。

そ の ため， 兵庫県に お い て も 仮設 ト イ レ の確保

(最大時 ・ 約9 ， 200基) を は じめ， 各市の設置 に つ

い て 支援 を 行 う と と も に ， 県・ 自 ら 業者 に 仮 設 ト イ

レ の 設置 を 委託 し 1 月 26 日 ま でに 必要基数 を 設

置 し た 。 (県が関与 し た も の ・ 約3 ， 900基)

な お， 設置 に あ た っ ては， 業者委託の ほ か 自 衛

隊の協力 を 得 て 設置 し た が， 一部に つ い ては， 県

の職員 が 自 ら 設置 し た も の も あ る 。
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写真2 横にずれた焼却施設の煙突

表 3 災害廃棄物 ・ 発生量

住 宅・建 築 物 系 1，300万t (1，200万m3)
会 主 |道 路 鉄 道 等 480万t ( 300万m3)
二L々 :!rrl: " -------------j 
事業 系 | 公 団 ・公社・公営住宅 等 70万 t ( 50万m3)

合 計 I 1，8507) t (1，550万1113 ) 

(2) し 尿処理対策

仮設 ト イ レ の維持管理 の た め 1 月 18日に 県 内

市町に 応援要請 を 行い， 32台のパ キ ュ ー ム 車 を 碓

保， ま た 1月25 日 ま でに他府県の応援 を 含め221台

の バ キ ュ ー ム 車 を確保 し た 。

下水道普及率の 高 い神 戸 市 及 び芦屋市 に つ い て，

緊急的に 県が佃兵庫県水質保全セ ン タ ー に 仮 設ト

イ レ の維持管理 を 要請 し 対 応 し た が， 他市町 に つ

い ては， 市町の許可業者及 び委託業者が対応 し た 。

ま た， ボ ラ ン テ ィ ア 団体等に よ る 仮設 ト イ レ の

設置 も あ り ， し 尿の計画的収集が早期 に で き な か

っ た こ と ， 予想以上の交通渋滞 に よ り 効率 的 な収

集がで き な か っ た こ と ， 下水道に な れす ぎ て い た

た め仮設トイ レ に 対 す る 苦情が多 く ， 一時期混乱

し た 等の 問題点 も あ っ た 。

4 . 災害廃棄物処理計画

(1) 災害廃棄物の発生量

発生 量は， 木 質 系， コ ン ク リ ー 卜 系合 わせて

1，850万 t ( 1 ， 550万m') であ り ， 詳細は表 3 の と

お り であ る 。

(2) 処理制度

① 住宅， 建築物系 に つ い ては， 災 害廃棄物処

理事業 と し て 市町が解体 ・ 処理す る 。

都市清掃
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写 真 3 解体中のビルディング

② 大企業の事業所苦手の解体につい ては， 自 己

処理 と す る 。

③ 公共公益事業系につい て は， 当該事業の管

理者に お い て 処理す る 。

(3) 処理推進体制

① 国 ・ 県 ・ 関係市町及 び そ の他の 関係者が協

力 し て ， 阪神 ・ 淡路大震災 で発生 し た 災 害廃棄物

の処理状 況 を 把握 し ， 搬送ルート， 仮置場及 び最

終処分場 を 時保 し こ れ を 適切 に 処分す る ため，

「災害廃棄物処理推進協議会」 を 設置 し， 円滑な

解体処理 を 行 う 。

② こ の協議会の も と に ， (初全国産業廃棄物連

合会， 近隣府県市町等の 協 力 を 得 て ， 解体 ・ 処理

を 行 う 。 さ ら に ， 解体戸数の 多 い神戸市 と 阪神間

6市 に つ い て は， こ の協議会の中に 国及 び関係市

で 「倒 壊家屋処理推進部会」 を 設置 し て， 全体処

理計画 の 進行管理 を 行 う 。

(4) 総合的計画的解休処理の推進

従来から災害廃棄物の処理については， 実施

休命1]， 仮 置場， 積 出 基地， 処理ルー ト 等の確保 ・

調整， 情報収集 を 行い， そ の処理の 緊急性か ら 自

衛隊の 協 力 も 得 て 鋭意処理 に 努めて き た と こ ろ で

あ る 。

災 害廃棄物の処理は， 第 2 段階 を 迎 え ， 復興の

ための基礎的 な 事業 と し て， 解体， 収集， 運搬，

中間処理， 処分に 亘 る 全 て の過程 を 総合管理す る

こ と が必要で、 あ る 。 こ の ため， 次 の と お り ， 総合

的 ・ 計画的な処理の推進 を 図 る 。

① 公共公益事業系の 災 害廃棄物の処理につい

て は， 当該事業の管理者 に お い て， 都市計画事業

第48巻 第207号(平成7年8月) ( 335 )  

写真 4 災害廃棄物の仮置場

等 と の整合性 を 図 り なが ら ， 計画的 に 処理 を推進

す る も の と す る 。

② 住宅 ・ 建築物系の 災害廃棄物の処理に つい

ては， 市町は平成7 年度以降， 廃棄物の 月 別発生

量等の 内容 を 盛 り 込 ん だ 「 災害廃棄物処理計画」

を 策定 し て お り ， こ れに 基づ き 計画的 に 処理 を 推

進す る 。

③ 現在 ま での解体 ・ 撤去 ・ 処理の進捗状況 (平

成7 年 3 月 末)

住宅 ・ 建築物系 につい ては， 解体 ・ 撤去は3 ， 580

千 t (27 . 0%) を ， 処理は671千 t (5 . 1%) を 完

了 し て い る 。 公共公益事業系につい ては， 鉄道が

ほ ぼ100%， 道路の う ち 建設省 ・ 公団関係 が50% の

解体 ・ 撤去 を 完 了 し て い る 。

④ 処理完了 の見通 し

住宅 ・ 建築物系 の処理 に つ い て は， 市町が緊急

性， 公共性の 高 い も のか ら 順次計画 的 に 解体処理

す る こ と に な っ て お り ， 被災状況に よ っ て， 短期

間 に 処理で き る 市町 と 神戸 市等長期間か か る 市が

あ る が， 解体 ・ 撤去に つ い て は概ね平成 7 年度 中

に， 処分につい ては平成 8 年度中に ， 全市町に お

い て完了 す る 見込 み で あ る 。

⑤ リ サ イ ク ルの 状況

リ サ イ ク ル対象物の発生及 び処理の 目 標は表 4

の と お り であ る 。

@ 災害廃棄物の処理処分の フ ロ ー 図 1 参照。

5 . 処理ルー ト の構築

今 回 の 地震 で発生 し た 災 害廃棄物の 量は， 住

宅 ・ 建築物系 で1 ， 300万 t ， 公共系 で550万 t ， 合
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わせて 1 ， 850万 t と 推計 さ れて い る 。

兵庫 県 の平成 5 年度 の ご み の総排出 量は236万

t であ る が， 数十秒間 の地震に よ り 約 8 年分に相

当 す る 廃棄物が発生 し た こ と に な る 。

( 1 )  不燃物処理体系

近 畿 に は幸 い 大阪湾 圏域広域処理場整備事業，

表 4 リ サ イ ク ルの状況

m 類 発生量 リ サイ 7 ル量 リ サ イ ク ルの 用 途 等

不 燃 物 1，500万t コ ン ク リ - 住宅 ・ 建築 物 系

一 卜 が ら ①土地造成 ( 用 料 ) 639 万 t
1，102 万t ②建設資料 19万t

小百十658 乃 t
公 共 公 益 事業 系

① 土地造成 ( 用 材 ) 382万t
②律設資材 62万t

小計444 万t

金属 く ず - 住宅 ・ 建築物系( 製鋼眼科等) 2 8 万t
46JJt  - 公共公益事業系(製鋼眼科等 ) 1 8 Tft 

計 46万t
。H 拭物 350 }j t 木 〈 ず - 住宅 ・ 建築物系 8 万t

8 万t ( チ y プ化後， パル7 原料， 燃料， 肥料1

ノ口入 jÎ-1 1，850 乃 t 1，156 万t リ サ イ ク Jレ率 62 . 5% 
注 : 不燃物の残 り は フ ェ ニ ッ ク ス 等 で ， ま た 可燃物の残 り は 焼

去1I等 を 経 て 内 陸処分場， フ ェ ニ ッ ク ス 等 で最終処分す る 。

建物等種別

- 仮 置 場

分 日Ij

( ミ ン チ分 )

積 出 基地

い わ ゆ る フ ェ ニ ッ ク ス計画が実施 中 であ り ， コ ン

ク リ ー ト が ら に代表 き れ る 不燃物に つ い ては， 大

阪湾広域臨海環境整備 セ ン タ ー に 災 害用 と し て

1 ， 500万m' の容量 を確保 し て い た だ い た ため， 初期

の段階 で全量処分で き る 見通 し がた っ た 。

ま た ， こ れ以外に も 神 戸市等 で港湾 の埋立造成，

地盤の嵩上げ等に 有効利用 で き る こ と と な っ た 。

(2) 可燃物処理体系

木 く ず を 中 心 と す る 可燃物の処理は， 県 内 には

専 門 に 処理 し て い る 業者が少 な し そ の処分は困

難 を き わめ， 処理ルー ト の構築は緊急の課題 と な

っ た 。 こ の ため， 各市町 で仮置場 を雄保 し て 対応

す る こ と と な っ た が， 解体に 際 し ， 当 初は分別 の

不徹底等に よ り ， 仮置場に搬入 さ れて く る 木 く ず

は不燃物 と の 混合状態 で， 選別 が必要な も の が 多

か っ た 。

大量の木 く ず を 処分で き る 方法を模索 し て い る

中 で， 混合状態 の ま ま で他地域 ( 県外) で処理す

る 申 し 出 が数 ヶ 所か ら あ っ た が， な か な か ま と ま

ら な か っ た 。 廃棄物処理の 基本 であ る 自 己処理が

第ーであ る と 気 がつ く の に か な り の 時 聞 がかか り ，

野焼 き を 始め る 自 治体が続 出 す る 結果 と な っ た 。

( 陸上輸送 陸上輸送)

E歪日 | 00呼号 |
( 海上輸送 栂よ新語

( 陸上輸送)
4 

最終処分場

( チ ッ プ化， 破砕)

( 海上輸送 を 含 む )
4 

( 海上輸送 を 含 む )
4 4 

E 
<J， <J， 

フ ェ ニ ッ ク ス

4 4 購入

注 亡コ 住宅 ・ 建築物系 図 1
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* 発生現場か ら 直接
再利用 に ま わ る も
の も あ る 。

災害廃棄物の処理処分の フ ロ ー
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阪神大震災 の被害状況 と 処理計画

こ の こ と か ら ， 自 己処理 ( 自 己の清掃工場で処

理， 仮設焼却炉 の設置) を 原則 に ， 県 内 の被災 を

受け て い ない市町への委託， 近隣府 県 の 市町ーへの

委託 を 行い， さ ら に 不足分は産業廃棄物処理業界

に も 協 力 を 求め る こ と と し た 。

な お ， 清掃工場 に 処理 を お 願いす る に は， あ る

一定の大 き さ に 破砕す る 必要があ り ， 破砕機 も 重

ね て 設置す る こ と と な っ た。

た だ し ， リ サ イ ク ルに ま わ る も のは最優先 と し ，

外部の処理業界， リ サ イ ク ル業界へお願いす る 場

合， そ れ ぞれの能力 を確認 し ， 過重 な 負 担 (能力

以上の保管 を し ない こ と も 含む) を か け ない こ と

を 原則 と し て， 間全国産業廃棄物連合会の協 力 を

得なが ら 処理ルー ト の整備 に 努めてい る 。

6 . お わ り に

今後の 災害廃棄物対 策 と し て ， 将来発生 し う る

緊急時 に 備 え ， 処理施設の確保方策， 処理施設情

報の整備， 関係機関 と の連携方策 な ど を 躍 り 込ん

だ 「緊急時に お け る 廃棄物処理対 策マニ ュ ア ル」

の整備が求め ら れ る 。 ま た， 対応策の基本 と な る

発生量の推計方法等 に ついて， 原単位調査 を 含め

た 各種情報の 入手 に 努め る と と も に ， 今 回 の大震

災の記録 を 忠実 に 残 し て お く こ と が必要で、あ る 。

今 回 の 震災 に 対 し ， 自 衛隊， 箸察， 消防 な ど 人

的 な 支援 を 初め， 食糧等の救援物資の提供， 義援

金等に よ る 生活救援 な ど， 全国か ら 多大 な ご支援

を い た だいた 。 ま た， 廃棄物関係 に ついて も ， 仮

設ト イ レ の提供， パ ッ カ ー車 に よ る ごみ の収集運

搬， 災害廃棄物の焼却処理 な ど， 近隣府県 の み な

ら ず全国か ら ご支援 を い た だ き ， 緊急事態 を 乗 り

越 え る こ と がで き た 。 紙面 を お 借 り し て 心か ら お

札 を 申 し 上げ ま す。

な お ， 一時の混乱 し た 緊急事態 を 克服 し た 現在，

大量に 発生 し た ガ レ キ 等の 災 害廃棄物の適正処理

を 図 っ ていか な け れば な ら ない。 「 ガ レ キ の処理は

復興の第一歩」 を 合言葉に， 安全な 町づ く り を 目

指 し ， 引 き 続 き 一層 の努 力 を し てい き た い と 考 え

てい る 。

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1  
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.特 集・ 阪神 ・ 淡路大震災における災害廃棄物対策一一災害の状況と緊急対応の実際一�一一一#-#

神戸 市における大震災に よ る廃棄物処理

施設の被害及び廃棄物処理状況について

宮下 厳亘本 山下 清治村 徳 岡 照雄村 吉原 藤雄…
Yoshinobu MIY ASHIT A Seiji Y AMASHITA Teruo TOKUOKA Fujio YOSHIHARA 

1 . は じ め に
住宅 を 破壊す る な ど， 未 曽 有の被害 を も た ら し た 。

平成 7 年 1 月 17 日 午前 5 時46分 に 発生 し た 大震

災 は 一 瞬 に し て ， 神戸市域だけ で も 3 ， 891名 に お よ

ぶ 人命 を 奪い， 営々 と 築 き あ げて き た都市施設や

今 回 の震災は 市 民生活の各方面 に計 り 知 れ ない

被害 と 影響 を 及ぼ し た が， 廃棄物処理関係 に つい

て も 例外 で な か っ た 。 廃棄物処理 に 関 す る 被害並

びに影響の状況 と 本市の対応に ついて 報告す る 。

* 神戸市環境局業務部施設管理課
* * 神戸市環境局業務部業務課

2 . 本市の ごみ処理体制 (図 1 参照)

* * *神戸市環境局業務部主幹 一般家庭 の ご み は 家 庭 ご み ・ 荒 ごみ・空 き 缶 に
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神戸市に お け る 大震災 に よ る 廃棄物処理施設の被害 及 ひ"廃棄物処理状況に つ い て

分別 し， ス テ ー シ ョ ン 方式 を 基本 に ， 家 庭 ご み 週

2 回， 荒 ご み 月 2 回， 空 き 缶月 l 回 の定曜 日 収集

を実施。

なお， 商店 ・ 事務所等の事業系一般廃棄物は許

可業者に よ り 収集 さ れて い る 。

(1) 家 庭 ご みな ど 可燃性 ごみ

分別収集等 で 回収 し た 空 き 缶は空 き 缶 リ サ イ ク

ルセ ン タ ー で選別処理後， 売却。

(4) 木質系廃棄物

妙賀 山 ク リ ー ン セ ン タ ー で破砕後， 苅漆 島 ク リ

ー ン セ ン タ 一 等他の ク リ ー ン セ ン タ ー で焼却処理。

5 か所の ク リ ー ン セ ン タ ー ( 清掃工場) で焼却。 3 . 廃棄物処理施設の被害状況
残 さ いは大阪湾広域臨海環境整備 セ ン タ ー で埋立

処分。

(2) 荒 ごみな ど不燃性 ごみ

布施畑環境セ ン タ ー で焼却不適， 不燃性の一般

廃棄物及び市が指定す る 産業廃棄物 を 埋立処分，

淡河環境セ ン タ ー で荒 ごみ を 埋立処分。

(3) 空 き 缶

(1) ク リ ー ン セ ン タ ー (以下cc と い う )

① 地震直後の状態

当 日 は各cc と も 2 炉 (西ccは 1 炉) 稼働 中 で，

当 直は11名 (技術1 ， 班長 1 ， 労務職 9 ) であ っ た 。

発生時， ほ と ん どの職員 は 中 央制御室 ・ ク レ ー

ン 操作室 に い た が， 立 っ て い ら れない程激 し く 揺

表 1 ク リ ーンセンタ ーの被害状況

施 設 名 東 C C 品 合 C C 港 島 C C 苅 必 鳥 C C 西 C C

京 灘 区 魚 崎 浜 町 須 磨 区 中 溶 合 中 央 区港 島 中 町 長 田 区 ;tÍ(M 島 町 凶 区 伊 川 谷町対 吹 ニ 寄

所 在 地 1 番地の 2 3 丁 目 1 祷 1 号 8 丁 目 3 番 l 3 丁 目 12番28号

( 臨 海部浬立 地 ) ( 臨 海部県立 地 ) ( 臨 海部}埋立地)

施 設能 力 6901 / 日 ( 2301 X 3 ) 4501 / 日 ( )501 X 3 ) 4501 / 日 ( ) 501 X 3 ) 6001/  EI ( 2001 X 3 ) 6001 / 日 ( 2001 X 3 ) 

竣工年 月 昭 和 50年 5 月 昭 和 54年 1 1 月 H自 和 59年 3 月 平 成 2 年 3 月 平成 7 年 1 月

* プ ラ ン 卜 やや大
被
害 建 物 大 大
f'f. 
度 屋 外 関 係 大 1ド 中

①計 量器故障 ① ご み ・ !夫 ク レ ン レ ①各 縫配f訟 の 漏 れ ① ご み 計 荒稼 ピ パ、 破 ① ご み ク レ ン レ ー ル

②ÐJJ 燃 ノ 、 ー ナ 一期 灯 油 ル の 曲 が り ②�-j-l畳若井放隙 lJl の 1J11 が り

タ ン ク の傾 き ②温水 タ ン ク ひ び吉1I れ ③ E  P lí母 子 パ y キ ン 岐 ②計量隙送 り 電源 断 線 ②低圧 コ ン デ ン サ ー フ

③l点 ìIiし水配管 耐UJ i ③ カ ス 冷却 施設後古1\欽 J員 ・ 集 じ ん 板等変形 ③高 架水槽 漏 れ イ ン チ ュ ー フ 一 部変
プ ラ ン ト ④特高 引 き 込み ケ ー プ 甘 プ レ ス rlll が り ④高圧 Ii き 込み ケ ー プ ④高!王 引 き 込 み ケ ー プ 形

被 Jレ地盤 沈下 に よ る m ④ E P パ イ パ ス ダ ク ト ル損傷 ルU111J ③ ボ イ ラ ー受水槽漏水

H若 点検 口 洛 F ④版流水槽 ひ び害Ijれ

⑤苛性 ソ ー ダIIj 僧排水
古ιヨ 配管 ひ び書Il h

①煙突 ひ び割 れ ①炉室鉄骨 プ レ ス l出 が ①エ キ ス パ ン ン ヨ ン 金 の位 リ l廊下等の受梁エ キ ① 外 壁 ( A L C 似 ) のー

②玄 関 ひ さ し 変 形 物品1矧i ス パ ン シ ョ ン 金物l似員 音1\>>見i'frグ】
建 物

③ ご み 枯 出場l校以 ②冷却I苔ヤ ー ド A L C ②食立打l泣i ②食主1J"tJ虫 ② ご み ピ ソ ト ， iF 室 等

④ 食 堂一吉1\似品i 板一音lí脱洛 ③波 り 廊下受梁i波J員 ③ ラ ン プ ウ ェ イ 基礎 ひ �tÎの 昔日 l政m

慨 ⑤投 入 ス テ ー ジ $k自 フ ①煙突 ひ び削 れ び書1I れ ③炉室 ト y フ ラ イ ト WJi

レ ス 曲 が り ④エ レ ベ タ 故障

①構内 全 体 に 40 - 50cm ①煙突 横 の 石 脳 部沈下 ①憐内 全 体 に 40 - 50cm ①構内 全 体 に 40 - 50c，" ①搬 入 路 ア ス フ ア ル ト
要 の地位沈下 の地盤沈下 の地位沈下 �Hi装一部割れ

②護 岸 沈 下 ・ 1 m ず れ ②上 水 引 き 込 み管 漏 れ ②上 水 ・ 工 水 I里設管破 ②場内 イ ン タ ロ y キ

屋 外 関 係 ③上水 ・ 工 水処設tl;f政 ③ 屋 外 ・ 土 問 F 排 水 管 打1 ン グず れ

WJi1J"t ③屋外1')1 水管WHfl ③外 灯等 l政J員

④土問下排水省 fùJi!Jl ④井戸 ケ - / ン グの1)r

便 所浴 室 使 用 不能 打i
* 破 害 度 合 は ， 各 ク リ ー ン セ ン タ ー を 便 宜 的 に 比較 し た も の 。
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特集/阪神 ・ 淡路大震 災 に お け る 災 害廃棄物対策 災害の状況 と 緊急対応の実際一一

れ， 近 く の物につか ま っ て い る の がや っ と の状態

であ っ た 。 幸 い 人 的被害は な か っ た 。

ま た停電に よ り 非常用発電機が起動， 焼却炉の

埋火作業 に 入 っ た。

停 電 は 昼 頃 ま でに 東CC (19 日 復電) を 除 き 解

消。 水道 ・ カ、ス は 落合CC以外停止。

翌18 日 ， 東CCの 隣接埋立地 内 に あ る 油 槽 所 の

LPガ ス 漏れ事故で一時避難命令が発令 さ れ た。

② 被害状況

海岸部の埋立地の 東 ・ 港島 ・ 苅 藻 島 CCでは液状

化が見 ら れ， 地盤沈下に よ り 搬入路に 大 き な段差

が生 じ た 。 ま た 上水 ・ 工水， 排水の埋設管の破損

や漏れ， 高圧引 き 込み ケ ー ブルの損傷が見 ら れ，

特に 埋立地に 至 る 水道 ・ ガ ス 本管の被害が大 き か

っ た 。 そ の ため遅 く ま で ご み の搬入に支障が 出 た 。

プ ラン ト は ， 電気集 じ ん機 (EP) の集 じ ん板の

変形， 碍子ノ f ッ キン破損， ク レ ーン レ ー ル の 曲 が

り 等があ っ た が， 炉 に は 大 き な 損傷がな く ， ボ イ

ラ ー， タ ー ビン も 特に 異常 は な か っ た。

建物関係 は， 工場棟 と 管理棟 を つ な ぐ 渡 り 廊下

受梁等の破損や東CC の 煙 突 の 外部 コ ン ク リ ー ト

の ひ び割れ， 新設の 西CC外壁 (ALC板) の一部脱

落が見 ら れ た。

以上， プ ラン ト ・ 建物関係 は一部破損 し ， 被害

額 も 大 き い が， 致命的被害は免れた。

被害の詳細 は 表 1 の と お り であ る 。

③ 復 旧作業

直 ち に ， 被害箇所の点検， メ ー カ 一点検等 を 行

い， 搬入路や建物， プ ラン ト の仮復旧， ボ イ ラ ー ・

配管類の水圧 テ ス ト 等 を 実施。 応急、的 な復 旧 に 2

日 - 1 週間程度か か っ た 。

ユー テ ィ リ テ ィ では水道・ ガ ス の復 旧 が遅れた。

特に水は か ス 冷却， ボ イ ラ ー， 排 ガ ス 洗浄施設等

で 計300 - 1 ， 400m3! 日 使用 し て い る が， 水道水に 替

る 地下水， 河川 水等， 利 用 で き る 水源がなか っ た 。

カ、、 ス に つ い て は ， 遅れた場合， 可搬式プ ロ パンバ

ーナーや薪で着火 ・ 昇温すべ 〈 準備 を 進め た が，

結果的に 使 わ ず に 済 ん だ。

ユ ー テ ィ リ テ ィ の復 旧 は 表 2 の と お り 。

④ 立 ち 上げ

1 月 26 EI ， 上水の供給量の安定 し た 落合CCか ら

立 ち 上げ る こ と と し ， 同 日 9 時に バーナー着火，

22 ( 340)  

写真 1 東 ク リ ーンセンタ ー 工場棟周辺部の沈下

表2 ク リ ーンセンタ ーのユ ー テ ィ リ テ ィ 関係復 旧状況及
び運転再 開 日

凶i誌名 東cc J高合cc ii!'品cc 1iI 必 向 cc 西cc
電話 l í l 7  L ' J 7  1 17 1 20 1 ' 17  

íll: 
電気 1 / 1 9  J lI7 1 /17  1 / 17  1 / 17  

1 1-1 
ガ ス 4/30 ( J /29灯 油 ) J /1 7  2 / 1 0  2/6 1 /24 

日
上 水 2， 1 9 ( 4 ' 12工水 ) 1 /22 2 10 2 /6 ( 3 /1 工水 ) L 23 

再開 日 2/20 J/23  2 11 1  2， 6 1/24 

16時に ごみ投入 を 開始 し た 。

そ の後， ユー テ ィ リ テ ィ の復 旧 と と も に他のCC

も 順次立 ち 上げ， 最後の東CCは 2 月 20 日 1511奇 に 立

ち 上げ た 。

⑤ ト ラ ブル

震災後， 3 か所のCCで投入 ホ ッ パーや ピ ッ ト 内

で の火 災 が発生。 ホ ッ パー の 火 災 は ， 停電に よ る

緊急停止時， ダンパー が き ち っ と 閉 じ ず， 炉 内 が

完全埋火 に し て い な か っ た も の と 判 断 さ れ る が，

ピ ッ ト 内 の 火 災 は カ セ ッ ト 式 コン ロ 等の震災 ごみ

の 通常 の ごみへの混入に よ る と 思わ れ る 。

ま た 炉 の稼働後 も 3 か所のCCで緊急、埋火 し た 。

震災 ご み が混入 し た 中継 ご み 等 に よ る 灰 出 し シ ュ

ー ト での大型異物 (鉄筋 ・ 電気温水器等の金属類，

ク リ ン カ ) のつ ま り や ス ト ー カ・ フ ィ ー ダー上の

陶器・ヵー ラ ス 等の ク リ ン カ の 溶着が原 因 で あ っ た 。

対 策 と し て ス ト ー カ ・ ク リ ン カ ロ ー ラ ー の連続運

転， 焼却量の低減等の措置 を 取 っ た 。

残 さ い率は， 東 ・ 港島 ・ 苅 藻 島CCで 2 月 . 3 月

に ， 通常1 7 - 20%程度の と こ ろ 30 - 50% と 大幅に

上昇 し た 。 残 き い は ， 大阪湾広域臨海環境整備セ

都 市 清 掃



神戸市に お け る 大震 災 に よ る 廃棄物処理施設の被害及 ひ1発楽物処理状況に つ い て

ン タ ー の神戸基地が設備・護岸等が全壊 し た た め，

本市の埋立処分地に 搬入 し て い る 。

⑥ 今後の謀題

基本的な こ と と し ては， 地震時 の点検チ ェ ッ ク

リ ス ト の作成， 今 回 の 経験 を 生か し た 対策等の マ

ニ ュ ア ル化， ユー テ ィ リ テ ィ 関係 では， 井戸水等

の代替水源の確保， 灯油 等に よ る 都市 ガ ス停止時

に 対応可能な昇楓方法の 導入， 生活用水の確保，

ま た ， ごみ の搬入の確保 の た めの搬入ス ロ ー プの

落下防止等， 今後地震対策の 充実の ために検討す

べ き 課題 が 多 い 。

(2) 事業所

市内各区に計 9 か所の事業所 と 6 か所の車庫が

あ り ， そ の他， 環境美化機動隊， し 尿関係 の事業

所得;があ る 。

各建物 と も 壁の ひ び割 れ， 塀の傾 き ， 舗装の ク

ラ ッ ク 窓、 ガ ラ ス 破損等の被害 を 受け た所が多か

っ た 。 東灘区か ら 中 央区 の事業所関係の被害程度

が相対的 に 大 き い が， 特に 環境美化機動隊事務所

(灘区) は上部階の市営住宅 と と も に 全壊の被害

を受け た 。 一方， 西 区・北区の事業所は比較的被

害が少な く ， ラ イ フ ラ イ ン の損傷 も なか っ た 。

なお避難所 と な っ た事業所が 4 か所あ る 。

(3) 空 き 缶 リ サ イ ク ルセ ン タ ー

平成 6 年 3 月 に 竣工 し た 空 き 缶 リ サ イ ク ルセ ン

タ ー ( 長 田 区 苅 藻 島町 一 苅 藻 島 ク リ ー ン セ ン タ ー

内) は， 工場棟が40cm程度傾 き ， 工場棟 と 管理棟

を つな ぐ 渡 り 廊下が壊れ る 等の被害があ っ た 。 7

月 よ り 改修工事に 着手予定。

(4) 埋立処分地

写真 2 小野浜中継地 (中央区)

第48巻 第207号(平成7年8月) ( 34 1 ) 

ふ せ は た
本市に は， 布施畑 (埋立面積l02ha，昭和47年1 1 月

- ) ， 淡河 (埋立面積35 . 5ha，平成 2 年1 1 月 - ) の 2

か所の埋立処分地があ る 。 西 区・北 区 と 地域 的 に

震 災 の 激 し い 地域か ら 外れ た こ と も あ り ， 排水処

理施設 (冬期運転休止期間 中 だ っ た ) の散水炉床

施設の循環用 ノ f イ プや換気用 配管 ダ ク ト に 一部破

損があ る も の の， 場 内 の 崩 れ等はな く ， J京水池の

水位の変化や観測井の水質の変動 も 特に 見 ら れな

か っ た 。

4 . 震災後の ごみの発生状況 ・ 収集体制
お よ び夜間収集

( 1 )  震災直後

. 電話回線の状態が悪〈事業所 と 連絡が取 り に く

い ため， 収集作業員 の 出務状況が把握 し に く い0

・各事業所 と も ， 交通が寸断， 職員 も 被災 し ， 休

務者が多 く ， 連絡が取れな い う え ， 緊急物質の搬

送等の救援活動 に 入手 を 取 ら れ， 本来の ご み収集

作業がで き ない 。

- 被害の大 き い市街地 では明確な作業の指示がで

き ず， 収集作業 も 行 えない た め， 街 中 に ご み が滞

留 し 始め る 。

. ccが被災 し 焼却がで き ない た め， 通常 ど お り 搬

入す る と ごみ ピ ッ トが あ ふ れ る 心配があ り ， ま た

道路網の寸断等 に よ る 交通渋滞が続 き ， 収集効率

確保の た め臨時の 中継地 ( ごみ仮置場) の 早急な

設置が必要 と な る 。

- 多数の都市か ら 救援活動の 申 し 出が相次 ぐ が，

受け 入れ体制 の整備 に 時 間 がか か り ， 他都市か ら

督イ足 を 受け る 。 ま た ， あ り がた い こ と に 「 テ ン ト・手

弁 当 で行 く 。 手聞はか けない」 と い う 申 し 出 が 多 い 。

緊急に 次の対策 を 進め る こ と と す る 。

① 事業所での収集体制 の確保

② 他都市等 の 応援の受け 入れ準備

③ 土木協力 会等業者 に よ る 収集作業の指示

④ 臨時 中継地 と 中継機材 等の確保

⑤ cc等受け 入れ先 (焼却 で き ない ため， 昼 間

搬入・夜間 中継 を計画) を 準備 し ， 当 面 の 作業計

画 と し て 翌週か ら の本格収集 に 備 え る 。

(2) 1 月 - 3 月 の状況

・震災翌週 よ り 「交通障害 と な っ て い る の で， す

ぐ 収集 し ろ J r震災 以 降 ご み を 取 り に こ ない 」等の
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申告が殺到。

・ がれ き ・ 荒 ごみ等が街 中 lこ 大量に 排 出 さ れ， 道

路寸断 ・ 交通渋滞等の悪条件が重 な り ， 収集車両 の

絶対数が足 り ず， 臨時 中継地の増設が必要 と な る 0

・ 他都市の 応援， 自 衛隊 ・ 業者収集 も 拡大す る が，

昼間時の収集 ・ 中継業務 だ け では追い つ か ず ， 夜

間収集 ・ 中継作業 を 開始。

-臨時 中継地の混合 ご み を 一部cc に 搬入 し ， 中 継

地 を あ ふ れ さ せ な い よ う 調整 し た ため， ccには直

接収集 に よ る 混合 ご み と 併せ て ， 平常時では考 え

ら れ な い処理困難物が投入 さ れ る 。

- 避難所の数が ピ ー ク に 達 し ， 当初直営 で ご み収

集 を 行 っ て い た が， 街中 での ごみ排出量の増大に

対応す る た め， 臨時的に 民開業者 の 協 力 を 得て収

集 を 実施。

会他都市 か ら の応援状況

期 間 1 月 24 日 - 4 月 8 日

自 治 体 数 58市町

車 両 数 延べ3 ， 808台 ( 1 日 最大105 台 )

延べ職員 数 1 0 ， 252人

(3) 4 月 以 降 の状況

- 他郡市の応援 も 終了 し ， 各事業所で定曜 日 収集

( 3 月 上旬 よ り ) を 行 っ て い る が， 被災地域では

排出 ルー ル を 無視 し た 不法投棄があ り ， 今後事業

系 を 含め て マ ナ ー の 回復 と 不法投棄の 防止策 を 講

じ て い く 必要があ る 。

- 中継体制| が整い ， 各臨時 中 継地 も あ ふ れ る 心配

はな く な っ て い る が， 1:1こ1継地の廃 止時期等が今後

の謀題であ る 。

- 避難所が減少 し て い く 一方で、， 仮 設住宅が増設

さ れ， 収 集体制 の整備が急がれ る 。

5 . 埋立処分地の状況

本市の 2 か所の埋立処分地で倒壊焼失 し た 木造

家屋系 の廃木材 ・ がれ き を 受け 入れ て い る 。 そ の

量は 5 月 中 旬 ま での約 4 か 月 で， 布施畑環境セン

タ ーは延べ25 . 6万 台 ・ 127万t，淡河環境セン タ ーは

延べ7 . 6万 台・48万tに 上 る 。

こ の た め， わ が固有数の規模 の 内 陸型処分地 も

急速 に 残存容量 を 失 い つ つ あ り ， ま た 周 辺の道路

には殺到 す る 車 が長蛇 の列 を な る 状態 であ る 。
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写真 3 布施畑環境センタ 一計量棟周辺の車両の渋滞

次 に 布施畑環境セン タ ー の状況 を ド キ ュ メ ン ト

風に ま と め， 悪戦苦 闘振 り を 報告す る 。

( 1 )  ノ fニ ッ ク 始 ま る

「 え ら い こ と です。 場 内 の車が全然動か ん の で

す J 1 月 26 日 午後 2 時30分， 班長Mか ら 電話が入

っ た 。 震災後 9 日 目 の こ と だ。

布施畑環境 セ ン タ ーは， 埋立面積100ha余 り ， 昭

和47年開設以来23年， ま た今後10年余に わ た っ て

150万都市 の 廃棄物 を 引 き 受け る 筈 で あ っ た 日 本

ーの埋立処分地 であ る 。

震災以来「受け 入れは午後 9 時 ま で， 全て 無料」

が当分統 く こ と に な る 。 当初， 少 な か っ た 車 も 1

月 25 日 に は2 ， 000台 を 超 え ， 中 身は殆 ど 廃 木材， が

れ き の 災害廃棄物。 翌26 日 に は台場か ら 出 口 の一

般道路 ま で数珠つ な ぎの 大渋滞。 毎 日 何百 台 単位

で増 え ， 1 月 31 日 に は3 ， 000台 を 超 え ， 2 月 3 日 に は

4 ， 000台 を 超 え た 。 車 の ナンバーは全国 の も の が そ

ろ っ て い る 。 前 日 か ら 並ぶ者 も あ る が 1 日 に l

回 よ く て 2 回 し か解体現場 と の 聞 を往復 で き な い。

(2) 野焼 き

1 月 22 日 ， こ の 頃か ら 増 え 始めた嵩高 な廃木材
で処分地が埋 ま っ て し ま い ， 別 の場所へ誘導， 野

焼 き す る こ と に す る 。 集積場所は 4 か所で 1 日

集積 し ては翌 日 焼 色 交互に 場所 を 替 え る 。 2 月

20 日 のM新聞 に 「違法野焼 き 神戸 市 … ・ ・ ・ 」 と 出 て，

野焼 き が社会問題化， 苦情， 励 ま し ( ? ) の電話が

増 え る 。 2 月 28 日 ， 野焼 き 場所がな く な る 。 当初

の思惑がはずれ， 燃 え 残 り は土砂 ・ がれ き ， 鉄 く

ず 等 が大部分， ブル ド ー ザー で押 し て も 動か な い。

ま た ， く すぶ る ;睡 で場 内 の視界がき か な い 。 煙 た

都 市 清 掃



神戸市に お け る 大震 災 に よ る 廃棄物処理施設の被害及 び廃棄物処理l状況に つ い て

い。 異臭が鼻 を 突 く 。 職員 の 我慢 も 限界 に 達 し ，

以後野焼 き を 中 止。
(3) 休 日 閉鎖 6 時間 門

連 日 連夜の受け 入れで， 場 内 道路は ガ タ カ、、 タ ，

ご み だ ら け 。 台 場 は 一度 も 覆土 し て い な い 。 日 増

し に 過積載が増 え ， 転倒す る ダ ン プ カ ー が続 出 。

「場内整備の た め 2 月 12 日 の 日 曜 は 閉鎖， 13 日 か

ら受け 入れは午後 6 時 ま てい」。 震災以来初め て の休

み， 直営車 ・ 中継車は 入 る 。

2 月 13 日 ， 6 時 を 回 っ て も 車 は ゾ ロ ゾ ロ 坂道 を

登 っ て く る 。 6 If寺 5 分， 一瞬の|療 を 突 き 扉 を 閉め，

施錠。 門 前 に は 入れ な い草の列がで き る 。 運転手

は次々 車か ら 降 り I入れ ろ J I入れ な い 」 の 押 問

答。 罵 声が飛ぶ。 肩 を 突 く 。 「帰 つ、 て 下 さ い。 お願

い し ま す 」。 そ の 内 1 台 2 台 と U タ ー ン 。 そ の 間

20分の忍耐であ っ た 。

(4) 搬入券

2 月 中 旬 頃 に な り ， 災害廃棄物以外の物 も 目 に

つ く 。 災害廃棄物以外の物， 市外物等， 使釆搬入

が相 当 あ る よ う だ。 2 月 25 日 ， 搬入車4 ， 729台。

2 月 27 日 か ら 無料搬入券が必要 と な り ， 券の無

い ご み は 全 て 有料 で受付A開始。 ま た ， 深江積 出 基

地 ( 東灘 区) が27 日 に 開設。 被害家屋の 多 い 東灘 ・

灘 区 の 災 害廃棄物が行 く こ と に な る 。

2 月 27 日 ， 所長H は特別班 を 編成。 券 の 無 い 車

を 横へ誘導運転手は 怒鳴 り ， 今 回 だけ と 頼む。 捨

てぜ り ふ。 職員 は 「 ゴ メ ン ナ サ イ 。 ス ミ マ セ ン 」

の繰 り 返 し 。 こ の 日 の車2 ， 919台。 一方， 深 江 は 大

渋滞， ご み を 持 ち 帰 っ た 者がほ と ん ど。

(5) お 立 ち 台

3 月 1 日 ， 搬入車3 ， 387台。 今後使用 可能 な 台 場

は全部で 8 か所か ? 既に 全台場か ら 自 然発火で

炎 と 煙が ま る で野火か温泉地獄の よ う に た な びい

て い る 。

転倒 ・ 接触事故 を 防 ぐ た め， 台場入 口 で車数規

制 を 始め た 。 苦労 し た の が 「止め役J (後に お 立 ち

台 と 呼ぶ よ う に な る ) 。 台 場 内 か ら の合図 で車 を 入

れ る 。 次の合固 ま で止 め る 。 運転手の視線 を 感 じ ，

胃 が キ リ キ リ す る 。 制止 を 無視す る 車 も あ る 。 2

週間 も た つ と ， 片 手 を 挙げ る だけ で止 ま る よ う に

な る 。

(6) 残容量

第48巻 第207号 ( 平成7年8 月 ) ( 343)  

「神戸 の布施畑， 淡河両処分地 地震廃棄物で

マ ヒ 状態， 夏 ま で、に 満杯J 4 月 1 6 日 付の K新聞の

見出 し だ。 実際に， い つ ま で も つか は今後の搬入

量の推移 も あ り 分か ら な い が， 果 た し て ， 災 害廃

棄物の撤去が終わ っ た 後， 布施畑 が ど う な っ て い

る のか ?

こ れ は 布施畑 での 出 来事だが， も ち ろ ん 淡河で

も 状況は 同 じ であ る 。

6 . 仮設 ト イ!レ の 設置， 収集作業 に つ い て

( 1 )  震災直後

震災発生後は 上下水道設備が軒並み破損 し ， 水

洗 ト イ レ が使用 不能 と な っ た 。 当初， 避難所お よ

び避難者の正確 な数 も 把握 で き ず ， 仮設 ト イ レ の

必要基数等が判 断 で き な か っ た 。

幸 い ， 当 日 の 午後， 大阪の業者か ら 400基程度の

提供 ・ 設置 の 申 し 出 があ り ， 要望箇所に 設置す る

こ と に な っ た 。 19 日 に は 環整連 (全国環境整備事

業協 同組合連合会) か ら 約 1 ， 000基， バ キ ュ ー ム 車

約30台 の 派遣 申 し 出 があ り ， 同 日 部隊が到着， 高

松事業所 (兵庫 区) を 活動拠点 に 仮 設 ト イ レ 設置 ・

し 尿収集 の応援 を し て い た だ く こ と と な っ た 。

震災 の全体像が次第 に 明 ら か に な り ， 避難者23

万 人， 避難所600か所近 く ， ほ と ん ど に 仮設 ト イ レ

が必要 な 状 況 だ。 全体で2 ， 200基程度 の仮 設 ト イ

レ ， 24台程度のバ キ ュ ー ム 車 が必要に な る 計算で

あ っ た が， 本市 に は移動式仮設 ト イ レ が 4 台， ま

た 下水道普及率が100%近 く に な っ て い る た め， 市

街地 7 区 を 担 当 す る パ キ ュ ー ム 車 は 2t級車が 5 台

し か な か っ た。

こ の よ う な状況下， 前述の 2 団体の他， 多数の

自 治体， 企業等の提供 申 し 出 に よ り ， 当 面 の 設置

必要数 を 確保 で き る 見込みが立 っ た 。

(2) 仮 設 ト イ レ 対 策本部の設置

1 月 20 日 以降， 設置 ・ し 尿収集 の 窓 口 は 高松事

業所で行 う こ と と な っ た が， 事務職員 は所長 l 人

の職場に 電話が鳴 り っ ぱな し の状態 に な り ， 一方，

全国各地か ら 仮設 ト イ レ が昼夜 を 問 わ ず到着， 22 

日 朝， 急;鹿本庁 か ら 10人程が応援 に か け つ け I仮

設 ト イ レ 対 策本部」 の組織固 め を 図 っ た 。

避難者150人 に 1 基 を 基準 に 大規模 な 避難所か
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ら 設置す る 方針 を 決定， 環整速に 設置 を 依頼す る

こ と と し た が， 電話の対応， 提供 を 受 け た 仮 設 ト

イ レ の受け 入れ調整に奔走 し た た め適切 な 作業依

頼がで き ず， 混乱状態は し ば ら く 続 い た 。

23 日 か ら 大阪市， 24 日 か ら 自 衛隊 に 応援が得 ら

れ， 27 日 か ら は 業者設置がで き る 体制 と な っ た 。

ボ ラ ン テ ィ ア に よ る 設置や兵庫 県 に よ る 設置 も あ

り ， 31 日 に は 市 内約3 ， 000基の仮設 ト イ レ が行 き 渡

っ た 。

(3) し 尿収集

し 尿収集 は環整連に よ っ て 行 わ れ た が， 31 日 に

撤退 2 月 1 日 か ら 兵庫県水質保全セ ン タ ー に 業

務委託 し た 。 当 初 は体制が盤 わ ず ， バ キ ュ ー ム 車

が10台程 し か稼働 で き な か っ た た め， 今度 は 収集

の苦情で電話が鳴 り っ ぱな し の状態 と な っ た が，

2 月 下旬 に な っ て よ う や く 収集休制 が整い ， 一息

つ け た 。

(4) 撤去作業

仮 設 ト イ レ は 市 内 に ピ ー ク 時 で 3 ， 000基程度設

置 さ れ た が， 現在撤去作業 を 進め て お り 6 月 7

日 現在692基が設置 さ れて い る 。

7 . 災 害廃棄物 の処理

被災家屋は94 ， 109棟 に 上 り ， う ち解体 を 要す る

件数は 約74 ， 000棟 と 推定 き れ て い る 。 角平体で発生

す る がれ き (災害廃棄物) は l 千数百万 m叱 膨大な

量 に 達す る と 見込 ま れ， 被災建物の解体 ・ 撤去並び

に 処理は神戸 市復興の最重要課題の一つ であ る 。

( 1 )  処理の 進め方

本市では，

・ 処理 は 原則 と し て 市が実施す る こ と 。

・ 公共性 ・ 緊急性 の 高 い も の か ら 順次解体 ・ 撤去

す る こ と 。

を 方針 と し て 定め， 次の 2 つ の 契約方法に よ り 進

め て い る 。

. r l'í発注の単価契約

- 三者契約 (建物所有者 ・ 業者 ・ 市 の三者に よ る

解体撤去契約)

な お 5 月 12 日 時 点 で， 解体 (発注) 件数は 上記

2 つ の 契約 と 自 衛隊に よ る 撤去件数 を 含め29 ， 351

件 で あ る 。
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災 害lit'.棄物発生予リIIJ 量
1 ， 361 万m"

コ / ク リ ー 1- ，'f: ( コ / ク リ ー I- j主 ビ jレ， '7 ン ン ヨ ン 等 )

632 )jm3 

{比合物は 分り1) の う え 出 而 J'J!立。 摩JIII JI;'.;j良， 六 ''f' 南，

フ ェ ニ ッ ク ス 等

木 質 系 ( 木造家 屋 ) 70lm' 

J県立， 分�IJ ， 焼却。 布地判11， 淡 刊f ， ポー ト ア イ ラ ン

ド 2 !YI。 飯 合産 業団地， そ の他域外処.fII'

欽 i益、 阪神高速等 28 力 m'

tì:.fI.:I!者 自 社処埋 ( フ ェ ニ y ク ス 等 )

図 2 災害廃棄物発生予測量及ひρ処理方法

倒壊家屋の廃材 ・ がれ き の撤去 ・ 搬出 は 平成 7

年度， 焼却 ・ 埋立処分は平成 8 年度完了 を 目 処に

し て い る 。

(2) 体制づ く り

1 月 29 日 倒壊の恐れの あ る 家屋等の解体撤去

の 申 請受付開始

2 月 3 日 環境局 災 害廃棄物対策室発足

2 月 20 日 解体撤去 の三者契約の 申 請受付開始

4 月 28 日 三者契約 の予約受付の一時締め切 り

(3) 発生量及 び処理方法

① 積 み 出 し 基地 ・ 仮置場の確保

木質系廃棄物は， 搬入ルー ト の分散 を 図 り ， 収

集 ・ 運搬効率 を で き る だけ 高め る た め ， 布施畑 ・

淡河の処分地以外に仮置場 を 設置 し た ( ポー ト ア

イ ラ ン ド 2 期， 神戸複合産業団地 く西区> ) 。

コ ン ク リ ー ト 系廃棄物は積み 出 し 基地か ら 神戸

港 内 等 に 海面埋立 を 行 っ て い る 。

② 破砕 ・ 焼却施設の設置

木質系廃棄物に つ い て は 減容化の た め破砕 ・ 焼

却が必要であ る 。 既存の ク リ ー ン セ ン タ ー を 活用

す る 他， 小規模処理施設及 ひ更 に 処理能力 の 高 い

施設の計画 を 進め て い る 。

③ 域外処理の検討

木質系廃棄物に つ い て ， 域外処理の調査 を 進め，

早急に 広域ルー ト の確保 に も 努め る 。

8 . お わ り に

震災に よ っ て 環境局 の職員 4 名 の命が奪 わ れ，

者1\ 市 清 掃



神戸市に お け る 大震 災 に よ る 廃棄物処理施設の被害及 び廃棄物処理状況に つ い て

家族が犠牲に な っ た 者 も い る 。 ま た住宅が全壊 ・

半壊等の何 ら か の被害 を 受け た 者 は 7 割 を 超 え ，

避難所あ る い は親戚に 身 を 寄せ た 者 も 数 多 い 。

一方， ご み処理 ・ し 尿処理， 災 害廃棄物の処理

と 待 っ た な し の状態が続 き ， 更 に 避難者 に 対 す る

救援物質の搬送等々 ， 本来の職務以外の 緊急的動

員 も あ り ， 夜 ・ 昼な し の状態が し ば ら く 続 い た 。

こ の よ う な 状態 に お い て ， い ち 早 く 各都市， 関

係業界か ら 応援の 申 し 出 を 頂 い た こ と は ， う れ し

し ま た 心強い も の があ っ た 。 た だ本市 と し て は ，

混乱の 中 と は い え ， 申 し 出 に 直 ち に お 答 え す る こ

と がで き ず， ま た 風 日 ・ 宿泊所等々 の 手 当 も 十分

で き な か っ た こ と を 申 し 訳な く 思 っ て い る 。 皆様

に は 骨身 を 惜 し ま ず， 厳 し い 作業に 当 た っ て 頂 い

た こ と に 対 し ， 誌面 を お借 り し ， 改め て 感謝 申 し

上 げ ま す。

現在， ご み収集の定曜 日 収集の実施や仮設 ト イ

レ の撤去 も あ る 程度進み， ま た 倒壊家屋の撤去事

務 な ど も 徐々 の進展す る な ど， 震災直後の危機的

状況 と 比べれば一 山超 え た か と 思 わ れ る 。 し か し ，

不法投棄， 荒 ごみ の 増加， ごみ排 出 マ ナ ー の 回復，

災害廃棄物の処分， 埋立処分地の整備 な ど， ま だ

ま だ 山積す る 問題が数 多 く 残 さ れて お り ， 環境局

と し て の真価が問 わ れ る 時期 を 迎 え る が， そ れ ぞ、

れが職責 を 果 た し て行 く こ と が一 日 も 早い 神 戸 の

復興に つ な が る も の と 確信 し て い る 。

各都市 の皆様に は 引 き 続 き 神戸 を 温か く 見 守 っ

て 頂 き ， ご支援頂 け れば幸 い であ る 。

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1  
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.特 集・ 阪神 ・淡路大震災における災害廃棄物対策一一災害の状況と緊急対応の実際一一一一一一一

阪神・淡路大震災における中 間処理施設の被害状況

こ の度 は ， 阪神 ・ 淡路大震災 に お け る 中 間処理

施設の被害状況に つ い て ま と め る こ と を 求め ら れ

て い る が， 筆者は側廃棄物研究財団 の 災害廃棄物

対 策検討会 (小林康彦座長) の一員 と し て 去 る 2

月 25 � 26 日 に 現地入 り し 調査に 加 わ っ た 程度であ

る た め に ， 十分な デー タ に も と づい て考察 を 加 え

て い る わ け では な い。 緊急特集 と い う 記事の性格

に 鑑 み て ， 現在手 元 に あ る デー タ を 披 露す る こ と

に も 意義があ る と 考 え て ， あ え て 筆 を と る こ と に

す る 。 現地調査で得 ら れな か っ た 情報に つ い て は

兵庫県， 大阪府， 神戸市の方々 よ り 資料 を ご提供
頂 い た 。 紙面 を 借 り て お礼 申 し 上げ る 。

震災に よ っ て一挙に 多 く の物が破壊 さ れ， い わ

ゆ る 災害廃棄物が多 量 に 排 出 さ れ る こ と に な る に

も か か わ ら ず， 一 方 で、そ れ を 収集 ・ 輸送， 処理，

処分す る 機能が平常時 よ り も 低下す る と い う 事態

がお こ る こ と が災害時の廃棄物対策 の 困 難点 であ

る 。

1 . 廃棄物 中 間 処理施設の被害状況

平成 7 年 1 月 17 日 未明 に 発生 し た 兵庫 県南部地

震に よ る 被害状況は， 公式に 発表 さ れ る 資料 に は

必ず と い っ て よ い く ら い に 日 付の ほ か に 時 間 ま で

記 さ れて い た こ と か ら 分か る よ う に ， 状況の把握

そ の も の の 困難 さ や連絡網 の 寸 断 に よ る 情報流通

の 阻害や混乱か ら 確実 な 情報の入手が極め て 困難

であ っ た 。 表 1 は 地震か ら 約 1 か 月 の ち の厚生省

調べに よ る 一般廃棄物処理施設の被害状況 を 示 し

て い る 。 こ の表 に よ れば， ごみ焼却施設20か所，

* 京都大学工学部教授
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粗大 ごみ処理施設 3 か所， ごみ再生施設 l か所，

ごみ積み 出 し 施 設 l か所， し 尿処理施設 3 か所に

お い て何 ら か の被害が発生 し た こ と に な っ て い る 。

そ れ ら の施設の ほ と ん ど に 復 旧 運転 中 と の措置状

況が示 さ れて い る よ う に ， 交通施設等に 比較すれ

ば， 被害の程度 は お お む ね 小 さ く ， 早期 に 復 旧 が

可能であ っ た こ と が読み取れ る 。

神 戸 市 内 の ごみ処理場に つ い て は の ち に 述べ る

こ と と し て ， そ の他の と こ ろ での被害は， レ ン ヵー

の脱落， ク レ ー ンや電気集塵機の故障 な ど プ ラ ン

ト 内 の部分的 な故障 と 煙突の倒壊や破損が 目 立つ。

ま た ， プ ラ ン ト は ほ ほ、正常 で、あ っ て も ， 断水や停

電な ど， い わ ゆ る ラ イ フ ラ イ ン の 断絶に よ っ て プ

ラ ン ト 運転の停止 を 余儀 な く さ れた と こ ろ が 多 い

こ と が推察 さ れ る 。 地震被害が最 も 大 き か っ た神

戸 市 に つ い て の よ り 詳細 な デー タ は 表 2 であ る 。

被害の程度が小 さ か っ た 落合お よ び西 ク リ ー ン セ

ン タ ー では 1 月 中 に 運転が再開 さ れて お り ， 最 も

被害が大 き か っ た 東 ク リ ー ン セ ン タ ー で も 約 1 か

月 後に 運転が再開 さ れて い る 。 こ の よ う に プラ ン

ト 自 体の崩壊 と い っ た よ う な 致命的 な被害は な く ，

関係者の努力 に よ っ て 比較的早い時期 に 機能が回

復 し て い る こ と が見 て 取れ る 。

2 . 東 ク リ ー ン セ ン タ ー に お け る 被災状
i兄

最 も 被害が大 き か っ た 東 ク リ ー ン セ ン タ ー に つ

い て は ， 筆者 ら は 2 月 25 日 に 現地入 り し ， 関係者

か ら の ヒ ア リ ン グお よ び後 日 神戸市か ら の 資料提

供に よ っ て側廃棄物研究財団の レ ポー ト を ま と め

る こ と がで き た 。 以下に は そ の 内容 の 主 な 点 を 紹

介す る 。

都 市 清 掃



阪神 ・ 淡路大震 災 に お け る 中間処理施設の被害状況

表 1 兵庫県南部地震に よ る 廃棄物処理施設被害状況

府 県 名 設 置 主 体 地設 被 害 状 汎

兵庫県 | 神戸市(港島 こ み 断 水 や 陥不通 の た め収集不 nf. ス ロ ー プ に 段差

断 水や 崎不 通 の た め 集疑 不 可苅 必 自 こ み

東 ごみ

( iJl， í)  ごみ

( { ;品 合 ごみ

尼崎市 ( 第 1 工場 ) I ご み

第 3 工場 ) I ごみ

西日市 ( 東部 ごみ

凶部 ご み

芦尾市 | ご み

IIfJ 石市 | ごみ

川 凶市 | ごみ

}JI I古川 市 I *1 1 大
し 尿

稲美町 | ご ち

揺磨町 ごみ

粗大

加古 l:Iíl�r当 事務組合 | し 尿

小野市II町東条町時境問註組合 | ご み

北J雷 術生施 設組合 | し 尿

I也 ド r量 水

断 水の た め 焼 却l不能， ク レ ー ン 故防

|断 容の た め 焼却不能‘ 1 炉蒸気 も れ

Hp に 被害

第 3 工場に 被害

断 水 の た め 焼却不能

建屋一部崩峻

断 水 の た め焼却1不能. 収集不能

ク レ ー ン ， E P '\主防
J:P の レ ン ガ力叶見�'fr ， 思I� �尖 WJiHt
排 水処埋胞設の配管 一店1\1校長i

配管 3 か r!TWJi品i

J品i十{!�一部脱J品

進 入 路 6 - 7 111 陥 没

計 佐官語放|搾
JlìI. �� 用 ブ ロ ア故|部

北淡町 | ごみ | 水 道 断 水

淡路田 ごみ | 煙突砂打i
一 宮町 | ごみ l 炉 内 の レ ン ガ脱/ô， 般 人 路 の ひ び'hl) れ

f工 色町 ごみ | 煙 突 . 役 人 口 の ひ び主1) れ

大阪府 | 盟 中 市 伊丹 市 ク リ | ごみ I 1 ・ 2 号炉 煙 突 倒 壊 、 l ザ 炉 煙 i草wJiH1

ン ラ ン ド 昨 門 ソ ー タ 原 i配 及 ひ 謝 格 タ ン ク i政Hl

吹 田 巾

八 尾市

香 川 県 | 吾 川 田l

洗煙排 水 冷却 装 置 1政ti1

排 水処理設備 I，Hl1

(電�JJ;t 線， 市1)御 利�， iH 装 用 FH 気配管， 工 水 ・ 市 水配管 )

燃料系統， L P ガ ス 配信'1岐ti1

粗 大 | 市 水 受 ;)，槽 漏 水

ご み | プ ラ ン ト 用 高 当日 :タ ン ク 出 口 管漏 水

排 ガ ス 洗 浄 設備冷却搭耐 水管漏 水

E P ;..- ャ 7 ) ス リ ー ブ似111

中) 1 大 I ft;/; ， 床 ク ラ ン ク 発生 �古河 ダ ク | ・ 4水管の ズ レ

再生 I �'" ク ラ y ク 発10

H日 明 ��，!"l， 空 調 t喪 主t器具の 取 付 部の 変 形 ・ IJ!í;，九
割i 大 | 計 民 総i政m
ご み | 焼却炉のひ び'1i11 れ

三 本目 二 み l 恒 宝 の ひ び割 れ滋民県 | 湖t広域行政鞠セ ン ター | ごみ | 炉 内 等の レ ン ガ脱都

大阪湾広妓臨海環境セ ン タ | ごみ | ・ 神 戸 基地 の 進 人 車路 の ス テ ジ と の分離

l 厚 生 省調べ )

ス テ ー ジ の ジ ョ イ ン ト の破損等に よ り 受け 入れ不能

. そ の 他 の 基 地 は 応急復 旧 に よ り 使 用 可 能

( 平 成 7 年 2 月 1 3 日 ( 月 J l 5111i30分現 在 )

f倍誼状況
復 旧運転 中 ( 一部)
復 旧 連転 中 { 令部 )

2 月 末補修可

復 IEI 逆 転 rl '

il:i 1 1] 辿 松 1' 1 '

1!I l lJ 込Ii転 1'1'

ill: l 日 五五 転 中

i!i l lJ ， 止Ik、 0 )"

復 旧 逆 転 中

m l l� 逆 転 中

復 旧 運転 中 ( 司古1\ )
復 旧逆転中 ( 一書1\ 1

復 旧 逆 転 中

i亙 IlJ 巡申i:l� I j  ] 
1註IlJ 運 恥、 0 ) '

i\i l lJ 泌 市ム 0 )'

復 旧 述 転 中

復旧逆転中
復 旧 逆 転 中
iíl l B 逆 転 中

il1: 1 11 逆 転 中

il:i 1 1  1 逆 転 中

m l l1 逆 転 中

復 旧 逆転 中 ( 郎 )
2 月 末補修可

近隣flj に お い て 処J.!I!
復 旧 逆転 0 )"

1復Il: I 出H 巡 fJ転iム、 司

{復E 旧 迫巡臣申もl、 0 ) '

復 旧 逆転 中

復 旧 逆 転 中

復 旧 逆 転 中

復 IIJ 逆 転 中

受け 入れ不能

現 ごみ娃J:jl能力(t/ 日 )

300 

400 

450 

450 

345 

300 

450 

240 

1 50 

150 

75 

30 

60 

60 

10 

10 

1 1  
225 

450 

16 

30 

100 

2 ・ 1 焼却施設の 設計諸元等

こ の焼却施設は ス ト ー カ 式全連続式焼却炉 で あ

り ， 施設能力 は 230t/ 日 X 3 基 で， 昭和50年 5 月 竣

工 の プ ラ ン ト で あ る 。 設 計 基 準 ご み 質 は 1 ， 500

kcal/kg， 同 最 高 ・ 最低 ご み 質 は そ れ ぞ れ2 ， 200

kcal/kg ' 800kcal/kgで、あ る 。 ガ ス 冷却方式 は ボ イ

ラ ー水噴射併用， い わ ゆ る 半 ボ イ ラ ー形式であ る 。

排 ガ ス 処理 に は 電気集塵機 が装備 さ れ て お り ，
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特集/阪神 ・ 淡路大震災 に お け る 災害廃棄物対策 災害の状況 と 緊 急対応の実際一一

表 2 兵庫県南部地震 に よ る ク リ ー ン セ ン タ ー の被害状況 l 神 戸 市 ) '1'成 7 年 4 }:J 
地 設 名 東 ク リ ン セ ン タ ?h合 ク リ ー ン セ ン タ ー 港島 ク リ ー / セ ン タ ー llj湯舟 7 リ ー ン セ ノ タ ー 西 ク リ ー ン セ / タ ー 1市l 考

地 殻 師 カ 6901 / 日 ( 2301 x 3 )  4501 / 1:J  ( 1501 x 3 )  4501/ 日 ( 1 501 x 3 ) 6001 / 日 ( 2001 x 3 )  6001 / 日 ( 2001 x 3 )  

峻 工 年 月 昭和50年 5 月 II!!，利54-'10 1 1 n lIl'it059年 3 F J 平成 2 年 3 月 平成 7 年 1 月

プ ラ ン ト やや大
j、 ' 1 ' ・ 4 、は

被害の 5 :7 リ ー ン

l主合 建 午拘 大 9" 中 9 '  j、 セ ン タ を
1史宜 的 に 比

屋 外関 係 大 1 ド 較 し た も の
プ ラ ン ト ①計 量器故障 ① ご み 田 灰 ク レ ン ①各種目己告 の 漏 れ ① ごみ計量器 ピ パ、 ① ごみ ク レ ン レ ー

②助燃パ ナ ー 用 灯 レ ー ルの 1111 が り ②員 | 最 探故|竿 li出掛 Yレの 曲 が り

t由 タ ン ク の傾 き ②品よ水 タ ン ク ひ び富IJ ①電気 集l皐器碍子 ノ マ ②計 l註隙送 り 電源断 ②低圧 コ ン デ ン サ ー

③}j主 流水配管 i政|析 tL y キ ン 1政J員 集 l皇 線 フ イ ン チ ュ ー プー

④特高引 き 込み ケ ー ③ ガ ス パT 後書1，欽骨 プ 版 等 変 形 ③高架 水 他 漏 れ 部変形

ブ jレ地税沈下 に よ レ ス flll カず り ④高圧 引 き 込み ケ ー ④高圧 引 き 込みケ ③ ボ イ ラ ー受水楠漏

るtJ:i f1;.; ④ E P パイ ノ マ ス ダ ク ブ ル 損 傷 ブ ノレ!J1 f時 1]( 
l 点検 IJ 治下 ④放流水梢 ひ び 苦11\れ

⑤ l/j" 凶 作ì r官 排 水 配管

-ひ び制 れ

建 物 ①煙 突 ひ び山lれ ①炉室欽 骨 プ レ ス 曲 ①エ キ ス パ ン ン ヨ ン ①泌 り 廊 下等の受梁 ①外壁 ( A L C 板 )

被害の ②玄関 ひ さ し 変形 が り 金物WJim エ キ ス ノ マ ン ン ヨ ン の 一部 1\見{õ
11託'il! ③ごみ積み出 し場破損 ②冷却除ヤー ド A L ② 食 堂 損 壊 金紗J破tJ'\ ②ごみ ピ ッ ト ， 炉 室

④食堂一部岐損 C 板一部脱諸 ①/1主 り 廊下受梁 1波打i ②食堂Jnl袋 等壁の一部 i政tJ1

⑤投 入 ス テ ジ $'" 自 ③燃 突 ひ び古1\ れ ③ ラ ン プ ウ ェ イ 基礎 ③炉 室 ト ノ プ ラ イ ト

プ レ ス 曲 が り ひ び制 れ 破損

④エ レ ベ ー タ 故障

屋外関係 ①構内 全 体 に 40 - 50 ①煙 突 慣 の石積部 沈 ①構内 全体 に 40 - 50 ①構内 全体 に 40 - 50 ①搬 入路 ア ス 7 7 !レ
cm の地盤沈下 cmの 地盤沈下 cm の地盤沈下 卜 舗装一昔\\制れ

②護 岸 沈下 ・ 1 m ず れ ②上水 引 き 込み 符 漏 ②上水 ・ 工水J里設管 ②場 内 イ ン タ ー ロ y

③上水 ・ 工水埋設管 れ WHJ'l キ ン グ ず れ

破損 ③ 屋 外 ・ 土問下担| 水 ③屋 外排 水 管l波J員 ③外灯等般行i

④土 問 下 排 水管WJiJ員 管岐打i ④井戸 ケ ー シ ン グの

便所浴 室 使 用 不 能 折拡i
電 話 1 1 1 7  1 ' 1 7  1 /17  1 /20 1 /1 7  

引 き 込 電 気 1 119  1 /17  1/ 17  1/17  1 117  
み関係

{亙 |日 日 ガ ス 4/30 ( 1 /29 : 灯 油 ) 1 / 1 7  2/10 2/ 6 1 /24 

上 水 道 2/1 9 (  4/12 : 工 水 ) 1 122 2/10 2/6( 3/1 : 工水 ) 1 /23 

運 転 再 開 日 2 /20 1 /23 2 / 1 1  2/ 6 1 /24 

10 ， 90 1m' で あ る 。

2 ・ 2 施設の状況

NOx対 策 と し て は 燃焼制御方式 と 炉 内 水噴霧 を

併用 し て い る 。 灰冷却方式は 半湿式， 煙 突 は 60m

全RC (角 形) 外筒支持型集合煙 突 で， 震災前か ら

内部鋼板製円 筒 に 改築 さ れて い る 。 円 型 内 筒 口 径

は 2 ， 8m と な っ て い る 。 廃水処理方 式 は 凝集 沈殿

法， ご み ピ ッ ト 容量 ・ 灰 ピ ッ ト 容量 は そ れ ぞ、 れ

4 ，  300m' ( 1 ， 500t) お よ び'330m' であ る 。 非常用発電

機容量は 200kVA， 上水 タ ン ク 容量 は 50 t ， ボ イ ラ

ー水使用 量 は 10 t / 日 ， 工業用水使用 量 は 60 t /時

であ る 。 な お， 敷地面積 は 1 6 ， 500m' ， 建物面積は

こ の プ ラ ン ト は ， 平成 7 年 5 月 で竣工後20年 と

な る こ と か ら ， 平成10年度完成予定で建て 替 え が

計画 さ れて い た 。 20年近 く の使用 の た め， 施設の

各構造部 ・ 各設備の老朽化が進 ん でい る も の と 推

定 さ れ た 。 装置 ・ 設備に つ い て は 能力 維持ー を 目 的

と し て 必要に 応 じ て 改修が な さ れて き て い る も の

と 思 わ れ る が， 建築設備 を は じ め鉄骨や コ ン ク リ

ー 卜 部分等の構造部の 中 で， 特 に 排 ガ ス の影響 を
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阪神 ・ 淡路大震災 に お け る 中 間処理施設の被害状況

受け る 部分や腐 食性ガス が発生す る 部分， 湿気の

多い部分での老朽化が進ん でい る も の と 思 わ れ る 。

煙突に つ い て は， 形状 (角 形) や排jj、 ス 処理方

法か ら 考 え る と ， 当 初設備の ま ま では か な り の 強

度低下が予測 さ れ る が， 既に コ ン ク リ ー 卜 の亀裂

補修や頂部の切 除が行われて お り ， 筒 身 の 中 に鋼

管を 挿入す る 全鋼板製煙突への変更が実施 さ れて

お り ， 特段の被災 は 認め ら れて い な い 。

2 ・ 3 地震発生時の状況

一般的 に 1 月 の後半か ら 2 月 に か け て ご み の 排

出量は 減少す る 。 地震が発生 し た 1 月 17 日 は ， 増

大 し た 年末年始 ご み の 焼却処理に 目 途がつ き ， 東

ク リ ー ン セ ン タ ー に お い て も 焼却 量 を 下 げ た 運転

に 入 る 時期 であ っ た と 考 え ら れ る 。

地震発生 当 時 は 2 炉運転 で11名 が 当 直 で あ っ た 。

地震 (午前 5 時46分) と 同 時 に 停電 し ， 所定の 時

間後に 非常用 発電機が正常 に 起動 し た 。 水道 と カ、、

スの供給 も 止 ま っ た 。 非常用発電機 は 安全停止 の

た め の も の であ る の で， ボ イ ラ ー給水 を 確保す る

給水 ポ ン プ と 計装用 コ ン プ レ ッ サ ー が動 い た 。 送

風機等は停止す る の で埋火状態 と な る 。 午前 中 で

炉停止操作 は 完 了 し た 。 そ の 聞 の 発電機の稼働 に
必要 な 冷却水， 燃料 (在庫は ド ラ ム 缶 1 本) は確

保で き た 。 ボ イ ラ ー給水の受水槽容 量 は 50m3 ( 5  

日 分) であ っ た 。

プラ ン ト 各部 を 点検 し た 結果， 異常は な か っ た 。

し か し ， 地下排水処理室の 壁 に 亀裂が入 り ， 大量

に 漏水 し 2 - 3 cm浸水 し て い た 。 水 中 ポ ン プに

て排水 し た の で大事に 至 ら な か っ た 。 発電用 燃料

が不足す る の で予備灯油 タ ン ク よ り 給油 し た 。

2 ・ 4 地震後の復 旧状況

翌日 日 ， 炉 は 緊急停止であ っ た た め に ， 炉 内 に

残っ た ご み が供給 フ ィ ー ダ一部分で燃焼 し は じ め，

ホ ッ パー か ら 炎が出 た の で， 消 火 ポ ン プに よ り 消

火 し た 。 ポ ン プ等の稼働 に 必要 な 電力 は 非常用電

源で賄 っ た が， 非常用電源の燃料確保 は 方、 ソ リ ン

ス タ ン ド の 閉鎖 の た め 困難で、あ っ た 。 18 日 夜 に な

っ て， 出 入 り 業者の手配で尼崎か ら ド ラ ム 缶 2 本

の軽油 を 入手 し た 。

埋設さ れ た 電源 (特高22 . 000V) ケ ー ブルの被覆

が損傷 し て い た た め， 念 の た め 引 き 替 え 工事 を 行

っ た 。 工事に 要す る ケ ー ブルの確保 は容易 で、あ っ
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た 。 1 月 20 日 に 復電， 上水供給は 2 月 19 日 の復 旧

と な っ た 。 搬入路の段差 を 修復 し 1 月 25 日 か ら

ごみの受け入れ を 行 っ た 後 1 月 31 日 に は 1 . 500t

の ごみ が入 り ， ごみ ピ ッ ト が満杯 と な っ た の で，

ごみの受け入れ を 停 止 し た 。 停止後は新炉建設予

定地 を 仮 置場 と し て 対応 し て い る 。

上水が通水 し た 2 月 20 日 か ら 焼却炉 の 運転 を 再

開 し た が， 冷却用 の工業用水 (60 t /時) が復 旧 し

て い な い の で， 冷却水不足で 1 炉運転 と な っ て い

る 。 東 ク リ ー ン セ ン タ ー は い わ ゆ る 半 ボ イ ラ ー形

式であ る の で， 通常 は 2 炉運転で1 . 300m'/ 日 の工

業用水 を 使用 す る が， 調査時 点 で、は 上水700m'/ 日

のみ使用 の た め 1 炉運転 で あ る 。 工業用水が復 旧

すれば 2 炉運転が可能に な る 。

2 . 5 被害状況

( 1 )  工場棟

① 排水処理設備があ る 地下室側壁に 亀裂が生

じ ， 地下水が漏水 し ， 2 - 3 cm浸水 し た ( 前記の

通 り 水 中 ポ ン プで排水) 。

② 壁等に 多少の亀裂 が入 っ た が， 大 き な被害

は な い 。

③ 周 辺の地盤が沈下 し た 。 工場棟裏の海に 面

し た 地盤が50 - 60cm と 大 き く 沈下 し た ほ か， 搬入

路 に 大 き な段差が生 じ た ( 前記の通 り 応急修復) 。

④ l 階 コ ン ク リ ー ト 土問 中 の配管 (給水， 給

油， 排水) が損傷 し た 。

(2) プ ラ ン ト

① 工場棟 内 の プ ラ ン ト に 大 き な被害は な い。

② 周 辺の地盤沈下 に 伴 い ， 工場棟か ら 外部に

出 入 り す る 配管 (上水， 工業用水) が損傷 し た 。
カ、 ス 管 も 損傷 さ れて い る と 考 え ら れ る が 2 月 25

日 現在未確認。

③ 電源 ケ ー ブ ルの被覆が損傷 し た ( 前記の通

り ヲ | き 替 え ) 。

④ 工場棟裏の護岸付近 に 設置 さ れて い る 灯油

タ ン ク が沈下 に よ り 傾 き ， 配管が損傷す る と と も

に ， 防油堤に 亀裂が生 じ た 。 消 防局 と 協議の上，

フ レ キ シ ブルパ イ プ等 を 使 い ， ま た 防油 堤 を 応急

修復 し て 仮使用 す る こ と と し た。

2 . 6  現地調査団の所感

( 1 )  非常時の冷静 な 対処に 現場技術者の優秀 さ

を 実感 し た。
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(2) 東 ク リ ー ン セ ン タ ー は建設後20年が経過 し

て お り ， 構造物の 老朽化が進ん でい る と 推定 さ れ

る 割 に は 被害が少 な か っ た 。 一般的 に 清掃工場は

地震に 対す る 抵抗力 があ る と さ れ る が， 設計A 的 に

は 十分耐 震性が配慮、 さ れて い た も の と 考 え ら れ る 。

(3) 今般の災害に 際 し ， 非常用発電機 の 作動状

況に 問題の あ っ た こ と が多 く の施設で報告 さ れ て
ぎよ う こ う

い る 。 当所では正常 に 作動 し た こ と は俊 倖 であ っ

た 。 非常用 発電機の常用化や保持燃料の ガ ス 化，

少量化等の傾向 に あ る 現状 を 再考す る 必要があ る 。

(4) 清掃工場で 地震に よ る 大 き な被害 を 受け る

部分 と し て は ， 煙突があ げ、 ら れ る 。 RC造で乾式排

ガ ス 処理対 策が実施 さ れて い る 焼却施設では 10年

く ら い し か も た な い 。 排カ、、 ス 中 の塩化水素 方、 ス に

よ り コ ン ク リ ー ト の 中性化の進行が速 い た め であ

る 。 東 ク リ ー ン セ ン タ ー の場合， 角 形煙突 で も あ

り ， 熱応力 に よ る 亀裂の発生に お い て 円形煙突 と

比べ て 不利 であ り ， 耐用 と し て も も う 少 し 短 く な

り ， 強度的に は著 し く 低下 し て い る も の と 思 わ れ

る が， 既 に RC造 の 中 に鋼管 を 入れた全鋼板製に 変

更 さ れ， RC部の補強が成 さ れて い た 。

(5) 東 ク リ ー ン セ ン タ ー は埋立造成地内 に 建設

さ れ て い る こ と か ら ， 今 回 の 地震て、は工場棟周 辺

の 地盤の沈下が激 し く な っ た も の であ る が， 沈下

に よ り 工場棟 と 工場棟外 を つ な ぐ 受電ケー ブルや

配管系統が棟の 出 入 口 部分で破損 し た 。 通常， フ

レ キ シ ブル管や 自 在継手等で対応す る と こ ろ であ

る が， 今回の よ う に 沈下幅50cm以上に な る と 破損

は 免 れ な い。 し た が っ て， こ の部分での管理が容

易 に で き る よ う な 対策が重要 と な る が， 東 ク リ ー

ン セ ン タ ーの場合， 施設内 での ラ イ フ ラ イ ン は復

旧 し て お り ， 電気， 水等の受け 入れ体制 は 整 っ た

が， 特別 高圧 ケ ー ブル等 では 受注生産 品 も あ る の

で， 注意 し て お く 必要があ る 。

(6) 今回， 地下室側壁に 亀裂が発生 し ， 地下水

に よ り 室が浸水 し た 。 施設の 敷地が海面埋立造成

地 内 であ る こ と か ら ， 地下水 レ ベ ルは 高 い は ず で

あ り ， 地下室等では建設当初か ら 排水方法 な ど の

対策 を 考慮 し て お く 必要があ る 。 ま た ， ご み ピ ッ

ト ， 灰 ピ ッ ト 等に つ い て も 浸水対策が必要か ど う

か考 え て お く 必要があ る と 思 わ れ る 。

(7) 今回の各施設で の焼却炉 の 立 ち 上げ、の遅れ
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の理由 に ， 電気， 水， ガ ス の供給停 止 に よ る も の

が 目 立つ。 そ れ ぞれ各供給事業者 に よ る 早期復 旧

対策が検討 さ れて い る が， 清掃工場側 に お い て も ，

水等に つ い て は循環使用 で き る 施設の 設置等， 施

設の 設百一卜 建設に 当 た っ て 対策 を 考 え る 必要があ

る 。 東 ク リ ー ン セ ン タ ー では， 地震後 3 日 目 に 電

気の供給が な さ れ た が， 水， カ、、 ス に つ い て は か な

り 遅れ る こ と に な っ た 。 西 ク リ ー ン セ ン タ ー では ，

ガ ス バー ナ ー での焼却炉の昇温がで き な い た め，

薪 に よ る 立 ち 上げの準備がな さ れ た が， 結果的に

は ガ ス の供給がな さ れた た め に 実行 さ れ な か っ た 。

今後の 問題 と し て ， 再供給の遅れ る 水や燃料の確

保の 方法や代替品 の 可能性等の検討が必要で、あ る 。

(8) カ ソ リ ン ス タ ン ド の地下 タ ン ク は ほ と ん ど

無傷の と こ ろ が多か っ た と 聞 く 。 地震時 に お け る

地下 タ ン ク の安全性に つ い て の検討 も 必要で、あ る

が， 非常時の 燃料の確保 に つ い て は 日 頃 よ り 対処

を 考 え て お く べ き であ る 。

(9) 神 戸 市 で は 平常時は ごみ を 「生 ご、みJ， r荒

ごみ (粗大 ごみ と 不燃物) J に 分別 し ， ス テ ー シ ョ

ン も 別 に す る 等 し て い る が， 災害時であ る た め こ

の よ う な分別 は さ れて お ら ず， そ れ に 加 え て カ、、 レ

キ 等 も 収集 ごみ に 混入す る こ と に な っ て し ま っ て

い る 。 そ の た め焼却灰の 量 も 増 え て い る と の こ と

であ っ た 。 災 害時 に は 収集側 での対策 は 非常 に 困

難であ る と の 印象 を 受 け た 。

(10) 焼却炉 の 立 ち上げ後の稼働状況は， 焼却不

適物の混入に よ る 炉 内 での ト ラ ブルや ごみ発熱量

の上昇 に よ る ク リ ン カ ー ト ラ ブルが度々 発生 し て

お り ， 焼却炉の停 止 の 原 因 と な っ て い る 。 ク リ ン

カ ー ト ラ ブルに つ い て は ， 最近 では ごみ質の上昇

か ら の焼却炉 の 設計 ごみ発熱量が高 く さ れ て お り ，

ま た 炉壁の 空冷化等に よ る ク リ ン カ 一対策が と ら

れて い る こ と か ら ， 今後の 問題 と し て は ， 焼却不

適物の混入対策 に つ い て検討す る 必要があ る 。 焼

却不適物の混入に つ い て は ， 平常時か ら 発生 し て

い る こ と では あ る が， こ の よ う な 災 害時 に は 混入

率がか な り 増加す る こ と を 覚悟 し な け れば な ら な

い 。 今回 10kg入 り の LPG ボ ン ベ等が混入 し て い た

よ う であ る が， 工場側 で の対策 は 非常 に 難 し い 。
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阪神 ・ 淡路大震災に お け る 中 間処理施設の被害状況

3 . ま と め

未曾有の大被害 を も た ら し た 阪神 ・ 淡路大震災

では あ っ た が， プ ラ ン ト 関係の被害は 当初予想 し

た よ り も 軽微で、あ っ た と い う の が調査団員 の率直

な感想、であ っ た 。 プ ラ ン ト そ の も の の 基礎が強 固

であ っ た た め に 大事に 至 ら な か っ た も の と 考 え ら

れ る 。 プラ ン ト 外の 地盤の移動， 陥落等に よ っ て

外部か ら の ラ イ フ ラ イ ン が断絶 し た り ， 搬入路が

使 え な く な っ た り し た例 が 多 く あ っ た よ う であ る 。

プ ラ ン ト の 自 立性 を 高め， 万ーの ラ イ フ ラ イ ン の

断絶に も あ る 程度耐え ら れ る よ う に す る た め に は，

タ ン ク 類の耐震性や非常用 電源や資材貯留 の容量

決定法 な ど に つ い て 十分な再検討が望 ま れ る と こ

ろ であ る 。
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設け， 一般廃棄物処理施設全般に わ た る 発注仕様書作

成 の 手 引 と し て ご利用 い た だけ る よ う ， ま と め た も の

です。

廃棄物処理行政の 円 滑 な 推進の ため， 本 書 を ご活用

下 さ る こ と を 願 い ， 発刊の ご案内 を 申 し あ げ ま す。
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圃特 集・ 阪神・淡路大震災における災害廃棄物対策一一災害の状況と緊急対応の実際一一一一一一一

最終処分場施設関係、の被害状況

1 . は じ め に

1995年 1 月 17 日 午前 5 時46分， 近畿地方 を 中 心

に 西 日 本か ら 東 日 本に か け て 広 い 地域で地震が発

生 し た 。 死者5 ， 500人， 倒壊家屋約16万棟， 被害額

10兆円に 達 し た 。 発生後 6 ヶ 月 以上 を 経た 本稿執

筆時 も な お， 数万人の被災者の方々 が数百箇所 の

避難所で不 自 由 な 生活 を 強 い ら れて い る 。

こ の地震で， 阪神 圏や淡路 島 を 中 心 に 各地 で建

物の倒壊や 火 災 が相 次 い だ。 ] R の 新幹線， 在 来

線， 私鉄が損害 を受け， 高速道路 の 陥 没， 高架の

落下が相次 主 交通網 は マ ヒ 状態 と な っ た 。 ま た

ラ イ フ ラ イ ン の 寸断 で， 都市生活 に 深刻 な 打撃 を

長期 間与 え る こ と に な っ た 。 こ れ ま で一部の事業

所の倒壊 ビ ルは 整理 さ れ た も の の， 一般の倒壊住

宅は依然放置 さ れて い る も の も 多 い 。 全被災住宅

の整理に は 2 年近 く かか る と い わ れ， ま さ に 戦後

最大の 災害 と な っ て い る 。

テ レ ビ 等で報道 さ れ る 現地の状況は， 災害の現

場 と と も に “ ごみ の 山 " と い う 印象であ る 。 こ れ

を 見て 著者は 1982年 7 月 23 日 の長崎大水害の事後

調査時 を 思 い 出 し た 。 と い う の も 当 時， 長崎の大

水害後40 日 経 っ た 時点てv 田 中勝氏 ( 国立公衆衛

生院) ， 中杉修 身 氏 ( 国立環境研究所) と 共 に 現地

入 り し た 経験があ り ， 空前の大水害時の ご み を 前

に そ の大変 さ を 実感 し た 体験 を 有 し て い た か ら で

あ る 。

水害 ・ 地震 ・ 雪害 ・ 火 災 な ど 災害の種類 は 異 な

る が， 地域的 お よ び時 間 的 に 集 中 し て 大量の ごみ

が発生 し ， 通常の収集 ご み と は組成が異 な り ， し

* 福岡大学工学部助教授

34 ( 352 )  
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か も 緊急に 短期 間 で収集 ・ 処理処分 し な け れば な

ら な い 点 では 共通 し て い る の であ る 。

本稿 では， 制廃棄物研究財団 が設置 し た 災 害廃

棄物検討会の メ ン バー と し て， 1995年 2 月 25 日 出，

26 日 (日)の 両 氏 神 戸 市及 び淡路島北部地域に お い

て 災害廃棄物に 関す る 現地調査 に 参加 し た 調査結

果の 中 で， 特 に 最終処分場 を 中心 に 震災廃棄物の

処理処分状況 を 報告す る 。

2 . 現地調査の概要

本現地調査は制廃棄物研究財 団 に 設置 し た 災 害

廃棄物検討会が 2 月 25 日 出， 26 日 (日)に 実施 し た も

の で， 著者 も メ ン バー の 1 人 と し て参加 し た も の

であ る 。

現地調査の メ ン バー並びに調査場所 は 表 1 ， 表

表 1 現地調査のメ ンバー (5日音順)

(検討会委員)
入江登志男 (大 阪湾広域臨海環境整備 セ ン タ ー常務理事)
小林 康彦 (附廃棄物研究財 団顧問)
酒井 伸一 (京都大学環境保全 セ ン タ 一助手)
島 岡 隆行 (福 岡大学工学部土木工学科助教授)
武田 信生 (京都大学工学部衛生工学科教授)
田中 勝 (国立公衆衛生院廃安防工学部長)
永 田 勝也 (早稲 聞 大学理工学部機械工学科教授)
松藤 康司 (福岡大学工学部土木工学科助教授)

(事務局)
安藤 茂 (側廃棄物研究財団)
加藤 精治 (同上)
川 | 端 富夫 (向上)
中 谷 健二 (同上)
宮之原守利 (向上)
後藤 耕一 ( 同上)
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最終処分場施設関係の被害状況

2 の通 り であ る 。

3 . 施設関係の被害状況

今回調査 し た 主 旨 は ， 最終処分場の焔設 と し て
の被害状 況 よ り ， む し ろ 震災廃棄物の処理処分の

現状把握 と 課題 を 抽 出 す る こ と が中 心 であ っ た 。

こ の た め施設の被害状況に 関 し て は ， 現地で対応

し て い た だい た職員 の方への ヒ ア リ ン グ程度で，

建築構造物で実施 さ れ て い る 様 な 詳細 な被害調査

は不可能で、あ っ た 。 ま た 幸 い に し て ， 最終処分場

の立地 し て い た場所が， 図 1 に 示す よ う に 震度 7

の分布地区か ら 離れ て お り ， 現地調査か ら 判 断 し

て， 施設 と し て の被害が殆 ど認め ら れ な か っ た 。

そ こ で， 震災廃棄物仮置場及 び最終処分場の状況

を 中心 に 2 月 25 日 ， 26 日 に 実施 し た 実態調査報告

を 述べ る 。

N 

や
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表 2 調査場所

2 月 25 日 凶
①神戸市環境局 ( 災害廃棄物の処理II状況調査)
②磯上公園球技場 (土砂 ・ カ レ キ の一時置場の状況調査)
③布施刈|環境セ ン タ ー (最終処分の状況調査)
④東 ク リ ー ン セ ン タ ー (焼却施設の被災状況調査)
⑤第 3 工区 ごみ仮置場 ( 東 ク リ ー ン セ ン タ ー隣接の 中継状

況の調査)
⑥灘浜基地 ( フ ェ ニ y ク スへの積み 出 し 状況調査)
2 月 26 日 (日)

①佐野仮集積所 (淡路 島 に お け る 災 害廃棄物の受け 入れ状

況調査)
②北淡町富島地区 (被災状況調査)
③北淡町浅野廃棄物受け入れ場 (北j炎問 に お け る 災 害廃棄

物の受け 入れ状況調査)

4 . 神戸市 に お け る 実態調査

4 .  1 磯上公園球技場仮置場 (写真 1 )

磯上公 閤球技場仮置場は神戸 市役所の東数百m

[;3 隻皮7の分布

図 1 兵庫県南部地震 に お け る 震度 7 の分布 図
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特集/阪神 ・ 淡路大震災に お け る 災害廃棄物対策 災害の状 況 と 緊急対応の笑際一一

写 真 1 震災廃棄物の仮置場

に位置 し ， 公 園 の す ぐ 西側 に は ポー ト ラ イ ナ ー が

通 っ て い る 。 倒壊家屋の撤去 に 伴 い 発生 す る 土

砂 ・ ガ レ キ が仮 置 き さ れて い る 。 既 に 球技場の 北

側 の 約 3 分の 2 が土砂 ・ ガ レ キ で覆 わ れ， 高 き 10

m 近 く に 積み上げ ら れて い た 。 球技場の 西側 に は

選別機が据 え 付け ら れて い た が， 調査 を 行 っ た 際

に は稼働 し て い な か っ た。 集積 さ れて い る 土砂 ・

ガ レ キ を 全量選別 で き る 能力 は な い も の と 思 わ れ

た。 搬入車両 は積み上げ ら れて い る 土砂 ・ ガ レ キ

に 設け ら れ た 坂道 を 登坂 し ， 最上部 で積載物 を 降

ろ す 形態 と な っ て い た 。 土砂 ・ ガ レ キ に は 金属 ・

プラ ス チ ッ ク 等がか な り の割合で混在 し て い た 。

こ れ ら の 中 か ら 比較的大 き な 金属 は 重機に よ っ て

引 き 抜か れ， ト ラ ッ ク で搬出 さ れて い た 。 こ の 際

に 粉塵が発生 し ， 粉塵は球技場 内 は も と よ り 敷地

外へ飛散 し て い た 。 仮置場の使用 が長期化す る 場

合に は 火 災や廃水等への対応、 も 肝要であ る 。

4 ・ 2 布施畑環境セ ン タ ー (写真 2 ) 

神 戸 市 は 淡河環境セ ン タ ー と 布施畑環境セ ン タ

ー の 2 つ の最終処分場 を 有 し て い る 。 淡河環境セ

ン タ ー に は 中 央区及び北区の 災害廃棄物が搬入さ

れ て お り ， 約 5 ， 000t/ 日 と な っ て い る 。 調査 を 行 っ

た 布施畑環境セ ン タ ー の 計画埋立容量 は 2 ， 350万

凶 と 日 本最大規模の 山 間埋立地 であ る 。 兵庫 区以

西か ら 発生す る 災害 ご み を 受 け 入れて お り ， 調査

時現在 ( 2 月 25 日 ) ， 1 日 当 た り 約4 ， 500台 が搬入

し ， 20 ， OOOt/ 日 が埋立処分 さ れて い る 。 こ の よ う に

布施畑環境セ ン タ ー に は 震災以前の約1 ， 000台 / 日

に 比べ， 極め て 大量の廃棄物が搬入 さ れて い る 。

残余容量 は 800万m3て、 あ り ， こ の 残余容量 は 区画堤
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写真 2 布施畑環境セ ン タ ー での荷降 し 風景

写真 3 渋滞す る 搬入車輔

を 設け な が ら の平常時の埋立工法 を 継続 し た 場合

の 算定値であ る こ と を 併せ考 え る と 1 年足 ら ず

で満杯 と な る こ と が分か る 。

搬入車両 に よ る 交通渋滞 は 著 し く ， 場内道路は

も と よ り 搬入道路に お い て も 数km に わ た っ て 車 両

の列 を な し て い た 。 待 ち 時間 は 数時 間 を 要す る と

思 わ れ， 遠方か ら の搬入車両 は 1 日 1 往復が限度

だ と 判 断 さ れ た (写真 3 ) 。 最終処分場の近 く を 通

る 阪神高速 を 緊急的 な 搬入路 と し て使用す る 等，

非常時の搬入路 の確保が今後重要で、あ る 。 調査時

点 では搬入車両や積載廃棄物の確認がな さ れ な い

ま ま ， 計量のみが行 わ れ て い た 。 た だ し ， こ の よ

う な 状況に 鑑 み て ， 直営 ご み は 4 日 前 ( 2 月 21 日 )

よ り 計量 を行 う こ と な く ， 埋立地下 流に位置す る

浸 出 水処理施設通用 門か ら の搬入 を 実施 し て い る 。

ま た処分費 (平常時， 一般 ごみ7 ， 000円/ t ， 土砂・

ガ レ キ 3 ， 00'0円/ t ) は 無料だが， 産業廃棄物や他

都市か ら の廃棄物の搬入 を 防 ぐ た め， 翌週 ( 2 月
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最終処分場施設関係の被害状況

27 日 ) か ら は 災害廃棄物に つ い て は 無料搬入券制

度 を 笑砲 し ， そ の他の廃棄物に つ い て は 通常 ど お

り 有料 と な る 。 受 け 入れ時 間 は 午前 8 時30分 よ り

午後 6 時 ま で と な っ て お り ， 日 曜 日 は受け 入 れ を

行っ て い な い。 搬入台数が多い こ と か ら 場 内 道路

の傷みが激 し し 搬入車両の横転 ・ 接触事故が 多

発 し て い る た め， 日 曜 日 は 閉場 し て場 内 道路 の 補

修に 当 た っ て い る 。 率両の場内 での事故は， 廃棄

物η積載 ・ 搬入に 不慣 れ な 一般車両 の片積み 等 も

起因 し て い る と 思わ れ た 。

埋立地 は廃棄物の種類に よ り 埋立区画が分け ら

れて お り ， 搬入車 両 は 掲示板 に 従 い 各 区 画 に 進 入

し て い た 。 一般車両 の場合， 災 害廃棄物 を 車両 か

ら 人 力 で降 ろ し て い る た め， か な り の時間 を 要 し

て お り ， こ の こ と が場 内 での渋滞 に 拍車 を か け て

い た (写真 4 ) 。 ご み 質 は 木質系が約 2 割 で， 残 り

は コ ン ク リ ー ト ・ 土砂 ・ カ、、 レ キ 等が 占 め て い る と

の こ と であ る 。 今後 は 木質系 を 選別 し 焼却施設

で焼却 を 行 う 計画 と な っ て い る 。 し か し 震 災 に 伴

い様々 な廃棄物が搬入 さ れて お り ， ラ ン ド フ ィ ル

コ ン パ ク タ 一 等 に よ る 締め 固 め も 十分行わ れ な い

ま ま 埋立処分 さ れて い る のが現状 であ る 。 野焼 き

は震災後 2 - 3 日 に 1 度行われて き た が， 野焼 き

に 伴 う 煙やばい じ ん に 対 し て 処分場周 辺の住民か

ら 苦情が寄せ ら れ， 先週 で中 止 さ れて い る 。 な お

自 然発火 も 多発 し て い る と の こ と であ っ た 。

導入 き れて い る 重機 は ， ラ ン ド フ ィ ル コ ン パ ク

タ - 2 台 ， ブル ド ー ザ- 4 - 5 台 であ る 。 埋立地

で用 い る コ ン パ ク タ ー は締め 固 め と 同 時 に 廃棄物

の破砕 を 行 う 特殊な 車両 (発注生産) であ り ， 緊

急確保が困難な こ と か ら 平常 時 の 台 数 と 同 じ であ

る 。 ブル ド ー ザー に つ い て は 随時補強が行 わ れ て

い る 。

ま た 幸 い に し て 震災後 ま と ま っ た 降雨 は 発生 し

て お ら ず， 震災廃棄物の埋立に 伴 う 浸 出水への影

響は 見 ら れて い な い 。

4 . 3  第 3 工 区 ご み仮置場

第 3 工区 ごみ仮置場は 東 ク リ ー ン セ ン タ ー に 隣

接 し ， 平成10年度の完成 を め ざす清掃工場の用地

であ る 。 東 ク リ ー ン セ ン タ ー に お い て は 1 月 25 日

よ り 収集車 に よ る 災害廃棄物 を 受 け 入れて お り ，

ごみ ピ ッ ト (容量1 ， 500 t ) が満杯 と な っ た 1 月 31
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写真 4 人 力 に よ る 荷降 し 風景

日 よ り こ の仮 置場の使用 を 開始 し て い る 。 ま た 2

月 24 日 か ら は 東 ク リ ー ン セ ン タ ー で仮 置 き し て い

た 震災廃棄物の焼却 を 開始 し て い る 。 調査時現在，

敷地面積の 4 分の l 程度に 収集 さ れた 震災廃棄物

が仮置 き さ れて い た 。 都市 ガ ス の復 旧 が遅れて い

る た め に 大量 に 使用 さ れて い る カ、、ス コ ン ロ 用 の使

い捨て ボ ンベが散乱 し ， 倒壊商店か ら 排出 さ れ た

と 思 わ れ る 使用 さ れて い な い 商品等が 目 に付 い た 。

プ ラ ス チ ッ ク ・ 紙 ・ 布等の 可燃物が大半 を 占 め て

い た が， 厨芥は あ ま り 見 ら れず， 悪臭 ・ 衛生害虫

の発生 は 確認 さ れ な か っ た 。

5 . 灘浜基地 に お け る 積み 出 し 状況

5 '  1 灘浜基地 ( フ ェ ニ ッ ク ス への積み 出 し 基

地)

神 戸 市 は ， 市 内 の解体現場で選別 さ れ発生す る

コ ン ク リ ー ト 系廃棄物 を ， こ の灘浜基地 ( 2 月 10

日 か ら 搬入開始) と 長 田 港 ( 3 月 初め の搬入開始

予定) か ら 海上輸送 でフ ェ ニ ッ ク ス の最終処分場

ま で運ぶこ と と し て い る 。 ま た 市 では ， 六 甲 南の

新 し い 埋立地 を 確保す る た め に 免許手続 き ( 4 月

に 許可の予定) を 進め て い る 。

2 月 10 日 に 初 め て ， 灘浜基地か ら フ ェ ニ ッ ク ス

の泉大津沖処分場へ搬 入 さ れて 以来， ほ ぼ 1 日 に

1 隻 の割合で搬入 さ れて い る 。

ダ ン プ ト ラ ッ ク は ， 護岸部 に 設け ら れ た ピ ッ ト

の両側 に 交替で近付 き ， カ" レ キ を ピ ッ ト へ落 と し

て い た 。 周 囲 では 常 に 放水 し ， 挨押 さ え を 行宇 っ て

い た が， そ れで も か な り の砂挨が舞 っ て い た 。 ピ
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ッ ト に 落 と さ れ た ガ レ キ を パ ッ ク ホ ー がす く っ て ，

ノ 〈ー ジ 船 に 搬入す る と い う 手順が採用 さ れて い る 。

搬入 さ れ た 方、 レ キ の性状 は ， ほ と ん どが土砂 ・

ガ レ キ で， 可燃物の混入は 少 な か っ た 。 サ イ ズ も

30cm を 超 え る よ う な も の は あ ま り な く ， フ ェ ニ ツ

ク ス の受け 入れ基準 に 概ね合致 し て い る 。

ダ ン プ ト ラ ッ ク の搬入台数は ひ っ き り な し に 来

る と い う も の では な か っ た 。 後 日 の実績で見 る と ，

2 月 27 日 に は 10t車 ・ l lt車 で440台分の搬入 だ っ た

と 言 う 。 25 日 ， 26 日 の 2 日 分 な の で 1 日 平均220

台， 1 日 8 時間 と し て も 28台 /時間， 約 2 分に 1 台

の割合であ る 。 調査時 も そ の よ う な 頻 度 だ っ た と

思 わ れ る 。

2 月 1 5 日 か ら は尼崎沖処分場 の み に 搬入 さ れて

い る が 3 月 6 日 の週か ら は 泉大津沖処分場の受

け 入れ休制 の 強化工事が終わ る の で， 泉大津に も

搬入 さ れ る 予定 と な っ て い る 。

ア ス フ ア ル ト のか け ら を 運ん でい た ト ラ ッ ク に

は ， 現場作業員 が別途 で き て い る ア ス フ ア ル ト の

山 の方へ降 ろ す よ う に 指示 し て お り ， 全体的に 見

て選別保管が徹底 さ れて お り ， か な り キ チ ン と し

た 管理体制 に あ っ た 。

6 . 淡路島 に お け る 実態 調査

6 . 1 災害状況

淡路島北淡町 は 震源地であ り ， 地震に よ る 被害

は 甚 大 で、あ る (写真 5 ) 。 淡 路 島 の 1 市10町 で被害

を 受 け た 家屋 は 2 月 10 日 現在 で， 全壊家屋3 ， 570

戸， 半壊家屋4 ， 152戸， 一部損壊9 ， 982戸 と な っ て

い る 。 発生廃棄物量 の推計は 住宅産業解体処理業

連絡協議会の資料 を も と に 算定が行わ れて い る 。

淡路 島 の 家屋建坪 は 比較的広 い こ と か ら 平均 120

日1'/戸 と し ， 全壊家屋 で86 . 4m'， 半壊家屋は 全壊家

屋の75%， 一部損壊は全壊家屋の 20% の発生量 と

推定 し て い る 。 ま た 廃棄物質 は 可燃物53%， 不燃

物47% と し て い る 。 試算の結果 は ， 総廃棄物量が

約75万m'， そ の う ち 可燃物が40万m'， 不燃物が約

35万m' と 算定 き れて い る 。

6 ・ 2 佐野集積所

倒壊家屋の処理に つ い て は ， 各市町が被災箇所

の近 く に 受け 入れ場所 を 確保 し ， 処理に 当 た る こ
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写真 5 震源地近 く での被災状況

と を 原則 と し て い る 。 し か し 各市町 で処理が困難

な 不燃物 (瓦， コ ン ク リ 一 人 ガ ラ ス ， 残土) に

つ い て は， 広域的対策 と し て 不燃物の搬出先 を 企

業庁佐野埋立地 (津名 町佐野地先) の一部 に 確保

し ， 受け入れ を 行会 っ て い る 。 企業庁 が管理 し て い

る こ の佐野埋立地は 津名 港 に 隣接 し ， レ ク リ エー

シ ョ ン 施設の建設予定地であ る 。 2 月 10 日 の時点

で 1 市 8 町か ら 不燃物の受け 入れ要請があ り ， 申

し 出 の あ っ た 量 は 約27万m' であ っ た 。 現在 は 1 市

9 町 (南淡町が追加 さ れ る ) か ら 要請が入 っ て お

り ， 受け入れ量 も そ れに 伴 い j曽 え る 見込み で あ る 。

淡路 島か ら 発生す る 不燃物の算定量が35万m' であ

る こ と か ら ， 不燃物の大半が こ の埋立地 に 集積 さ

れ る こ と に な る 。 仮集積 さ れ た 不燃物は港湾の埋

立用 材 と し て 利用 さ れ る 。 佐野集積所 と し て 約12

万m' が確保 さ れ て お り 1 月 26 日 よ り 受け 入れが

開 始 さ れて い る 。 搬入は午前 8 時か ら 6 時 ま でで，

当分の 間 は 土l限 ・ 日 曜 ・ 祝祭 日 も 受け 入れ を 行 う

こ と に な っ て い る 。 2 月 10 日 時点の受け 入れ量は

約 2 万m' (車両 台数3 ， 284 台 ) で， 現在の搬入車両

台数は l lt車 で300 - 450台/ EI で 2 月 26 日 ま でに

約 4 万m'の受け 入れ を 行 っ て い る 。

搬入車両 は 特 に 誘導 を 受け る こ と な し 積載 し

て き た倒壊家屋廃棄物 を 適宜降 ろ し て い た 。 そ の

後， 廃棄物は ブル ド ー ザー (40t車) で.10m近 く に
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最終処分場施設関係の被害状況

写真 B 北淡町富島地区 での倒司臣家屋

盛 り 上げ ら れて い る 。 佐野集積所 は 海沿 い の 海面

埋立地の一角 であ り ， 当 日 は 風が強 く ， 砂挨 で 目

も 聞け ら れ な い ほ ど であ っ た。 調査実施 日 が 日 曜

日 であ っ た た め か， 搬入車両 は 少 な し ブル ド ー

ザー は 稼働 し て い な か っ た 。 ま た 監視員 も 見受け

ら れな か っ た。 平 日 に は か な り の砂壌が立つ も の

と 思 わ れ る が， 平 日 は シ ルバ一人材 セ ン タ ー か ら

派遣 さ れ る 方が入 口 で監視に 当 た る と の こ と であ

っ た 。 容易 に 破砕 で き る 姿 を 留 め た 瓦や建材が散

在 し て お り ， 今後 コ ン パ ク タ ー を 導入す る こ と に

よ り か な り 減容化が図 れ る も の と 思 わ れ た 。 搬入

さ れ る 廃棄物は概ね土砂 ・ カ、、 レ キ の不燃物であ る

が， 受 け 入れの対象 と な っ て い な い 焼却灰や木質

系 ごみ が混入 し て い た 。

木質系 ごみ に つ い て は今後選別 を 実施 し ， 焼却

処分 さ れ る こ と に な っ て い る 。 ま た 焼却残j査 は フ

ェ ニ ッ ク ス で埋立処分 さ れ る 予定であ る 。 一般的

に， -g ごみが混合 さ れ る と ， そ の後の分別 に は

膨大 な 手 間 と 費用 を 要す る 。 搬入 口 での 目 視に よ

る ごみ 質の チ ェ ッ ク ， ごみ の種類に よ る あ る 程度

のエ リ ア (集積所) の分割 を 行 う こ と で， そ の後の

分別 ・ 搬出作業 は 随分容易 に な る も の と 思わ れ る 。

6 ・ 3 北淡町富島被災地区

今 回 の震災で最 も 被害が大 き か っ た 地 区 で， 淡

路 島 の 全壊家屋3 ， 570戸 に 対 し て ， こ の地区だけ で

1 ， 341戸 ( 2 月 10 日 現在) が倒壊 し て お り ， 全体の

3 分の l 以上 を 占 め る 。 倒壊 し た 家屋 は 木造 が 多

く ， 上か ら 押 し 演 さ れ た 形 で倒壊 し て い る も の が

多 く 見受け ら れ た (写真 6 ) 。 屋根が地面 に 達 し て

お り ， 家財 道具 な どが搬 出 さ れ る こ と な く 屋根の
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図 日 2 回発行 さ れ た “ お し ら せ"

下敷 き に な っ て い る た め， 木材 ・ 金属 ・ プ ラ ス チ

ッ ク 類等の可燃物が土砂 ・ カ。 レ キ に 混入 し ， 不燃

物 と 可燃物 を 分別 す る こ と は極め て 難 し い と 思 わ

れた。 家屋 と 家屋聞の道は狭 < ， 車両の離合 も 困

難な ほ ど であ る 。 こ の よ う な地区の倒壊家屋の撤

去は 手前か ら 奥へ と 進め る し か な い と 判 断 さ れ た 。

こ の地区では広報 「北淡町災害対策本部か ら の

お し ら せ」 を 1 日 2 回発行 し て お り ， 水道の復旧

状況 ・ 仮設住宅の 案 内 ・ 医療関係 ・ 救援物質の情

報 を 住民 に 提供す る と と も に ， カ。 レ キ の搬出方法
等 を 周知 さ せ て い る (図 2 ) 0 2 月 16 日 付の広報に

よ る と ， ガ レ キ の搬 出 は ， ①瓦 ・ 土砂 ・ コ ン ク リ

ー ト ・ 鉄類 (燃 え な い も の ) ， ②木材 ・ 竹類 ・ 畳等

(燃 え る も の) ， ③電気製品 ・ 家具類等 (粗大 ご み )

に分類 し て行い， 持 ち 込み時間 を 午前 7 時 ~ 午後

4 時 と し て い る 。 ま た 廃材の個人 での焼却禁止 を

Jl手びか け て い る 。

6 ・ 4 北淡町浅野廃棄物受け 入れ場

調査時 で 3 . 000m'j 日 の震災廃棄物 を 受 け 入れ て
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お り ， 自 衛隊11班の 協 力 で受け入れが進め ら れて

い る 。 搬入さ れ た 廃棄物は 可燃物 と 不燃物が分別

き れ な い ま ま 掘 り 込 ん だ、窪地に 投入 き れ， そ の 中

で野焼 き が実施 さ れて い る (写真 7 ) 。 分別 を 行 う

た め に 処理能力 l ， OOOm'/ 日 の分別機 を 3 月 1 日 よ

り 稼働 さ せ る 予定 と な っ て い る 。 さ ら に 分別 さ れ

た 可燃物を 焼却す る た め の焼却炉 (5t/ 日 x 2 炉)

の建設が進め ら れて お り 3 月 10 日 か ら 焼却が開

始 さ れ る こ と に な っ て い る 。 現地調査後の 報告に

よ る と ， 焼却炉は 3 月 28 日 か ら 試運転 を 開始 し て

い る と の事であ る 。

7 . 災害時 に お け る 最終処分場の在 り 方

実態調査 を 基に 災害廃棄物への若干の対 応 を 要

約す る と ， 以下の と お り であ る 。

(1) 震災家屋か ら の 廃棄物発生予 測 に つ い て は

「イ主宅産業解休業者連絡協議会資料」 に よ り 推計4

が行わ れて い る が， 平均高 さ を 約72cm と し て 見積

も ら れて い る 。 し か し 実態調査か ら 判 断す る と ，

震災 の場合， 家具 ・ 家電製 品等がそ の ま ま 残 さ れ

た 形 で全壊 し て お り ， 平均高 さ も 1 . 5m前後あ り ，

見掛け容積， 特 に 現場か ら 仮置場 ま で搬出 す る 容

積は 当 初予ìßIJ よ り 大 き く な る も の と 考 え ら れ る 。

災害に伴い発生す る 廃棄物の発生予測 手 法 を 確 立

す る 必要があ る 。

(2) 廃棄物の減容化の た め に は破砕機 ・ 重機等

の利用が効巣的であ る 。 特に 木屑主体， 混合廃棄

物等は-.É!.仮置 場 に 搬 出 し ， ラ ン ド フ ィ ル コ ン パ

ク タ 一等 を 最大 限 に 活用 し ， 粗破砕 し た 後， 木の

根等の大物 を 除去 し 分別 す る 方が効果的 と 考 え ら

れ る 。

破砕機 は 投入 口 の寸法 も 従来の廃棄物 よ り 大物

が 多 く ， 工夫 を 要す る と 同 時 に ， 実態調査か ら 判

断す る と ， 鉄筋 ・ パ イ プ等の破砕 困 難物， ボ ン ベ

等の爆発物の混入があ り ， む し ろ ラ ン ド フ ィ ル コ

ン パ ク タ ー を 利用 し ， 粗破砕後， 大型簡易舗で粗

選別IJ • ì，成答化 し た 後， 埋立地へ搬 出 す る の が妥当

と 考 え ら れ る 。

(3) 仮置場 での粗破砕 ・ 粗選別 に つ い て は 粉塵

の飛散防止 を 徹底す る 必要があ る 。

(4) 最終処分場への 迅速 な 搬入ルー ト を 確保す
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写真 7 浅野地区 での野焼 き

る た め に は ， 最低で も 梅雨期 ま での廃棄物の運搬

を 行 う た め に優先的 な レ ー ン を 確保す る こ と が必

要であ る 。

(5) 震災廃棄物 も 段階 を 追 っ て分別 困難で、粒径

も 比較 的小 き な 混合廃棄物に 変化す る こ と が考 え

ら れ る た め， 最低で も 埋立地 を 3 つ の埋立エ リ ア

に 分割 し ， 木屑主体， コ ン ク リ ー ト 主体， 混合廃

棄物主体の分割埋立 を 実施すべ き と 考 え ら れ る 。

海面埋立地に お い て は， 混合廃棄物 を 海水 中 に

投入す る こ と に よ り 可燃物 を 分離す る 方法に つ い

て も 検討す る 必要があ ろ う 。

(6) 仮 置 き さ れて い る 生活廃棄物 (生 ごみ を 含

む) は ， 梅悶期 ま で を 目 処 と し て， 早急な焼却 (焼

却稼働率の 向上， 炉数の増加1) が必要で、あ る 。

(7) 仮置場及 び、最終処分場への搬入ルー ト ま で

の飛散 し た 廃棄物等に つ い て は ， 他都市か ら の 支

援 も 得 て 清掃除去 を 強化 し ， 日 曜 日 等に ク リ ー ン

ア ッ プ作戦 も 考 え ら れ る 。

(8) 避難場所及 び震災地区か ら 搬出 さ れ る 生活

系廃棄物に は カ ー ト リ ッ ジ 式 方、 ス ボ ン ベ が混入す

る 可能性が大 き い。 こ の た め分別 の徹底 と 協 力 の

た め の 広報 を 強化す る と と も に ， 収集 ・ 運搬時 に

も 注意が必要で、あ る 。

(9) 災 害時 の避難場所が決め ら れて い る よ う に ，

災 害 に 伴 い 発生す る 廃棄物の仮置場 を 想定 し て お

く こ と が必要で‘あ る 。 淡路島 の場合， 県 の所有地

が利用 で き ， 広域的 な 対応が可能 と な っ た こ と が，

災害廃棄物対策が円 滑 に 進む第ーの鍵 と な っ て い

る 。

都 市 清 掃



最終処分場施設関係の被害状況

8 . ま と め

今 回 の地震 は 広 島 の 原 爆68個分の エ ネ ル ギ ー に

匹敵す る と い わ れ る 巨大な 直下型地震であ っ た と

報告 さ れて い る 。 一時的 な 原 因 は 天災 であ る が，

被害 を 拡大 し た 二次的原因 は 社会的 な も の であ る 。

今後， 各分野で専 門家並びに 国 及 び 自 治体の関

係者に よ っ て 被害状況が詳細 に 調査 さ れ， 震災廃

棄物の 対 策 が講 じ ら れ る こ と と 考 え ら れ る 。 今 回

の 阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 に “ 災害に 強 い都市造

り " の論調 を よ く 目 に す る よ う に な っ た が， ハー

ド 面 の 対 策 だ け でな く ， ソ フ ト 面 での対策 を 含め

て “ 災 害 に 対応 出 来 る 街造 り " の視点での取 り 組

みが益々 重要であ る と 著者 は考 え て い る 。

最後に 本報告 を ま と め る 代わ り に ， 昭和57年1 0

月 の 「都市清掃」 特集 での資料 「仙 台 市 に お け る

清掃施設の地震被害 と そ の処理に つ い て 」 の一節

を 紹 介 し て お こ う 。

「今回 の 宮城県沖地震 は 震度 5 以上の被害 を も

た ら し た 。 住宅の復 旧工事は今 も 続 い て い る 。 正

直の と こ ろ 仙 台 市 は 大地震の被害 を 受け た こ と が

な い の で， 大地震に よ る 被害が発生 し た 場合の清

掃対策 は ， な さ れて い た と は い え な い。 し か し ，

電気， 水道， ガ ス の ラ イ フ ラ イ ン の被害が， 市 民

生活 に 打撃 を 与 え た な か で， 多 量 に 発生 し た 災害

ごみ を 町 中 に あ ふ れ さ せ る こ と な く 早期 に 処理で

き た の は ， 次の よ う な理由に よ る も の と 思 わ れ る 。

イ ) 収集運搬， 処理， 処分等の各部門 の職員 が，

異常事態 に 際 し て そ の職責 を 認識 し ， わ が家

の復 旧 は 後回 し に し て ， 連 日 献身的努力 を し

た 。

ロ ) 施設の復 旧工事に は ， 関係工事業者がい ち

早 〈 駆 け つ け ， 全面的 な 協 力 が得 ら れた 。

ハ) 臨 時埋立地 を 心 よ く 提供 し て く れ た 地権者，

地元住民の好意があ っ た 。

ニ ) 民家等 の 災 害 の 跡片づけ に 工事業者が積極

的 に 当 っ た 。

ホ ) 市 民が冷静に行動 し 協 力 的 で あ っ た 。

へ) 地震発生時期が季節的， 時刻 的 に も 幸 し て

し 、 Tこ 。
ト ) 大規模な埋立処分地 を 有 し て い た 。

第48巻 第207号 ( 平成 7 年 8 月 ) ( 35 9 )  

以上の こ と か ら ， 地震災害時の廃棄物処理対策

は， ー に も 二に も 埋立処分地の時保が第ーであ る 。

大量かっ一時的 に 処理 し な け れば な ら な い場合に

は ， 埋立処分で し か対応 で き な い の で， 自 区 内 に

大規模な埋立地 を ， 少 く と も 2 箇所 く ら い確保 し

て お く こ と が望 ま し い 」

上記は 1979年の 宮城県沖地震か ら の教訓 と し て

取 り ま と め ら れ た も の であ る 。 地震の規模や被害

状況は 異 な る も の の， 今 回 の 阪神 ・ 淡路大震 災 の

場合 も 災害廃棄物の対策 と し て は 共通す る 教訓 で

も あ る 。

忘れた 頃 に や っ て く る 災害に 対 し て上記の教訓

を 今後の災害対 策 に忘れ る こ と な く 反映 さ せ， 各

自 治体に お い て “ 災 害 に 迅速に 対 応 出 来 る 位打 く

り " を 期待 し て い る 。

末筆 な が ら ， 災 害復 旧 時 に も か か わ ら ず本調査

に 多大 な る 御協 力 を い た だい た神 戸 市 ・ 兵庫県洲

本保健所並びに 関連機 関 に 深謝す る と 共に ， 被災

さ れ た 方々 の 1 日 も 早い復興 を 期待す る し だ い で

あ る 。

(本稿の一部は制廃棄物研究財団 「災害廃棄物対
策検討会， 阪神 ・ 淡路大震災現地調査報告書J (平
成 7 年 3 月 ) か ら 財団の 了 解 を 得て一部 を 転載 し
た も の であ る )

参 考 資 料
1 ) 都市清掃第35巻第130号 (11併日57年10 月 )
2 ) 腕廃棄物研究財団 「 災害廃棄物対策検討会， 阪神 ・ 淡

路大震災現地調査報告書J (平成 7 年 3 月 )
3 ) パ シ フ ィ ッ ク コ ン サル タ ン ト 側 「阪神大震災 (兵庫県

南部地震) 被害調査報告書J (1995年 1 月 )
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今後の施設計画上の留意点 ( ご み焼却施設)

村 田 潤ー* 棚漫 隆M 稲 田 武彦…
lunichi MURATA Takashi T AN ABE Takehiko INADA 

1 . は じ め に

阪神 ・ 淡路大震災 に お け る ごみ処理施設の被災

状況は， 厚生省の調査に よ る と ， 一部煙突の損壊

は み ら れ る が， 一般建築物に み ら れ る よ う な全壊，

半壊の例 は な い 。 全般的 に 建物本体， プ ラ ン ト に

大 き な 損傷は な く ， 電気， ガ ス ， 水道等の供給 シ

ス テ ム の被害お よ び機能停 止 に よ る 運転不能の ケ

ー ス が 多 い 。 こ の こ と は ， ごみ焼却施設が耐 震性

の 面 で優れ た構造的特性 を 有 し て い る こ と を 示 し

て い る も の と 考 え ら れ る 。 ま た 耐震設計が有効 に

機能 し た も の と 思 わ れ る 。 ごみ焼却施設の計画に

お け る 耐震設計 は ， 基本的に は 近年 の 耐 震設計理

念 を 理解 し た う え で行 う こ と が重要であ ろ う 。 本

稿 で は ごみ焼却施設の建築構造物， 地盤お よ び基

礎構造， プラ ン 卜 機器に 関す る 耐震設計上の 留 意

点 に つ い て 述べ る 。

2 . 建築構造物

2 . 1 耐震設計の 現状

昭和56年の建築 基準法施行令の改正 (新耐震設

計法) に 伴い， 建築物の構造設計は 1 次設計 2

次設計の 2 段階の検討 を 行 う こ と に な っ た 。 1 次

設計は ， 建物の耐周 年 限1:1:1 に 数回 は起 こ り う る と

想定さ れ る 中 小地震 (気象庁震度|渚 V “ 強震" 程

度) に 対 し て は 建物 に 被害が生 じ な い よ う な 設計

を 行 う も の で， 旧 基準 に 準ず る 設計法であ る が，
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地震力 の分布 を 層せ ん 断力 係数 と い う 形 で階 ご と

に 定め て お り ， 従来の水平震度法に 比較 し て ， 上

階ほ ど地震力 が大 き く な っ て い る 。 2 次設計は ，

数十 - 100年 に l 度 し か発生 し な い と 思 わ れ る 大

地震 (気象庁震度階VI “烈震 VII “ 激震" 程度)

に 対 し て ， 建物の被害や大変形は 許容す る が， 倒

壊に よ る 人命の喪失 を 避け る こ と を 前提 と し た 設

計であ る 。 2 次設計では， 構造物 と し て の 立面，

平面的 な バ ラ ン ス の チ ェ ッ ク (剛性率， 偏心率) ，

変形の チ ェ ッ ク (層 間変形角 ) ， 変形能力 ( あ る 程

度変形 し て も 崩壊 し な い能力一一イ呆有水平耐力)

の チ ェ ッ ク を 行 う 。 こ の一連の構造設計の フ ロ ー

(，建築物の構造規定」 日 本建築 セ ン タ ー) を 図 1

に 示す。

2 . 2  被災建物の分析

今 回 の 阪神大震災 では， 改正後の 基準法施行令

に 基づ い て 設計 さ れた 建物の被害は， 改正前 の 基

準 で設計 さ れた建物に 比較 し て 少 な か っ た こ と が

報告 さ れて お り ， 新耐震設計法は 十分有効 に 機能

し た も の と 考 え ら れ る 。 し か し ， 新耐震設計法に

基づい て 設計 さ れた建物の な か に も 被害 を 受け た

も の が あ っ た こ と は ， こ の 設計法 を た だ単 に 機械

的 に 適用 す る の では な し そ の 設計理念 を 十分に

理解 し た う え で構造計画 を 行 う こ と が必要であ る

こ と を 示唆 し て い る 。

建築学会の報告 ( '1995年兵庫 県南部地震災害調

査速報」 日 本建築学会， 1995年 3 月 ) では， 今 回

被災 し た 建物の構造 的 な 特徴 と し て 以下の も の を

挙げて い る 。

・ 建物の高 さ 方 向 の水平剛性分布が急変す る 建物

(例 ι ピ ロ テ ィ 形式)

- 建物の 高 さ 方 向 の保有水平耐力分布が設計地震

都 市 清 掃
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0 鉄骨造
筋 か い を 含 む 1:皆の 応 力 の割増 し ，
筋 か い端部 ・ 接合部の破断防止
及 び 局音1\座間等の防止

0 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造及 び鉄骨鉄筋
コ ン ク リ ー ト 造

壁量， 柱量の確保， あ る い は 柱 ・
は り のせん断破壊の防止
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令 第82条の 4

保有水平耐力 の確認

令第95条
一 第99条

告示第 1794号
1795号
1799号

告示 第 1792号

* 判 断 と は 設計 者 の設計方針 に 基っ く 判 断 の こ と であ る 。 19IJ え ば， 高 さ 31 m 以下の建築物であ っ て も ， よ り 詳細 な 検討 を 行 う 設計法で
あ る ルー ト 固 を 選択す る 判 断等 の こ と を 示 し て い る 。

庄 ) 大断面木造建築 物 と す る 場合 に は ， 日Ijj主， 構造計算に よ る 安全性の確認が必要であ る 。

図 1 構造計算の フ ロ ー
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特集/阪神 ・ 淡路大震 災 に お け る 災害廃棄物対策 災害の状況 と 緊急対応の実際一一

荷重 に よ る 層せ ん 断力分布 に 対応 し て い な い建物

. 壁の偏在や傾斜地盤 に 起 因 す る 偏心に よ っ て 捻

れが生 じ る 建物

・ 異 な っ た 振動性状 を 示す建物の連結部 ( エ キ ス

パ ン シ ョ ン や渡 り 廊下)

- 垂れ壁等に よ り 柱が短柱化 し た 建物

- 非充腹形鉄骨や非埋め込み 形柱脚 を 用 い た 鉄骨

鉄筋 コ ン ク リ ー 卜 造建物

- 接合部の デ ィ テ ー ルや施工の不十分な鉄骨 造建

物

新耐震設計法では上記の よ う な建物が設計 さ れ

る こ と がな い よ う に 規定 を 設け て い る が， 規定で

定め る こ と が困難あ る い は 適切 で、 な い よ う な事項

に つ い て ， 設計者の 判 断 に 委ね て い る 部分 も あ る 。

し た が っ て ， 建物の 耐 震性能は 設計者の構造計画

の良否 や施工の 良否 に あ る 程度依存す る と い う こ

と がで き る 。 ごみ焼却施設の建屋に つ い て は ， 次

項で述べ る そ の構造的優位性に よ り ， あ ま り 大 き

な被害 を 生 じ な か っ た が， 今後 こ の種の施設 を 計

画す る 際に 留 意 し な け れば な ら な い 項 目 がい く つ

か あ る の で， 以下 に 記載す る 。

2 ・ 3 ごみ焼却施設計画上の留意点

ごみ焼却施設は工場棟 を 中 心 と し て ， 管理棟，

付属棟な ど の建物群， 煙突等の工作物で構成 さ れ

て い る 。 管理棟が工場棟に 併設 さ れ る 場合 も あ る 。

ごみ焼却施設の 中 心 的 な 施設であ る 工場棟は 通常

の建物 と 異 な り ， 以 下 に 示す よ う に 耐震性の而で

優 れ た 構造的特性 を 有 し て い る 。

- ごみ ピ ッ ト ， 灰 ピ ッ ト 等の地下部分の根入れ効

果に よ り 地震時の水平 カ に 対 し て有効 に 抵抗す る 0

・ ごみ ピ ッ ト を 始め と し て ， 耐震要素 で、あ る 壁 を

比較的 多 く 有 し ， こ れが建物全体の耐震性能 を 高

め て い る 。

- 高 さ に 比較 し て 平面寸法 (長 さ 幅) が大 き く ，

地震に 対 し て安定 し た動的挙動 を 示す。

・ プ ラ ン ト 機探 を 覆 う 鉄骨部 は 耐 震要素 であ る ブ

レ ー ス を 配置 し た 箱状 の構造体であ り ， 岡山L 強

度の両面 で優 れ た 架構形式であ る 。

上述 し た よ う に ， 清掃工場 は 耐 震性に 比較的優

れた建物であ る と 言 え る が， 構造計画上配慮すべ

き 点がい く つ か あ る の で， 以下に 列挙す る 。

( 1 )  耐震要素 の配置
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建物に 耐震性 を 持 たせ る に は ， 平 面 的 に も 立面

的 に も 耐震要素 を 釣合い よ く 配置す る こ と が必要

であ る 。 平 面 的 な耐震要素 の偏在や水平剛性の分

布 に 偏 り があ る 場・合 (例 え ば， 傾斜地 で柱の長 さ

に 差があ る 場合) ， 建物がね じ ら れ る こ と に よ り ，

外側 の架構に 大 き な 力 が作用 す る 。 立面的 な 耐 震

要素の偏在， す な わ ち 剛性の高 い 階 と 低い 階が混

在す る 場合は， 剛性の低い 階 に 大 き い塑性変形が

強制 さ れ る 。

清掃工場の場合， 立面的 な 剛性の偏在 は建物全

体 と し て は あ ま り 大 き く な い と 考 え ら れ る が， ゲ

ー ト 開 口 の た め に 上下の壁に 比較 し て 剛性が小 さ

い投入ゲー ト 部の柱は， で き る だけ余裕 を も たせ

た 設計 を す る 必要があ る だ ろ う 。 平面的 な 剛性の

偏在は 主 に 壁の偏在 に 起 因 す る も の で， ごみ焼却

施設では 比較的 よ く 見 ら れ る も の であ る 。 こ れに

対処す る に は ， 壁 を で き る か ぎ り バ ラ ン ス よ く 配

置す る こ と ， す な わ ち 水平 カ の作用位置 と こ れに

抵抗す る 耐震要素 の 剛性 の 中 心 (剛心) を で き る

だけ近づけ る よ う な 配慮 が必要で、あ る 。

ま た ， 通常の事務所 ビ ルの よ う な 整形 な建物 と

は 異 な り ， 床が吹 き 抜け て い た り ， 床の レ ベル差

があ っ た り す る た め， 地震に よ り 生 じ る 水平 力 を

床 を 介 し て 分散 さ せ る こ と が困難な場合 も あ る 。

こ の よ う な 場合は建物 を 複数の ゾー ン に 分割 し ，

各 ゾー ン 毎 に 水平 力 の作用位置 に 近 い と こ ろ に 耐

震要素 を 配置す る ( ゾーニ ン グ) 等の配慮が必要

と な る 。

上 に の べ た こ と は主 に 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造や鉄

骨鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造 を 念頭に お い た も の であ る

が， 鉄骨造の耐 震要素の ひ と つ であ る ブ レ ー ス (す

じ か い ) に つ い て も 同様 な こ と が言 え る 。 ブ レ ー

ス は ダ ク ト や配管 と の干渉 に よ り 比較 的 そ の 設け

ら れ る 位置が制約 さ れ る こ と が 多 い た め， プ ラ ン

ト 設計・者 と 建築設計者が協議 し て ， で き る だけ バ

ラ ン ス よ く 配置す る こ と が望 ま し い 。

鉄骨造は ご み焼却施設に お い て は 炉室や排方、 ス

処理室 を 覆 う 構造 と し て 用 い ら れ る 場合が多 く ，

一般的 な建物に 比較 し て 作用地震力 は 小 さ い。 し

か し ， 階高が通常の建物 に 比較 し て 高 い た め， 柱

や プ レ ー ス の座屈 に 対 し て 十分な配慮、が必要であ

る 。 なお鉄骨の場合 (鉄骨鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造の

都 市 清 掃
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鉄骨 も 含め て ) ， 柱梁接合部や柱脚部等の地工の 良

否が鉄骨全体の品質 を 決定す る 大 き な要因 と な る

の で， 鉄骨製作工場の選定に つ い て も 十分 な 注意

を 払 う べ き であ る 。

(2) 短柱化の防止

鉄筋 コ ン ク リ ー ト の壁の柱際に 開 口 を 設け る よ

う な場合に は ， 開 口 の上下 で壁が柱の水平移動 を

拘束す る た め可院長 さ が減少す る お そ れがあ る 。

ま た 梁の レ ベルが均一で、な い場合に も 一部の柱は

そ の長 さ が他の柱 に 比較 し て 短 く な る 。 こ の よ う

に短柱化 し た柱 は ， そ の水平剛性が他の柱に 比較

し て 大 き く な り ， そ こ に 地震カ が集 中 し ， そ の 形

状的特性か ら 脆'1百二 的 な破壊 を 生 じやす く な る 。

し た が っ て ， こ の よ う な柱 を 作 ら な い よ う な 配

慮 (例 え ば柱際に ド ア 開 口 な ど を 設け る 場合に は

柱側面 に 構造ス リ ッ ト を 設け る ， 機能上許す か ぎ

り 梁の レ ベ ル を 統一す る 等) が必要 と な る 。 機能

上の制約等か ら 短柱 と な ら ざ る を 得 な い場合に は ，

柱の脆性的な破壊 を 防 ぐ た め に 帯筋 の 量 を 増やす

等の配慮が必要で、あ る 。

(3) 棟の連結

工場棟 と 管理棟が分離 さ れて い る よ う な 場合に

こ れ を 渡 り 廊下でつ な ぐ 場合があ る 。 ま た ラ ン プ

ウ ェ イ の橋桁の端部 を 工場棟側 で支持す る 場合 も

あ る 。 敷地上の制約か ら 二つの建物あ る い は建物

と 煙突 を 隣接 し て 設け る 場合 も 考 え ら れ る 。 上記

の よ う な場合は， 構造物の振動性状の差違に よ っ

て連結部 に 過大 な 力 が生 じ な い よ う に ， 構造的に

独立 ま た は そ れに 近 い状態 に す る 必要があ る 。

こ の場合の ジ ョ イ ン 卜 部 を エ キ ス パ ン シ ョ ン ジ

ョ イ ン ト と い う が， こ の ジ ョ イ ン ト の幅 は 隣接す

る 建物の地震時の変位 を 考慮 し て ， 衝突等に よ る

損傷が生 じ な い よ う に 十分 な 寸法 を 碓保す る 必要

があ る 。 渡 り 廊下， ラ ン プウ ェ イ に つ い て は ， で

き る だけ建物に 隣接 し て 独立に 柱 を 設け る こ と が

望 ま し い が， 機能上の制約に よ り そ れが困難な場

合に は ， 地震時の水平方向 の移動 を 拘 束 し な い 可

動資 と す る こ と が望 ま し い 。 ひ と つ の建物で も 振

動性状 の 異 な る い く つかの部分で構成 さ れ る 場合

に は ， そ れ を つ な ぐ 構造部に つ い て は こ の種の配

慮、が必要で、あ る 。

(4) 鉛直方向地震力 に 対す る 配慮、
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現行の 耐震基準 では鉛直方向 の 震度 に 対 し て は

明確な規定 は 設け て い な い 。 し か し 今回 の震災 に

お い て ， 特に鉄筋 コ ン ク リ ー ト の柱の破壊に つ い

て ， 建物の上下方向 の振動に よ り 引 張力 が発生 し

た こ と に よ る 曲 げ (せん 断) 強度の低下や， 上下

動の柱内伝播に よ る 局 部 的 な 高軸 力 の発生がそ の

原 因 の ひ と つ と し て議論 さ れて い る 。 こ れに つ い

て は今後 さ ら に 検討が加 え ら れ る であ ろ う が， 特

に 大 ス パ ン の架橋で支持荷重が大 き い場合 (例 え

ば， 投入ス テ ー ジ の上部に 管理諸室等 を 設け た り

す る 場合等) に つ い て は ， 地震に 関す る 地域や地

盤の特性に 応 じ て 鉛直方 向 の地震動の影響 に 対 し

て梁の 曲 げ強 度 を 増す等の配慮、が必要で、あ ろ う 。

(5) 煙 突

現在 ごみ焼却施設の 煙突は 地震応答解析 を ベー

ス に 定め ら れ た 告示式 (56建告第1104号) に 基づ

い て 設計 き れて お り ， 今 回 の地震に よ っ て も 特に

大 き な被害は 見 ら れ な か っブこ 。 ごみ焼却施設の煙

突 で は 鉄筋 コ ン ク リ ー ト の 外筒 中 に鋼製 の 内筒 を

設け る 場合が一般的 であ り ， こ の場合は 耐震上問

題 は 少 な い 。 た だ し 小型の焼却施設な ど で散見 さ

れ る ラ イ ニ ン グ を 施 し た レ ン ガ積み形式の鉄筋 コ

ン ク リ ー ト 煙突の場合は， 長年の使用 に よ っ て コ

ン ク リ ー ト の劣化や 中性化が進行 し ， 地震時 に 必

要な耐力 が発揮で き な い こ と がお こ り う る の で，

熱応力 に よ る ひ び割れ防止 の た め 十分 な 配筋 量 を

碑保す る ， 煙突 内部の排7ゲ ス 圧 力 を極力 小 さ く す

る 等の 設計上の配慮が不可欠 であ る 。

(6) 地盤お よ び基礎構造

ごみ焼却施設は 山 間部の造成地や沿岸部の埋立

地に 多 く 立地 し て い る 。 こ れ ら の 人工地盤の近傍

に は斜面 ・ 擁壁 ・ 護岸 と い っ た 地盤の不連続部が

多 く 存在す る が， 地震時に お け る 地盤不連続部の

挙動は 十分に は解明 さ れて い な い 。 ま た ， 現状の

各種設計基準類 に お け る そ の安全性の照査方法に

つ い て も ， 実際の地震被害 を 教訓 と し て い な い の

が実状 であ る と 思 わ れ る 。 今 回 の震災 に お い て は，

護岸構造物に 滑動や沈下 と い っ た被害が数 多 く 発

生 し て お り ， そ の 影響 を 受 け た 護岸近 く の�蒋造物

では地盤の液状化 と 側方移動に 起 因 す る 被害が数

多 く 見 ら れ る 。 こ の被害パ タ ー ン の概要 を 図 2 に

示す。
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ごみ焼却施設を 含め一般の建物基礎の設計では，

地盤の液状化 に 関 し て は 十分に検討 さ れ て お り ，

地盤改良工事の実施や， 液状化 に 伴 う 地盤強度の

低減 を 考慮 し た 基礎の 設計法が用 い ら れて い る 。

し か し ， 現状の設計は地盤 を 建物の支持要素 と し

て の み考え て お り ， 地盤の側方移動 な ど に よ っ て

地盤か ら 作用 す る 外力 に つ い て は考慮、 さ れて い な

い こ と が多 い 。 今回 の震災の教訓| と し ， 側 方移動

や地滑 り が懸念 さ れ る 地盤 に 建設 さ れ る 建物 に 対

し て は ， 地盤の変形 を 外力 要素 と 考 え て 設計 に 反

映 さ せ る 必要があ ろ う 。

ま た ， ごみ焼却施設は投入ス テ ー ジ ・ ごみ ピ ッ

ト 等， そ の部位に よ っ て 基礎下回の深 き が大 き く

異 な る た め ， 杭長の不揃い， あ る い は 直接基礎 と

杭基礎の 混用 な ど， 基礎構造が一般の建物 に 比べ

複雑に な る のが通常 であ る 。 し た が っ て ， 各基礎

の荷重分担が異 な る こ と に な る こ と を 十分考慮 し

て 設計 し な け れば な ら な い 。 特 に ， 地震時の水平

荷重 に 対 し て は ， ごみ ピ ッ ト 等の地下部の抵抗 も

考慮 し て 設計す る こ と が望 ま し い 。

近年の地盤 ( 土質) 工学お よ び そ の解析技術の

向上に よ り ， 地盤の液状化 を 考慮 し た有限要素法

解析 な ど実際の地盤 ・ 構造物挙動 を 精度良 〈 シ ュ

ミ レ ー ト で き る 技術が開発 さ れて お り ， 実際の設

計 に 適用 さ れは じ め て い る 。 こ れ ら 地盤工学の先

端技術は今回の震災事例 の解析 に 適用 さ れ， 今後

の設計 に 有用 な デー タ を 示 し て く れ る であ ろ う 。

〈付〉 地盤の液状化

今 回 の震災 で被害原 因 の ひ と つ と し て ク ロ ー ズ

ア ッ プ さ れ た 液状化 に つ い て ， そ の発生 メ カ ニ ズ

ム と 対策 に つ い て概説す る 。

地下水に よ り 飽和 さ れ た 緩 い砂質土が地震時に

液状化 し ， 構造物に 大 き な 被害 を 与 え る こ と が広

〈 認識 さ れ始め た の は ， 昭和39年の新潟地震の後

で あ る 。 そ の後の調査の結果， こ の 液状化現象 は

過去の 大規模 な 地震の た びに 発生 し て お り ， こ の

発生地 点 は 沖積平野や埋立地に 集 中 し て い る こ と

が分か つ て き た 。 以 下 に 砂地盤の液状化現象の メ

カ ニ ズ ム を ， 地震時 の砂のせ ん 断変形， 砂粒子の

動 色 間 隙水圧 の変化等の観点 か ら 簡単 に 説明 す

る 。

一般に ， 固体はせん 断応力 を 加 え て も 体積が変
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図 2 地盤の液状化 ・ 側方流動 に よ る 被災 パ タ ー ン

せ 作 断一一 ー l
ト++++イ メいいいいず //'γ Á主主主主ア間 隙水十十+十十イ !rYがず体積収*if ，)):，XlよJ砂粒子平Y 1 1  11 rγγγマγ IYT入内γ

(1)初期状態 (2)液状ft (3)休積両五( ゆ る 詰めの飽和砂). 砂粒子の浮遊 密詰めの飽和砂)
図 3 せ ん断変形 に よ る 砂の 液状化の過程

化せず， 形状の み が変化す る と 考 え ら れて い る が，

砂の よ う な粒状体はせ ん 断応 力 を 加 え た 場合， 変

形の増加 と と も に 体積変化が生 じ る 。 こ の体積変

化に は砂の密度 (締め 固 ま り の 度合) が関係 し ，

密な状態 では体積が増加 し ， ゆ る 詰め の状 態 では

収縮す る 。 液状化は ， 後者のせ ん 断 に よ っ て体積

収縮す る 現象 に 起 因 す る も の であ る 。

図 3 は， ゆ る 詰め の飽和砂に 地震時のせ ん 断力

が作用 し た 場合に 生 ず る 液状化の過程 を モ デル化

し た も の であ る 。 ゆ る 詰め乾燥砂の場合 は 図 3 ( 1 )  

か ら (3)へ容易 に移行 し ， 体積収縮 を 起 こ す。 と こ
ろ が水 に よ っ て 飽和 さ れた砂は， 砂 中 の 間 隙水が

排 出 き れ な い と 体積収縮せず， そ の排 出 に は 時間

を 要す る 。 し た がっ て ， せ ん 断力 を 受け た飽和砂

は ， あ る 時 間 非排水状態 で等体積のせ ん 断変形 を

起 こ す こ と に な る 。 こ の 際， 砂粒子聞 の接触がは

ず さ れ， 砂粒子の重み は 間隙水に よ っ て支 え ら れ

て ， 図 3 (2)の状態 に な る 。 言 い 換 え れば， 地震時

に お い て は ぽ非排水状態 で繰 り 返 し せ ん 断変形 を

う け る た め， 間 隙水圧が上昇 し ， そ れに 伴 っ て砂

粒子聞の接触 力 (有効応力) が減少す る 。 最終的

に 砂粒子 は 間 隙水の 中 で浮遊 し ， 液状状態 を 呈す

る 。 こ の現象が砂地盤の液状化であ る 。

こ の液状化の 発生 メ カ ニ ズ ム を 踏 ま え ， 液状化

を 防止す る 対策 を と り あ げ る と ， 図 4 に 示 す よ う
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図 4 地盤の液状化 を 防止 す る 方法
( 末絞 ・ 育 児 ・ 佐 々 木， 地盤の液状化 7 ， 液状化被害 を 軽減す
る た めの対策， 土 と 基礎， Vol. 30， No. 4 ，  pp. 7 1 - 79， 1982 
に加筆)

に 地盤の性質 を 変 え よ う と す る も の と ， 応 力 ・ 変

形条件 を 変 え よ う と す る も の と に分け ら れ る 。 表

1 に 代表的 な 液状化対策工法 を 一覧 と し て示す。

3 . プ ラ ン ト 設備機器

3 . 1 耐震設計 に つ い て

プ ラ ン ト 設備機器に 対 し て は 法律で規定 さ れた

明確な耐震設計法は現在 な い 。 建築設備に お い て

は 「建築設備耐震設計施工指針」 が規定 さ れて い

る 。 プ ラ ン ト 設備機器に つ い て は ， ごみ処理施設

構造指針に お い て ， 耐震設計は そ の 重要度や危険

度に 応 じ て適切 な も の と す る よ う に 書カ通 れて い る 。

重要度や危険度 に 応 じ た 耐震設計 と し て は ， 火

力 発電所の整備 に 関 す る 耐震設計基準があ り ， 設

備 ご と に 設計震度 を 決め て い る 。 ま た ， 今後の耐

震対策 に 関 し て， そ の重要度に 応 じ て ク ラ ス分け

を行い， 耐震強度 を 決め る こ と が望 ま し い と さ れ

て い る 。

- ク ラ ス A

そ の機探の機能喪失 ま た は破損が汽力発電所の

二次的被害 を 生 じ さ せ， 一般公衆の被災 あ る い は

機器の安全操作に 支障 と な る も の。

第48巻 第207号 ( 平成 7 年 8 月 )

例 目 燃料 タ ン ク お よ び配管， 非常用電源装置， 消

火 設備 等

・ ク ラ ス B

そ の機器の機能喪失 ま た は 破損が汽力 発電所の

復 旧 に 大 き な 影響 を 及ぼす も の。

例 ボ イ ラ 本体お よ び鉄骨， タ ー ビ ン ， 発電機，

主要配管類等

- ク ラ ス C

上記 ク ラ ス A， B以外の も の で， 機器の破損があ

っ て も 復 旧 が比較的容易 であ り ， 特 に 震性 を 考慮、

す る 必要の な い も の。

ご み 焼却施設に お い て ， ク ラ ス A， B に 該 当 す る

最重要大型機器で あ る 炉体 ・ ボ イ ラ ー鉄骨 に つ い

て は ， 従来は 旧耐震設計法 に 倣 っ た 水平地震係数

K = 0 . 2 - 0 . 3 に て 設計 さ れ て お り ， 架構は 建屋 と

独 立 し て 自 立 さ せ た 構造 と し て い る 。

火 力 発電所の耐震設計指針 (JEAG-3605-1991)

では， 一般的に 震度法 と し て 下 記式が も ち い ら れ

て い る 。

Kn = 0 . 15 X  11] X め X 1-'.l X V4 

( た だ し ， 0 . 2未満の場合 は 0 . 2 と す る )

Vl ' 地域別補正係数 (最大l . 0)

1品 ' 地盤別補正係数 (最大2 . 0)

1屯 . 重要度係数 (最大2 . 0， ボ イ ラ ー の場合は 一律

0 . 65) 

V4 . 設置位置 に よ る 補正係数 ( l6m以下 は l . 0， 16 

m を 超 え る 場合 は 0 . 0125h + 0 . 8)

し た が っ て 一般的に は K = 0 . 2 で良 い が， 0 . 3 ま で

と る こ と があ る 。

最近の設計に お い て は ， 建築の新耐 震設計法に

{放 っ た 高 さ 方 向の地震層せ ん 断力 係数分布 を 使用

し て 1 次設計 ・ 2 次設計 を 実施す る 例 も 出 て き て

い る 。 さ ら に ， 炉休 ・ ボ イ ラ ー鉄骨のみ で な く ，

集 じ ん器 ・ コ ン デン サ 一 等 の 大型重量機器に つ い

て も 1 次設計 ・ 2 次設計の対象 と し て い る ケ ー

ス も あ る 。

ク ラ ス C に 該 当 す る 一般 プ ラ ン ト 機器に つ い て

は ， 一般的 に は水平地震係数 K = 0 . 2 - 0 . 3 に て 設

計 し て い る 。 最近の 設計例 では， 建築の新耐震設

計法に お け る 地震層せ ん 断力 係数 を 用 い て 各階の

機器に 作用 す る 水平力 を も と め， こ れに 基づい て

設計 を お こ な っ た ケー ス も あ る 。
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3 ・ 2 ごみ焼却施設の施設計画上の留意点

阪神 ・ 淡路大震災 に お い て ， ごみ焼却施設のプ

ラ ン ト 機器に 大 き な被害がみ ら れ な か っ た こ と か

ら ， 耐 震設計の考 え 方 を 大 き く 変更す る 必要性は

あ ま り な い も の と 思 わ れ る 。 た だ， 施設計画上留

意す る 必要があ る と 考 え ら れ る 項 目 がい く つ か あ

表 1 液状化対策工法の一覧

開、 f型 工 法 名 i直iflJ 深 度 作I 要 ヰUQ へ の 彩 1�:; そ グ〕 他

締 め 国 め サ ン ド コ ン GL-35 m 創刊 ケ ン ン ク を 地 中 に rt 八 さ せ， 出量 白 . lkJJ}J が 大 き い 。 そ 制111 粒 力、 合 布 t芋25 - 30 % f'EI支 ま での

/ \ ク シ ョ ン 位}!r 引 き 抜 き 時 に 砂 を 圧 入 し て 締 め 回 のf'!1立 は 施工機械に 応 じ I也 慌 に 対 し て 締め 固 め効 果 が 大 き

ハ イ ル工法 め た 砂杭 を 打� L ， 同 時 に 周 辺地 て 異 な る 。 L 、 。

般 を 1ftlJ 方 に 締め 固 め る 。 N 値 は 25 - 30払』皮 ま で増 加 。

持i![f}J j辛工法 GL-20 m ロ ソ ド の jl，，'Ú}JI王 入 と . 地表 面 か り サ ン ド コ ン / \ ク ン ヨ ン ノ ￡ 判111主 分 含 有率 1 5 - 20%程度 ま での

紅白: の裕i給材 の 充填 に よ り 地主主 を 締め イ ル工 法 よ り は や や 少 な 地盤に 対 し て 締め 回 め効 果 か 大 き L 、。

固 め る 。 L 、 が司 自重青 . lk，Jj]iJ があ る 。 N fi直 は 1 5 - 20起度 ま で増加。

ノ 、 イ フ ロ フ GL-20 m fI品心 1i:j重 を 内 峨 し た 振動 体 に よ る 他 の 締 め 固 め に よ る 工法 判11 10{( 分 含 有「ヰ 1 5 - 20%行 皮 ま での

ロ ア ン り)主 水 平 jk，Jj]iJ と 先端 ノ ズ jレか ら の 射 /J， と 比較 し て 綴 音 ・ 振動が 地 位 に 士、l し て 締め 固 め効 果 が 大 き

ヨ / 工法 に よ っ て 周 閉 の I也 慌 を 回 め ， 間 1:京 少 な い 。 L 、

に 補給付 を ずじj員 す る 。 N fl直は 15 - 20砧:度 ま で J首力1I。

重錘落下工 GL- 1 0 m  10-30t l の 重錘 を 自 由 落下 さ せ， 振動 ・ i面唱さが大 き い 。 細川』 分 が 多 い場合に 締め 回 めが 困
法 fÆ.Ji 衝撃荷重 で地盤 を 締め 固 め る 。 難 に な る 。

|剖 i涼 水 圧 グ ラ ベ Yレ ド GL-20 III ケ ー ン ン ク を 所定 の 位置 ま で ri 人 少 な い 。 締め 固 め に よ る 対 策工法 の 適 用 が

iì�j 散 レ ン 工法 位!支 さ せ た 後 ， 砕石 を 入れ， ケ ー ン ン グ 困 難 な 場合 に 用 い ら れ る こ と が 多

を 抜 き 取 り 伴石 ノ て イ ノレ を 造 る つ 件 い 。 細粒分含有 率 が大 き し 低透

イ了 パ イ ル に よ り 地� 刊 の過剰 |甘1 1:五 水悼の地主主 に は 適 用 が 困難。

水 !ミt を dit-�す る 。

排 水機能付 イしあ き の 杭 を 地 税 ' 1' に 打 設 し ， 液 施工法に よ リ 騒音 ・ 振動 杭に よ り 浮 き 上 り お よ び 沈下 防 止
ιT凡L IJ;.化 対 策 を 行 う 。 カずあ る 。 効 果 が期待で き る 。

凶 粘 深層 似合処 GL-30 III 地盤 に セ メ ン ト 等の安定 材 を 撹件 j な L 、 。 J赤土等のlC 恒生物 下音1\の地盤 に 液状

理工法 f'El主 . ，見 合 し て 凶 {じす る 。 地盤 全体 を 化 の 可能性 が あ る 場合 に も ， そ の

出l 化 さ せ る 全 面 改良 と �t状等 に 改 周 囲 に 改良 壁 を 設け る こ と に よ り ，

良 す る 部分 改 良 が あ る 。 液状化対策が で き る 。

事前混合処 出JL土砂に 事lìíj に セ メ ン ト 等 の安 安定付 の 出合 さ れ た 土砂 足止 と 同 時 に 液状 化 対 策 が行 え る

理工法 定 材 を 添加 {見合 し て お き 足立 を 行 を 水 中 投下 す る た め、 水 の で ， 施工期 間 が組織 で き ， ま た ，

う 。 そ の た め ， 煙立{去 の 液 状 化 対 質管理が必要。 大 量 に 処f里 で き る 。

策が不用 と な る 。

置 J集 2互換工法 GL- 5 m 液状化 の flJ 能 性 の あ る 地盤 を 液状 侃 141j j二 の 処分が必要。 管理 さ れ た 材 料で対象断面 を 置 き

w�. 化 し な い 材料 で 置 き 換 え る 。 換 え る た め， 施工が維実 で あ る 。

地下 水位 デ ィ ー プ ウ 1 5 -2 0  m 液状化対策地盤の 周 闘 を 矢板等の 地下 水 位低 下 に 伴 う 周 辺 既設構造物の ド 部 に 適用 で き る 。

低下 二c !レ工法 経!立 の 水 止 水 壁 で 固 い 、 デ ィ ー プ ウ ェ ル で べの 影響 お よ び地盤の圧 ラ ン ニ ン グ コ ス ト がか か る 。

位低下 地下 水 位 を 下 げ る 。 省沈下 に 伍意。 透 水 性 に 不維 実 さ が あ る 。

せ ん 断 変 形 連 続 地 中 盤 液状化の可能性の あ る 地盤 を 地 中 少 な い 。 液状化 し た 周 辺地盤か ら 過剰] 間 隙

JJII市IJ 工法 �tf で 図 み . )也y長時のせ ん 附I変 形 を 水!王の伝f需 も 阻止 で き る 。

jlll制 し ， 液状化防止 を 図 る 。

プ レ ロ ー ド }畑点t 土 1点土中品 と j議 土 に よ る プ レ ロ ド を 地位 に 与 少 な い 。 荷量分散があ る の て: 地位 中 に 伝

の 関 係 え ， 過 圧 密 に す る 。 J蓄 さ れ る 応 力 の 算定 を 行 っ て お く 。

デ ィ ー ブ ウ 1 5 - 20 m  一 度 ， 液状化対策地盤 の 地 下 水 位 地下 水 位低 下 に 伴 う 周 辺 日f設七時造物の下部 に 適用 で き る 。

ェ ル工法 程 度 の 水 を 下 げ、 そ の 後 回 復 さ せ る 。 へ の 影響 お よ び地般の圧 透 水 性 に 不侃笑 さ が あ る 。

位低下 密沈下 に i壬怠。
機造的対 策， {')L 基 日立 液状化 が発生 し で も 耐 え ら れ る よ 少 な い 。

そ の 他 う に 杭 の 強 度 を 大 き く す る 。

ン ー 卜 パ イ 地盤 を ン ー ト パ イ ル で 聞 い 液状 化 ン ト パ イ ル打設l時 に 騒 液状 化 し た 周 辺 地盤か ら の 過剰l問

ノレ 後 のせ ん 断変 形 を 抑制 す る 。 音 ・ 拓、動があ る 。 1;* 水圧 の {云婦 も 阻 止 で き る 。
こ ま 型基従 こ ま の 形 を し た ブ ロ ッ ク を I也f誌 に 少 な い 。 家屋 な とe の 小 J�I� の建築物に 適用 さ

政 き 直接 基躍を と し て 則 い る 。 れ て い る 。

「埋立地の液状化ハ ン ド ブ ソ ク J ( ( 財 ) 沿岸 開 発 技術セ ン タ ー 刊 ) pp.119よ り

48 ( 366)  都 市 清 掃



今後の施設計画上の留意点 ( こみ焼却施設)

る の で， 次項に 記載す る 。

1 ) 配管 ・ 夕、、 ク ト の支持接続に つ い て

配管 ・ ダ ク ト 等 に 被害があ っ た 箇所は， 複数の

支持点 (基礎) 聞 の揺 れが大 き く 異 な る 部分お よ

び 自 身の荷重が引 張力 と し て働 い た場合 な ど に 発

生 し て い る 。 し た が っ て ， 建屋か ら 出 た 部分の埋

設管や揺れが著 し く 異 な る と 予想 さ れ る 部分での

伸縮継手やブ ラ ケ ッ ト ， サ ポー ト 等 に つ い て は揺

れ を 考慮 し た 設計が必要であ る 。

2 ) 保安設備 に つ い て

ごみ処理施設構造指針で は， 震災等に お け る 二

次災害の防止 と し て 保安距離， 保有空地等の確保

と と も に ， 震災等に お け る 二次災害 を 防止す る た

め に は ， ご み の供給お よ び燃焼 を停止 さ せ る こ と

が重要で、あ る と な っ て い る 。 通常， 緊急かつ安全

に停止 さ せ る 緊急停止 シ ス テ ム ， イ ン タ ー ロ ッ ク

シ ス テ ム 等 を 考慮、 し て い る が， 地震感知装置 を 組

み合わせ て い る の は ， 普通は か、 ス バーナー装置だ

け であ る 。 今後， 地震感知 に よ る 焼却炉お よ びア

ン モ ニ ア 等の薬 品類の停止等に つ い て イ ン タ ー ロ

ッ ク シ ス テ ム を 確立す る 必要があ る も の と 考 え ら

れ る 。

3 ) 非常用 発電設備 に つ い て

停電の場合の保安電力 を 確保す る 目 的 で設置 さ

れ る 非常用発電設備 に つ い て は ， 容量が大 き い場

合 (300kVA程度 以上) ， 冷却水が不要で、地震に 強

い ガ ス タ ー ビ ン が有利 であ る と 考 え ら れ る 。 長期

の停電 を 考慮す る 場合， 地下式燃料 タ ン ク か ら の

補給 ラ イ ン の確保 も 必要で、あ ろ う 。

4 ) 断水に つ い て

短期的 な 断水に つ い て は ， 水槽の容量に 配慮 さ
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れて い る 。 長期的 な 断水対策 と し て は ， 緊急時用

の井戸 の設置が考 え ら れ る 。

4 . お わ り に

一般的 に ， ごみ焼却施 設 は 耐震性に優れ た構造

特性 を 有 し て い る 。 立地地盤の 強度が十分で、あ れ

ば， 従来の耐震設計の理念 を 理解 し て ， 適切 な 設

計 ・ 施工 を 行 う こ と に よ り ， 大規模地震 に 対 し て

も 十分 な 耐 震性 を 確保 で き る も の と 考 え ら れ る 。

地震時の地盤の挙動 (液状化， 側 方移動， 地滑

り ) の予測 は 難 し い 面 も 多 い が， 施設計画 に お い

て は 立地地盤 を 十分 に 調査 し ， 経済性 も 考慮 し た

最適な 設計 ・ 施工が行わ れ る 必要があ る 。 い ず れ

に し て も ， 地震時の地盤の挙動 に 対応 し た 明確 な

設計 ・ 施工基準がイ確立 さ れ る 必要があ り ， 建築学

会 ・ 土木学会の今後の動 向 を 見守 り た い 。
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最終処分場の被害 と 施設計画上の課題

は じ め に

今 回 の 阪神 ・ 淡路大震災 に お い て一 時 に 大量 に

発生 し た 震災廃棄物 は ， 復興の た め に 迅速 な 処理

が望 ま れて お り ， 一時保管の た め の機能 も 含め て ，

最終処分場が な く て は処理で き な い こ と を 改め て

見せつ け た 。 幸 い 阪神 ・ 淡路地域に お け る 最終処

分場は ， い ず れ も 処分に 支障があ る よ う な 重 大 な

被害が な く ， 震災廃棄物 を 受け 入れ可能で、あ っ た

が， 軽微 と は い え 若干施設に 損傷等が生 じ て い た 。

そ こ で， 本稿では， 今回の震災 に よ る 最終処分

場の被害の発生状況 を 概観 し ， こ れ を 踏 ま え た 施

設計画上の 留 意点 を 述べ る 。

1 . 最 終処分場の被害の概要

1 ・ 1 阪神 ・ 淡路地区に お け る 最終処分場の分

布

尼崎市以西及 び明石市以東の地域， な ら びに 淡

路島の震災被災地域内 に は ， 23か所の廃棄物最終

処分場が存在す る 。 こ れ ら は， 図 1 に 示す よ う に ，

神戸市周 辺 で は ， 今回の震災の起震断層 と 言 わ れ

て い る 野 島 断 層 や 六 甲 断層系， ま た は 震度 7 の地

域な ど震災被害が甚大で、あ っ た 臨海部 に 位置す る

も の は ほ と ん ど な く ， 尼崎市 の 臨海部 を 除 い て ，

有 馬 高槻構造線の 北側， な ら び、に 六 甲 断層 系か

ら 西側 に 離れ た 地域に分布 し て い る 。 ま た ， 淡路

島 では， 野 島 断層 及 び震度 ? の地域に は 該 当 し て

い な カミ っ た 。

図 2 に 余震 の分布 を 示すが， 北側 の余震は有馬

* 八千代エ ン ジ ニヤ リ ン グ側者11市施設部
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図 1 阪神 ・ 淡路地域 に お け る 最終処分場の分布1 )

。 0 " 祖 。。 M � 0 . 2 9 。

一高槻構造線 を 境 と し て い る こ と が読み取れ る 。

ま た ， 六 甲 断層 系 と 野鳥断層 ・ 仮屋断層 な ど が起

震断層 と な っ て い る こ と がわ か る 。 淡路島 を 除 い

て ， こ れ ら 起震断層 か ら 離れた位置 に 最終処分場

が存在 し て い た こ と は 幸 い であ っ た と い え る 。

1 . 2 被害の地域分布 と 施設別 の状況

今 回 の震災 に お い て ， 阪神 ・ 淡路地域の最終処
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最終処分場の被害 と 施設計画上の課題

分場 で は ， い ず れ も 貯留構造物の倒壊， 浸 出水処

理施設や管理棟の全壊 と い っ た 重大な震災被害は

認め ら れな か っ た 。 そ の結果， 一部補修等 を 要す

る も の の， 本来の処分機能に は 支 障 な く 廃棄物の

受け 入れが継続 さ れて い る 。

被害の発生状況 を 地域別 に み る と ， 震源の 北部

地域では， 浸出水処理施設の配管の破断が最 も 大

き な被害であ り ， そ の他カ、、 ス 抜 き 縦 き ょ の 転倒，

コ ン ク リ ー ト 製貯水池のへア ー ク ラ ッ ク と い っ た

程度の被害状況であ っ た 。 ま た ， 大阪市寄 り の震

源東部， 明石市寄 り の西部及 び淡路 島 に お い て は ，

道路舗装の ク ラ ッ ク と い っ た 軽微 な被害が確認 さ

れた の み であ っ た 。 今回 の起震断層の一つ であ る

野 島 断層 に 近 い 処分場で被害がほ と ん ど な か っ た

の は ， い ず れ も 擁壁や水処理施設等 コ ン ク リ ー ト

構造物がな か っ た こ と ， 土堰堤 も 小規模で、， かっ

設置か ら 長期|聞 を 経て安定 し て い た こ と 等， 構造

的 に 地震に 強か っ た た め と 考 え ら れ る 。 ま た ， 有

馬一高槻構造線以北や淡路島 南部の最終処分場で

は全 く 被害がな か っ た 。 図 2 に 示 し た余震分布か

ら も 明 ら か な よ う に ， 有馬 高槻構造線が余震の

境界 と な っ て い る こ と に よ る も の と 推定 さ れ る 。

淡路島南部 も 同様 に ， 余震の分布域か ら 離れて い

る こ と か ら 被害がな か っ た も の と 推定 さ れ る 。

施設別 に み た 被害の状況は以下の と お り であ る 0

. 貯留構造物

貯留構造物の被害は， 目 地部の ズ レ な ど軽微な

も の であ り ， 目 地の補修等の措置で、止水性 を 確保
すれば十分対 処 で き る も の であ っ た。 土堰:堤の ク

ラ ッ ク に つ い て も ， 土堰堤表面の表層滑 り に よ る

も の であ り ， i lJÆ:堤の倒壊 な ど に つ な が る 大規模 な

も の では な か っ た (写真 1 ) 。

- 道 路

最 も 多 く み ら れ た 被害が搬入路， 管理道路及 び

場 内 道路の舗装面の ク ラ ッ ク であ っ た (写真 2 ) 。

こ の ク ラ ッ ク に つ い て は ， 盛土部等 の 弱部以外

に， ト ラ ッ ク ス ケー ルや橋梁 と の接合部 な ど構造

的 な 変化部で発生 し て い た。

・ 浸 出 水処理施設

一部の最終処分場 では， 浸 出水処理施設の薬注

配管や 送風配管が埋設部 で破断 し て い た ( 写 真

3 ) 。 こ れは コ ン ク リ ー ト 構造物 と 地盤の密度が大
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写真 1 土壇堤天端の表層滑 り に よ る ク ラ ッ ク
(幅10cm， 高 き 20cm程度の亀裂で， 腐棄物面 に は 及 ん でい な い )

道路舗装置の ク ラ ッ ク (補修済)
( 'lli土 と 切土の境界に 沿 っ て 亀裂が生 じ て い る )

写真 3 水処理施設配管の破断

( 約 5 聞の ズ レ が生 じ て い る )

き く 異 な る ため， 地震に よ る 挙動 に 相違があ り ，

結果 と し て 両者の接続部が破断 し た も の と 想定 さ

れ る 。 ま た， 活性炭吸着塔の基礎部や水槽 と ス ラ

ブの境界 な ど， 構造的 な変化部 な ど に も 一部 ク ラ
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ッ ク が発生 し て い た 。 被害時期が冬季であ っ た た

め， 浸 出水量がほ と ん ど な く ， 補修が終了 す る ま

での 聞 は ， 調整池等に 貯留 し て 対応 し て い た。

管理棟等建築物

管理棟等の建築物は ， 震源地に 比較的近 い一部

の処分場で壁面 に へ ア ー ク ラ ッ ク が発生 し て い た

が， 他の処分場では被害 は な か っ た 。

2 . 施設計画上の留意点

こ こ では ， 前述 し た被害の状況 を 踏 ま え て， 筆

者 ら が感 じ た 施設計画上の留意点 に つ い て 述べ る 。

2 ・ 1 適地選定時の配慮、

軽微な が ら 被害 を 生 じ た 地域は， 被災地東部の

臨海部， 淡路 島 北部及び神戸市西部地域であ り ，

六 甲 山地の北側 で有馬一高槻構造線 よ り 北側 の 地

域 と 淡路島南部では被害が生 じ て い な い。 図 2 に

示 し た 余震分布 で明 ら か な よ う に ， 今 回 の 地震が

野 島 断層や六甲 断層系が動 い た こ と に よ る も の と

考 え ら れて お り ， こ れ ら 断層沿い の余震は， 北部

で直交す る 有 馬 高槻構造線以南に 限 ら れて い る 。

す な わ ち ， 擁壁等 コ ン ク リ ー ト 構造物の有無な

ど処分場の構造の違い があ る の で， 一概に は 言 え

な い が， こ の よ う な 起震断層 に 近接 し て い る 処分

場に 被害が生 じ た傾 向 は 認め ら れ る の で， 最終処

分場の位置選定に あ た っ て は ， 活断層等の地質的

弱部 を 避け る こ と が重要で、あ る こ と を ， い ま さ ら

な が ら 提起 し て い る と い え よ う 。

2 ・ 2 貯留構造物の留意点

地震に よ っ て 擁壁等 コ ン ク リ ー ト 構造物に 生 じ

る 被害は移動 と こ れに よ る 目 地の ず れ， 転倒等が，

土構造物に 生 じ る 被害 は 滑 り な どが あ る 。 擁壁 自

体の し ゃ 水性 を 期待 し て い る 埋立地では， 擁壁の

移動は 目 地部 の止水板の損傷 を 招 い た り ， 地盤 と

の 境 界に ク ラ ッ ク を 生 じ る 可能性があ り ， し ゃ 水

性の確保の観点か ら 考 え る と ， あ る 程度の移動に

追随で き る シ ー ト 等の フ レ キ シ ブル な 素 材 に よ る

止水 も 併せ て考慮すべ き であ ろ う 。

ま た ， コ ン ク リ ー ト 構造物は密度が大 き し 地

震に よ っ て 地 山 と は 異 な る 挙動 を 示す と と も に ，

経時的 な 強度増加 がな い が， 土構造物 は 周 辺地山

と ほ と ん ど一体的 に 挙動す る と と も に ， 地盤が安
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写 真 4 し ゃ 氷工固定工の損傷
( 縁石， 固 定工に 亀裂が生 じ て い る が， し ゃ 水 シ ー ト 無損傷 )

定す る に つ れ て 強度増加が期待で、 き る 。 今 回 の 震

災地域 は 比較的時間 の経過 し た 土堰堤が多か っ た

こ と も 被害が少 な か っ た 原 因 と い え る の では な か

ろ う か。

な お ， 貯留構造物の 設計は， 埋立廃棄物の単位

体積重量， 埋立地内水位， 内部摩擦角 ， 埋立高 さ

な ど の 条件 を 設定 し て 行 わ れて い る が， 埋立廃棄

物の性状は 千差万別 であ り ， 設計条件 と 現実の廃

棄物の性状や 内部水位等に 相違が生 じ や す い 。 し

た が っ て ， 埋立段階に お い て も ， 廃棄物の 力 学 的

性質の確認 も 含め て ， こ れ ら 設計条件 を 十分配慮

し た 管理が重要で、あ る 。

2 . 3  し ゃ 水工の留意点

し ゃ 水 シ ー ト は 100%以上の伸 び を 有す る も の

が 多 く ， 埋立地の道路や底部地盤に ク ラ ッ ク が発

生 し た 場合に も ， そ の ク ラ ッ ク のl隔は数cm程度 で

あ り ， シ ー ト そ の も の は 損傷 を 受け に く い と い え

る (写真 4 ) 。 し か し ， 擁壁等重量構造物の接合部

は ， 地震に よ る 挙動の差に よ り 大 き な 引 張 力 が働

く の で， シ ー ト の伸 び を 抑制す る よ う な カ が働 き

や す い 場所， 例 え ば埋立廃棄物の荷重が大 き い底

盤部や擁壁の 目 地部 を 横 断す る シ ー ト 固 定部 な ど

が弱部 と な り やす い と い え る 。 こ の よ う な場所は，

緩衝材 を 用 い た り ， 接合部 を 地上に 露出 さ せ て 補

修 を 容易 に す る な ど の 配慮、が必要で、あ ろ う 。

ま た ， グ ラ ウ ト や矢板等に よ る 鉛直 し ゃ 水工の

場合は ， 地 中 深 く に 埋設 し で あ る た め， 地盤 と 一

体 的 な 挙動 を す る こ と が 多 く ， 被害は 発生 し に く

い (今回 の震災 では ， 従来安全性が高 い と 言 わ れ
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最終処分場の被害 と 施設計画上の課題

て い た 地下鉄 も 被害 を 受 け た が， 鉛直 し ゃ 水工 と

は構造， 規模等か ら み て 同一視す る の は 早計であ

る ) と 考 え ら れ る 。 し か し ， 断層 が存在 し て横 ず

れ を 生 じ れば， たやす く 鉛直 し ゃ 水工は 損傷す る

の で， 前述 し た よ う に 立地場所の選定が重要で、あ

る 。 な お ， 矢板は 継手部の止水性が し ゃ 水工全体

の 止水性 を 左右 し て お り ， 長大な 延長 を 有す る よ

う な場合は ， 場所に よ る 挙動の相違に よ っ て 継手

部の損傷が発生 し やす い と 考 え ら れ る の で， 留意

す る 必要があ る 。

2 ・ 4 水処理施設の留意点

水処理施設は， 多数の設備， 制御機器が接地 さ

れて お り ， ま た ， 多数の 配管が縦横 に 走 っ て い る 。

各種設備や制御機器 は 土台 に 固 定 さ れ て お り ， 今

回の震災 で も 転倒す る こ と は な か っ た 。 一部制御

機器は 十分 な 固定がな く 移動 し た も の も あ っ た が，

こ れは 固 定措置 を と る こ と で十分対応 で き る も の

であ る 。 一方， 建屋内 の配管は 特 に 被害 は な か っ

た も の の ， 地 中 埋設部 と の境界で多 く 破断 し て い

た。 こ れは 前述 し た よ う に ， コ ン ク リ ー ト 構造物

と 地盤の挙動の相違に よ っ て ， 埋設部境界の管に

大 き な 力 が働 い た も の と 考 え ら れ る 。 し た が っ て，

こ の よ う な場所に は ， フ レ キ シ ブル管 ま た は フ レ

キ シ ブル ジ ョ イ ン ト を 用 い て お け ば， 比較的被害

を低減 で き た と 考 え ら れ る 。

ま た ， 水処理施設内部 に お い て も ， 水槽の く 体

な ど コ ン ク リ ー ト の厚 い部分 と 逆に 薄 い 部分の境

界 も ク ラ ッ ク が発生 し やす い と 考 え ら れ る の で，

施設内部 と い え ど も 注意が必要で、あ る 。

2 ・ 5 道路等の留意点

今 回 の震災 で最 も 眼に つ い た被害は， 道路の ク

ラ ッ ク であ っ た 。 道路の ク ラ ッ ク は ， 数cm以下 で

あ れば運営に 大 き な支障は な く ， 実際今 回 の震災

で も ク ラ ッ ク が生 じ た ま ま 廃棄物 を 受け 入れて い

た処分場 も 多数あ っ た。

ク ラ ッ ク が発 生 し や す い 場所 は ， 盛土部や切

士 ・ 盛土の境界部 な ど の他， 地質的 な 弱部， 埋設

物存在箇所 な ど が考 え ら れ る 。 土量ノ〈 ラ ン ス や施

設配置等の面か ら ， こ れ ら の点 を 全 て 回避す る こ

と は 困難で、あ る が， 高盛土の 回 避や盛土部の地下

水の適正な排除等， 被害 を 増大 さ せ な い 配慮 は 必

要であ ろ う 。
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な お ， 震災発生後は ， 震災廃棄物が一 時 に 大量

に 搬入 さ れ る 。 こ の た め， 数時間 も 受け付け待ち

が生 じ て ， 近隣道路が渋滞す る こ と があ り う る 。

ま た ， ク ラ ッ ク 等 で道路が片側通行に な れば， 交

通混雑は き ら に 輪 を か け て 深刻 と な る 。 し た がっ

て ， 大量の震災廃棄物が搬入 さ れ る 大都市では，

公道か ら の専用 道路距離 を 長 く し た り ， 緊急時に

複数の通行路が確保 で き る よ う な 道路計画 な ど に

も 配慮、が望 ま れ る 。

2 ・ 6 ヵース 抜 き 施設

カ、、ス 抜 き 施設は， 埋立地 中 央部 に 配置 し て あ る

竪 型 ガス 抜 き 管 (布団か ご と 有孔管な ど の組み合

わせ) と ， 法面 に 沿わ せ た 法面ガ ス 抜 き 管 (蛇か

ご と 有孔管の組み合わせ) があ る 。 竪型力、 ス 抜 き

管は， 埋立の進捗に 応 じ て 随時継 ぎ足 し て い く 場

合がほ と ん ど であ り ， 埋立造成面か ら 高 く て も 数

m 突 出 し て い る 程度 で あ る の で， こ れが転倒 し で

も 被害は 大 き く な い。 し か し ， 法面 ガ ス 抜 き 管は，

埋立 当 初か ら シ ー ト 上 に 沿 わ せ て 十数m も 設置 し

て あ る こ と も 多 い の で， こ れが地震に よ り 転倒す

る と ， 最悪の場合 は 下部の シ ー ト を 損傷す る こ と

が考 え ら れ る 。 し た が っ て， 法面ガ ス 抜 き 管 も ，

埋立の進捗に 応 じ て 随時継 ぎ足す よ う に す る こ と

が必要で、あ ろ う 。

2 ・ 7 そ の他

今 回 の震災 に お い て も ， 臨海部の埋立地 に お い

て 液状化現象に よ る 被害が発生 し た 。 液状化は砂

地盤 な ど粉径が比較的均一 な地盤に 生 じ やす く ，

廃棄物の よ う な 粒径や形状が複雑 な場合は 液状化

し に く い と 言 え る が， な か で も 汚泥の焼却残j査 の

よ う に砂 と 同様な近似 し た 形状の場合は， 液状化

を 起 こ し やす い 。 近年， 中 間処理や再資源化が進

展 し て ， 埋立物の形状が均質化す る 方 向 に あ る の

で， 跡地利用 な ど は 十分留意す る 必要があ る 。

3 . お わ り に

筆者 ら 技術者は， と も すれば構造物に よ っ て 自

然 を 制御 し よ う と 考 え が ち であ る が， 今 回 の震災

に よ る 被害状況 を 見聞す る と ， 改め て 自 然 の 力 を

ま ざ ま ざ と 見せ ら れ た 思 い がす る 。 幸 い に し て，

最終処分場に 関す る 今 回 の震災被害 は 軽微 な も の
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であ っ た が， こ れは 立地位置や埋立廃棄物の 力 学

的特性に 助 け ら れ た 而があ り ， 今後 と も 地震 に 対

す る 安全性 を 十二分に 有す る と 断言す る こ と は 早

計であ ろ う 。 ま た ， 貯留構造物等の施設は地震 を

配慮 し た 設計ーがな さ れ て い て も ， 最終処分場 に 特

有 な 技術分野及 び施設 を 総合的 に み た 地震への配

慮 も 重要 と な ろ う 。 今 回 の震災 を 糧 と し て， よ り

安全な最終処分場 を 目 指 し て い か な け ればな ら な

い こ と は 言 う ま で も な く ， 本稿がそ の一助 と な れ

ば幸 い で あ る 。

参 考 文 献
1 ) 活断層研究会編， 新編 日 本の活断層 (平成 3 年) ， 東京

大学出版会， 及 び朝 日 新聞記事か ら 作成
2 ) 東原， 兵庫県南部地震の地震動， 平成 7 年度東京大学

工学セ ミ ナー 兵庫県南部地震一被筈報告， 検証， 教訓
一， 平成 7 年 6 月 19 日 ， 財団法人総合研究奨励会

"川"川川"川川"川川"川川"川川11川川"川"川"川川"川"川川"川川"川川"川川"川川11川川|川川"川川"川川11川川|川川"川川"川川"川川11川川"川川"川川"川川"川"川川"川川"川川"川川11川川"川川"川川"川川"川川"川川"川"川川"川川"川川11川川|川川"川川"川川"川川11川川"川"1川11川川"川川"川川"川川11川川"川川"川川"川川11川川|川川"川川"川川11川川"川川"川"川川"川川"川川"川川"川"川"川川"川川"川川"川川11川"1川"川"川川11川川"川"川川"川川11川川"川川"川川11川川1 1川川"川"1川11川川"川"川川"川川11川川"川川"川川"川1 1 "川川"川川"川1 1川"川"川川"川"川"川"川川11川川"川川"川川"川川"川川"川川"川川"川川"川川11川川|川川"川川"川川"川川"川"川川11川川"川川"川川"川川11川川"川"川川"川川11川川"川"川川"川"川川"川川"川川"川川"川川"川川11川川"川川"川川"川川"川川"川川11川川"川川"川川"川川11川川"川川"川川"川11川"川川"川川"川川"川川11川川"川川"川川"川川"川川11川川"川川"川川11川川|川川"川川"川川"川川11川川"川川"川川"川川"川川11川川"川川"川川"川川11川川"川川"川川"川川11川川"川川"川川|川川"川川"川川11川川"川川"川川"川川11川川"川川"川川"川川"川川"川川|川川"川川"川川"川川11川川"川" | 

廃棄物処理事業 に お け る 事故防止対策の手引

全国都市清掃会議では， 廃棄物処理事業運営上の最

優先事項であ る 労働安全衛生対策の一層の強化向上を

図 る た め， こ の た び 「廃棄物処理事業 に お け る 事故防

止対策の手号 I J を 発刊す る 運び と な り ま し た 。

本書が， 事業の実施主体であ る 全国 の 自 治体で， 実

際に 業務 に 携 わ っ て お ら れ る 方 々 を は じ め ， 多 く の 関

係各位に 広 〈 活用 し て い た だ き ， 廃棄物処理事業の適

正 か つ 円 滑 な 推進 に 役立つ こ と がで き る も の と 思 い ま

す 。

な お ， 本書に は 仙 台 市， 東京都， 松戸市， ) 1 1 11[奇市，

名 古屋市 で使用 さ れて い る 安全作業マニ ュ ア ル等 も 掲

載 し て お り ま す。

体 裁 A 4 判 350頁

定 価 当 会会員 6 ， 000 円 (税込価格 ・ 送料別)

般 7 ， 500円 (税込価格 ・ 送料別)

発 行 平成 7 年 5 月

申 込先 〒 10 1 東京都千代 田 区外神 田 1-1-6

( 神 田清掃事務所 8 館)

社団法人全国都市清掃会議 普及音1\

監修/厚生省生活衛生局水道環境部環境整備課

編集 ・ 発行/社団法人全国都市清掃会議

目 次

第 1 主主 安全衛生管理体市Ij

第 1 節 労働安全衛生 に 関す る 規定

第 2 節 収集 ・ 運搬事業に お け る 安全衛生管理

第 3 節 一般廃棄物 ( ご み ・ し 尿等) 処理施設に お

け る 安全衛生管理

第 2 章 安全作業要領

第 1 節 収集 ・ 運搬事業に お け る 安全作業

第 2 節 一般雌築物 ( ご み ・ し 尿等) 処理施設に お

け る 共通安全作業要領

第 3 節 ごみ処型施設に お け る安全作業

第 4 節 し 尿処理施設に お け る安全作業

第 3 章 施設 ・ 車両等の安全対策

第 1 節 収集運搬車両 の安全対 策

第 2 節 一般廃築物 ( ご み ・ し 尿等) 処理施設に お

け る 共通安全対策

第 3 節 ごみ処理施設に お け る安全対策

第 4 節 し 尿処理施設に お け る安全対策

資 料 1 . 公務災害の現況

2 . 一般廃棄物処理施設に お け る 死亡 災害に

FAX番号 03 - 3251  - 4063 つ い て

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1  

54 ( 372 ) 都市 清 掃



.特 集・ 阪神 ・ 淡路大震災における災害廃棄物対策 災害の状況と緊急対応の実際一一一一一一一

阪神・淡路大震災に係る廃棄物処理応援活動について

1 . は じ め に

1 月 17 日 に 発生 し た 兵庫 県 南部地震か ら 6 ヶ 月

が経過 し た が， 被災 し た 自 治体 で は 現在 も 災害廃

棄物の処理 な ど災害か ら の復興の た め に 懸命の努

力 が続 け ら れて い る 。

今 回 の震災が廃棄物処理事業 に 与 え た 影響 は 想

像 を 絶す る も の であ っ た が， 被災 し た 自 治体 に 対

す る 他の 自 治体か ら の廃棄物処理応援活動 も か つ

て な い程活発に行わ れ た 。 特 に ， 最 も 被害の大 き

か っ た 神 戸 市 に 対す る 他都市か ら の 応援は， 兵庫

県下は も と よ り 九州か ら 北海道 ま での57市町か ら

行われ， 応援規模は最大時 に は 1 日 100台 を 越 え ，

延べ応援人員 は 1 万人 に 及 ん だ と 聞 く 。

本稿 は ， 東京都清掃局が神戸 市 に 対 し て行 っ た

応援活動の概要 と ， 応援活動等 を 通 じ て得 た 震災

時 に お け る 廃棄物処理上の課題 を ま と め た も の で

あ る 。

2 . 応援隊の派遣

東京都清掃局 は， 地震発生の 2 日 後の 1 月 19 日

に ， 先 ず職員 5 名 を 現地に 派遣 し ， 被害状況 を 調

査す る と と も に ， 神戸 市 に 応援の 申 し 出 を行 っ た 。

さ ら に 1 月 21 日 に は ， 厚生省や特別 区 の 協 力

を 得 て ， 仮設 ト イ レ 400基及び ト イ レ ッ ト ペーパー

約10万 ロ ー ル を 救援物資 と し て 兵庫 県災害対策本

部へ空輸 し た。

ま た 地震発生直後か ら ， 神 戸 市 の 応援要請があ

っ た 場合に ， 即座に 応援活動が開始で き る よ う に ，

佃全国都市清掃会議等 を 通 じ て被災地の廃棄物処

* 東京都清掃局作業部管理課長

第48巻 第207号 ( 平成 7 年 8 月 ) ( 373 )  

伊 藤
Yutaka ITOH 

丘垣 本
」亘と

理 に 関す る 情報収集 を 行 う と と も に ， ダ ン プ車 を

中 心 と し た機材 及 び派遣職員 の準備 を 行 っ て い た 。

1 月 27 日 ， 神戸 市 よ り ， 被災地に お け る 生 ごみ

等の一般 こ、み及び、粗大 ご み の収集運搬業務 に つ い

て 応援要請があ っ た の で， 収集車両 と し て圧縮機

能に優れた プ レ ス 車30台， 中 継車両 と し て 大 型 ダ

ン プ車 3 台 ， 加 え て 運転職員 ， 収集職員 等か ら な

る 「廃棄物処理緊急応援隊」 の 派遣 を 決定 し た 。

同 時 に ， 職員 を 派遣 し て宿泊場所や作業内容等

の調整 を行 っ た 。 宿泊場所に つ い て は， 当初大阪

市 の好意に よ り 市 の事業所 を 充て る こ と も 考慮 し

た が， 幹線道路 の 渋滞の た め神戸市 の事業所に宿

泊 す る こ と と し た 。 震災直後の混乱の な か で100人

を 越 え る 人員 の宿泊場所 を 確保す る た め ， 神 戸 市

に も 大変御苦労 を お か げ し た こ と と 思 う 。

派遣規模の決定に 伴 い ， 車 両の確保 と 派遣職員

の募集 を行 っ た 。 各所属 に 募集 人数 を 割 り 当 て，

人選 を 依頼す る と 同 時 に ， 関係団体に 対 し て協 力

を 要請す る な ど， 東京都の清掃事業全体で取 り 組

む こ と と し た 。 ま た ， 水道 ・ カ、、 ス が供給停止 さ れ

て い る 場合で も 自 給 自 足の 活動がで き る よ う 物品

調達 を 行 っ た 。

こ う し た 準備 を 28 日 の夜 ま で行い， 29 日 の早朝，

人員 111名， 作業用車両33台， 連絡車 2 台， 人 員 輸

送用 ノ 〈 ス 3 台， 物資輸送用 ト ラ ッ ク 3 台 か ら な る

第一次応援隊 を 現地に 派遣 し た 。 応援隊の 派遣は

1 週間 交代 で行い 3 月 4 日 帰京の 第五次応援隊

を も っ て終了 し た 。

応援隊の派遣は， 日 曜 日 に 出発 し て， 月 曜 日 か

ら 金曜 日 ま で作業 を 行い， 夜行ノfス で土曜 日 に 帰

京す る と い う サ イ ク ルで行わ れ た 。 こ の た め， 本

庁 の職員 や各所属の管理職等の支援部隊 も 1 ヶ 月
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表 1 派遣規模等 (第 1 :次~第 5 次 )

区 7} 、 派 遣 人 民 機

1 1 1 人 合 計 35 台

第 1 次 [巡転手 ぺ
1 /29- 2 / 4 作業員 60 人 中 桃 川! 大 I�I� ダ ン プ車 ( 4 t ) 

そ の 他 1 6 人 連絡111
1 3 0 人 合 Itt 49 f::ì 

品� 2 次 ìlli伝 子 4 6 人 プ レ ス 市 ( 2 t ) 

2 / 5  - 2 / ] ]  作 業 員 60 人 中継用 大雪IJ ダ ン プ車 ( 4 t )  

N，作 u 3 人 中 継用 キ ャ タ ピ ラ シ ョ ベ 1レ等

そ の他 21 人 連絡il1 ・ 7 イ ク ロ ハ ス
第 3 ;人 2 次隊 に I�J じ 2 次 隊 に 同 じ2 / 1 2 - 2 118 

62 人 合計 29 台

第 4 ;大
辺 事ム 子 26 人 プ レ ス iド ( 2 t ) 

2 / 1 9 - 2 /25 
作業員 2 0 人 ' 1' 継 問 大 I� ダ ン 7"Sド ( 4 t ) 
J記 {乍 員 3 人 l j 1 í!主 Hーl キ ャ タ ピ ラ ン ョ ベ ル等

そ の 他 1 3 人 連絡単 ・ 7 イ ク ロ ハ ス
59 人 合計 26fì 

第 5 ;j( ! 運 転 手 お 人| [ 九 州 2 t ) 
2 126 - 3 1 4 作業員 20 人 'I l jl� 用 大 J�() タ ン プ 市 ( 4 t ) 

そ の 他 1 3 人 連絡il1 ・ 7 イ ク ロ ハ ス

半の間， 物品調達， 出発準備， 見送 り ， 出 迎 え と

土曜， 日 曜 の休み も 無 く 出勤す る こ と と な っ た 。

第一次か ら 第五次 ま での 派遣規模は 表 1 の 通 り

であ る が， 派遣人員 は 延べ492名 (実人員 ) ， 機材

は最大H寺 で49 台 を 投入 し た 。

第 二次隊か ら は ， 神 戸 市 の要請 に 基づ き ， 中 継

地か ら 処分場へ ご み を 中 継， 搬出す る 業務 の 増 強

の た め に ， ダ ン プ車 1 0 台 ， シ ョ ベ ル 3 台 の 追加派

遣 を 行 っ た。 ま た ， 第 四 次隊か ら は ， 須磨 ・ 兵庫

地区での ごみ収集体制が回復 し て き た の に 伴 い，

収集業務に 係 る 人員 ・ 機材 を 縮小 し ， 重点 を 灘地

区に移 し て 作業 を 実施 し た 。

3合

2 43  

30台

13台

3台

3fì  

1 0 台
1 3台

3fì 

3fì  

1 3 fì 

3f ;  

作 業 j，� )也

j�(J{t} 事業所 60人 1 5 台

殺事業所 1 8 人 ・ 5 台

兵庫事業所 3 3 人 1 0 台

中 央区 小 �'i'i民間I 中 継地 3 台

;自II!益事業内i 58 人 15 f-:ì

i数事業所 1 8 人 5 台
兵1lji事2住所 3 3 人 1 0 台

長 田 区 南駒栄町中継地 21 人 1 6 台

2 次隊 に I"J ヒ

滋事業所 40 人 1 0 f=ì
長 田 区南駒栄 町 中 継地 22 人 ・ 16 台

級 事業所 40 人 ・ 1 0 台
中 央区 小 野 浜 町 中 端、I也 1 9 人 1 3 f ì  

写真 1 灘区の ごみ収集作業

3 . 応援隊の作業 内 容等

( 1 )  神 戸 市 に お け る 廃棄物の排出状況

現地へ出発す る 前の情報で， 北 区， 西 区等の神

戸市北部では被害がそ れほ ど大 き く な い と 聞 い て

い た が， 応援 に 行 っ た 須磨区， 兵庫 区， 灘 区 で も ，

北部は震災 に 伴 う 廃棄物があ ま り 排出 さ れ て お ら

ず， やは り 震度 7 の 烈震地区 を 中心に 大量の ごみ

が出 さ れて い た 。

を 具体的 に 持 て な か っ た が， ごみ集積所に 出 さ れ

て い る テ レ ビ， 冷蔵庫， タ ン ス を 始め と す る あ ら

ゆ る 破損 し た 家財 ， カ、、 ラ ス 等の 山 を 目 の 当 た り に

し て ， 地震の大 き さ を 再認識 さ せ ら れ た 。 家の倒

壊 を ま ぬがれて も 家具類の ほ と ん ど が被害 を 受け

た の では な い か と 思わ れ る 。

実際に 目 に す る ま では ， 災害廃棄物の イ メ ー ジ
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ま た ， 今 回 の 地震では， 一般家屋だけ でな く ，

高速道路， 鉄道， 港湾施設等の公共施設の被害に

伴 う 廃棄物の発生量が膨大であ り ， 住居， 建築物

系 と 合 わ せ た 災害廃棄物の発生 量 は 1 ， 400万 t と

都 市 {青 f�}
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推計 ( 3 月 時点の神戸 市推計) さ れて い る 。 こ の

量 を 神戸 市 の 年 間 ごみ処理量80万 t と 比較す る と ，

そ の 処理の 困 難 き が理解で き る 。

(2) 応援作業 の 内容

応援隊の作業内容は， 作業基地 と な っ た 各事業

所の計画 に 基づ く ， 生 ごみ等の一般 ご み 及 び荒 ご

み (粗 大 ご み ・ 不燃物) の収集， 埋立処分場 ・ 中

継地等への搬入 と ， 中 継地か ら 埋立処分場への 中

継作業で あ っ た 。 神戸市では， 破損家財等の 荒 ご

みやがれ き の大 量発生， 交通渋滞に よ る 作業能率

の低下 な ど に 対 応す る た め， 公園や空 き 地に 臨時

の 中 継地 を 設け， そ こ に 一時貯留 し て積み替 え を

行川 埋立処分場 に 搬入 し て い た が， こ の 中 継作

業が迅速 な ごみ処理に 重要な役割 を 果 た し て い た 。

収集作業は ， 都の職員 が神 戸 市 内 の 道路事情 に

不案内 な た め 1 台 の車 に 神 戸 市職員 と 同乗 し て

行 っ た 。 傾 い た ビ ルの近 く で， 東京 てやは経験 し た

こ と の な い 大量の粗大 ごみやガ ラ ス 等 を 収集 し ，

少 し で も 渋滞 の 少 な い う ち に 運搬す る た め に 暗 い

う ち に 出庫 し ， 夜遅 〈 帰 る な ど厳 し い 条件下の作

業だ っ た が， 幸 い事故 も な く 作業 を 終 え る こ と が

で き た 。

第一次隊か ら 第五次隊 ま での作業実績は 表 2 ・

表 3 の通 り であ る 。 1 日 1 台 当 た り の作業回数は，

運搬先 ・ 道路状況等に よ り 異 な る が， 平均す る と

収集作業が5 . 3 回， 中 継作業が4 . 6 回 であ っ た 。

(3) 職員 の 感想 等

職員 を 送 り 出 し た 所属等が被災地の状況や作業

の状況 を 理解で き る よ う ， 応援隊は 毎 日 の 活動状

況や被災地の状況を 緊急、 レ ポー ト と し て 局 に フ ァ

ク シ ミ リ で報告 し ， 局 は そ れ ら を 臨時局報 と し て

各所属 に 配付 し た 。 こ の レ ポー ト を 通 じ て ， 神戸

での支援活動 を 清掃局全員が見守 る こ と と な っ た 。

ま た ， 応援活動終 了 後， 応援隊 に 参加 し た 職員

を対象 に ， 参加 の動機， 作業 を 行 っ た 感想、等 に つ

い て ア ン ケ ー ト 調査 を 行っ た 。 ア ン ケ ー ト に 回答

し た 職員 は 参加職員 の 9 害Ij を 越 え ， 神 戸 の 印象が

い か に 強か っ た か を 物語 っ て い る 。

参加 の動機は rマ ス コ ミ 等 で神 戸 の惨状 を 知

り ， 少 し でも 協力 し た か っ た 」 等， ほ と ん ど が 自

ら 進ん での参加 であ っ た 。 ま た ， 他都市 の]隊員 と

一緒に仕事 を す る の は 初 め て の経験であ っ た が，

第48巻 第207号 ( 平成 7 年 8 月 ) ( 375 )  

写真 2 臨時中継所 (須磨地区。 大 阪 ガ ス 跡地)
右 の 方 に 被災者の居住テ ン ト が隣接 し て い る 。

表 2 収集作業実績 (都の車両のみの延べ台数)

区 分 f自 l砦 兵 庫 t経 区 分りIJ rl J
1 ;)、 4 1 1  f; 322合 1 4 5 ;'; 878f; 

2 次 396 ;'; 250台 128t;  774 f; 

3 次 100台 229;'; 338台 667 ;'; 

4 次 。 台 。 ム' J 273 内 273台

5 ;j.、 。 壬; 。 ムE二z 293f; 293 é; 

百十 907;'; 801 台 1 ， 1 77 ;'; 2 ， 885;をi

表 3 中継作業実績 (都の車両のみの延べ台数)

区 分 小野浜町 中 継 地 南駒栄町' i ' ilH也 区 分 百IJ 計
1 次 53 台 0 内 5 3 台

2 次 O f-ì 370 ，今 3 7 0 ;'; 

3 次 o tì 286 台 286;'; 

4 次 。 台 273台 273台

5 次 293合 。 ム'" 293台

員十 346向 929台 1 ， 27 5 台

自 ら も 被災者であ り な が ら 明 る く 仕事に 打 ち 込む

神戸 市]隊員 の姿に 多 く の職員 が感銘 を 受け て い る 。

今 回 の応援活動 に 参加 し た 職員 は ， 地震災害の恐

ろ し さ を 肌 で感 じ る と 同 時 に ， 他都市 の職員 と 協

同 し て 懸命 に 収集作業 に 取 り 組ん だ こ と に よ り ，

人生観 ま で変わ る よ う な 賞重 な 経験 を し た よ う だ。

4 . 震災時の廃棄物処理上の 課題

阪和l' ・ 淡路大震 災 は ， 都市直下型地震の 恐 ろ し

さ と 危機管理の重要性 を 私た ち に再認識 さ せ る と

と も に ， こ の経験 を 踏 ま え た 防災計画の早急 な 見
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直 し を 迫 っ て い る 。

清掃局 では， 地域防災計画再検討 委員会 を 2 月

24 日 に 設置 し ， 神戸 市への応援活動の経験等 を 踏

ま え て ， 地域防災計画 を よ り き め の 細 か い 内容に

変 え て い く こ と に し た 。

ま た ， 東京都では 5 月 1 1 日 ， 従来の震災対策

本部の機能強化 を 目 指 し て ， こ れ を 「東京都震災

対 策推進本部」 と 改め， そ の下 に 東京都地域防災

計画 を 見直す た め の 「地域防災計画検討委員会」

を 設け た 。 当 委員会の 中 で， がれ き 処理， ごみ処

理及 び し 尿処理に つ い て 清掃局 が事務局 と し て検

討 を 進め て い る 。

今 回 の 応援活動等 を 通 し て得 た震災時の廃棄物

処理上の課題は 多数あ り ， 今後 こ れ ら の 委員 会 で

検討 を 加 え て ， よ り 実効性の 高 い計画に す る 必要

があ る が， 重要 と 思 わ れ る い く つ か の 事項 を 次に

挙げ る 。

( 1 )  1隊員 の確保

神 戸 市 では， 職員 の 多 く が被災 し た こ と 及 び交

通の遮断等 に よ り ， 被災か ら し ば ら く の 間， 作業

に 従事す る 職員 を 確保す る こ と が困難であ っ た。

東京都の場合 も ， 区古15 に 住居 を 持 っ て い る 職員 は

約 3 割 で， 残 り 7 割 の職員 は 多摩地域， 他 県 に 住

居が散在 し て い る 。 神戸市の場合 は 市 内 居住職員

が 多 い た め職員 の被害が大 き か っ た が， 東京都の

場合は遠距離通勤 の た め 交通手段の確保が困難に

な る と 予想 さ れ る 。 こ の た め， 通勤経路別 の 連絡 ・

指揮命令系統の整備やフー ロ ッ ク 別 の収集運搬体制

の確立 な どの工夫 を 行 う 必要があ る 。

(2) 中 継地の確保

被災地の生活環境 を 守 るた め に は 廃棄物の迅速

な 処理が必要で、あ る が， 激 し い 交通渋消'の た め処

分場 ま での運搬に 時間 を 要 し ， 効率的 な 処理が困

難 と な る こ と が予 想 さ れ る 。 中 継地の確保 に つ い

て は ， 神戸市の例 で も ， 多 く の 市 民が避難生 活 を

し て い る 公 園 の 隣 を 中 継地に す る な ど， 用 地の確

保 に 苦労 し て い る よ う であ っ た 。 こ の た め， 中 継

地 と し て の利用 が可能 な 用 地 の事前調査等 を 行い，

非常時に 備 え る 必要があ る 。

(3) 処理計画量等の見直 し

今 回 の震災では， 破損家財が大量 に 排 出 さ れて

お り ， こ れに 廃木材， がれ き 等 を加 え た 災害廃棄
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物の総量 は 膨大であ る 。 東京都の現行計画では，

生活ごみ， 破損家財 ごみ， 火 災 ご み な ど は ， 収集

が可能に な っ た 時点か ら 10 日 間 で処理す る こ と と

し て い る が， 神戸市の例か ら み て も ， 短期間 での

処理は 困難であ る 。 排 出 量及 ひ、処理体制 の 見直 し ，

震災発生の季節j等 を 考慮 し た 作業優先度の検討 な

ど， 計画 を 見直す必要があ る 。

ま た ， がれ き の処理に つ い て は ， 発生量 を 見直

す と と も に ， 解体か ら 処分に い た る ま で， 長期に

わ た る 復興対 策上の計画 を 関係局 が連係 し て検討

す る 必要があ る 。

(4) 適切 な分別 の 実施

神戸市の例 を み て も ， 震災後は ， あ ら ゆ る 廃棄

物が同 時 に 排 出 さ れ た た め， 収集 も 混合 で行 わ れ

て い る 。 排 出状況か ら 分別収集 は 困難で、あ っ た と

思 わ れ る が， 混合収集の結果， 可燃物 も 焼却せず

に埋め立て ざ る を 得 な い こ と ， 減量化 ・ 資源化が

出 来 な い こ と ， 環境問題へ の 対応が難 し い こ と 等

の 問題が生 じ て い る 。

ま た ， 市 で は ， 災害廃棄物の処理方針で， 発生

現場に お け る 分別 を 徹底す る こ と ， 発生現場に お

い て分別 が不可能 な場合は仮置場で分別 す る こ と

と し て い る が， い ず れの場所での分別 も ス ペー ス

等の関係 で現実に は 難 し い よ う であ る 。 災 害廃棄

物の分別 方 法 を 検討す る 必要があ る 。

(5) 震災時に お け る 清掃工場の稼働

今回 の震災 で は 清掃工場 自 体の被害 は そ れほ ど

大 き く な か っ た が， 運転再開 に 必要 な ユー テ ィ リ

テ ィ (特に 水道， 都市 カ ス ) の復 旧 に 日 H寺 を 要 し

て い る 。 震 災 時 に 発生す る 生 ごみ を 迅速 に 処理す

る た め に は ， 震災後早急に 運転 を再開す る こ と が

必要であ り ， 震災 時 に 工場機能 を 維持す る た め の

方法 を 検討す る 必要があ る 。

(6) し 尿処理体制 の 見直 し

神戸市てすま， 地震に よ る ラ イ フ ラ イ ン の被災及

び下水処理場の処理機能停止 等 に 伴 い ， 通常の し

尿処理が困難 と な っ た ほ か， 避難所等への仮設 ト

イ レ の設置等， し 尿の処理が大 き な課題 と な っ た 。

東京都 (23区) は ， 平成 6 年度 に 下水道普及率

が100% (概成) と な っ た が， こ れに 伴い平成 7 年

度の作業計画では， バ キ ュ ー ム 車が52 台 ， 海洋投

入船が l 隻 に ま で減少 し て い る 。 今後 も こ の傾 向

都 市 清 掃



阪神 ・ 淡路大震災 に 係 る 廃棄物処理応援活動に つ い て

が続 く こ と か ら ， 上 ・ 下水道施設の耐震性 を 強化

す る こ と は も ち ろ ん， 仮設 ト イ レ 以外の方法 も 含

め， 震災時の し 尿処理体制l を 検討す る 必要があ る 。

(7) 他都市等 と の連携の緊密、化

今巨1， 神 戸 市 では 多 く の 自 治体か ら の応援活動

が行わ れ て い る 。 東京で神戸 と 同様の被害が生 じ

た場合に は ， ごみ処理， し 尿処理 と も |臨時 の 人 員，

機材が多数必要に な る 。 l3大都市聞 の相互応援協

定に加 え て ， 近隣都市 と の 応援体制j， 民開業者等

と の連携 を 緊密に し て い く と と も に ， 他都市等か

ら の 応援の受け 入れ方法 を 検討す る 必要があ る 。

5 . 終わ り に

「 こ の度は ご 協 力 あ り が と う ご ざい ま し た 。 数

年後に は胸 を は っ て 皆様 を お 迎 え 出 来 る よ う な す

ば ら し い神 戸 の街 を 再建 し た い と 思 い ま す」 こ れ

は ， 応援隊が須磨事業所 を 引 き 上げ る 際に 波 さ れ

た ， 事業所職員 の寄せ書 き の一文であ る 。

今 回 の 応援活動が， ごみ処理だけ で な く ， 神戸

市民及 び、市]隊員 への励 ま し に も な っ た と し た ら 幸

い であ る が， 者15の職員 に と っ て も ， 他都市 の職員

と 一緒 に 作業 を 行 う こ と は ， 作業方法の勉強 な ど

大 き な 意味があ っ た 。 こ の 意味で も 自 治体聞の応

援 ・ 協 力 の重要性 を 改め て 認識 し た と こ ろ であ る 。

被災者15市が今 回 の 災害 を 1 日 も 早 〈 乗 り 越 え て ，

災害に 強 い ま ち と し て復興す る こ と を 願 っ て， 応

援活動の報告 を 終わ り に す る 。
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